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はじめに 


本取扱説明書は、インターネット FAX ユニッ トについて説明しておりまず。 

安全に正しくお使いいただくために、取扱説明書ファクス編と合わせてご覧ください。 

また本書は従来の一般加入回線等での通信に加え、 LAN システムを使用したインターネット通信び可能 
なインターネットファクスについての取扱説明書でず。 

※ネットワークとの接続および使用に際しては、本製品じ(外にソフトウエアおよび LAN 伝送路用品び必 
要でず。 


本書の説明は、 Microsoft ® Windows ® 2000日本語版、 Windows ® XP 日本語版、 
Windows Server ® 2003/2003 R 2 日本語版 、 Windows Vista ® 日本語版、 

Windows Server ® 2008/2008 R 2 日本語版、 Windows ® 7日本語版を前提として表 
記していまず。 

本書中で使用している次の用語は、各社の商標または登録商標でず。 

Microsoft 、 Windows、Windows Server 、 Outlook、Excel : 米国マイク□ソフト社の 
米国およびその他の国における登録商標でず。 


■各サービスについて 


発信者番号通知-ダイヤルインサービスはあ日かじめ NTT との契約び必要でず。本サー 
ビスの詳細につきましては NTT にお問い合わせください。 

NCC 回線をご利用の場合は、 NCC 各社でサービス内容び異なりまず。発信者番号通知 • 
ダイヤルインサービスの詳細につさましてはご契約の NCC にお問い合わせください。 


この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害 
を引を起こすことびあります。この場合には使用者び適切な対策を講ずるよラ要求さ 
れることびあります。 
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インターネットに巧続ずるための事前準備 

本機をネットワークに接続される前に、この章をご覧いただくことにより各機能についてのご理解び 
いっそラ深まりまず。 

本機は、10巨 ASE - T /100 巨 ASE - TX イーサネット LAN (□-カルエ U アネットワーク）へ接続される 
とじ(下のよラなきびでさまず。 

• ドキュメント情報をインターネット電モメールで送信 
• インターネット電モメールを自動的に受信し印刷ずる 

• ファクスちしくは電モメールで受信したちのを、自動的にあらかじめ設定した電モメールアドレスち 
しくは通常のファクスへ転送 

♦ G 3 ファクスから受信したちのを、自動的に ITU - T のサブアドレスを使って、発信ちの指定した電モ 
メールアドレスちしくはファクスへルーテイングずる（ルーテイングに関ずる已〇ページを参照） 

• ファクスから受信したちのを、自動的にファクスの発信元 I D を使って、発信をの指定した電モメー 
ルアドレスもしくはファクスへルーテイングずる（ルーテイングに関ずる已〇ページを参照） 

• インターネット電モメールを通常のファクス送信としてファクスへ中継（中継送信に関ずる已已ぺ一 
ジを参貝 

• ネットワークスキャナー、プ U ンターとしての利用 


ここに記載した機能をご利用になるには、本機をネットワークへ正しく設定ずる必要びありまず。現在 
のネットワーク設定値については、お客様のネットワーク管理者へお問い合わせ願いまず。 

この章の8ぺージに添付されている事前設定調査表をコピーの上 、 MAC (Media Access Control ) 
アドレスを記入した後に、表にある残りの項目を埋めていたださまずよラネットワーク管理者へご依頼 
願います。本機の MAC アドレスは、自局情報 U ストに印刷されまず。 

自局情報 U ストの印刷： 

フアンク、シヨン八へくへ七ツト 七ツト 

〇 ® ⑤ I I [管理ちノ（スワードを入力] I I 

本機は 、 SMTP $5送もしくは POP クライアントによる受信のいずれかび設定できまず。また設定によ 
り、ご利用になれる機能びじ(下の表のとおり異なりまず。 


機能 

SMTP 面送 

POP クライアント 

ドキュメント情報をインターネット電モメー 
ルで送信 

〇 

〇 

インターネット電モ六ールの自動受信と印刷 

〇 

〇 

インターネット電モメールの手動受信と印刷 

X 

〇 

受信したファクスをしくは電モメールの自動 
転送 

〇 

〇 

ファクスの自動振り分け転送（ルーティング） 

〇 

〇 

インターネット電モメールか日ファクスへの 
中継 

〇 

X 

インターネットファクスのメッセージを 
ダイレクト SMTP プロトコルにより送受信 

〇 

X 


• SMTP 転送機能をご利用になるには、本機の電モメールアドレスにお客様のドメイ 
ンとホスト名を含まなければなりません。ホスト名はお客様のネットワークの 
DNS(Domain Name System ) サーパ'—へ登録されていなければなりません。 

参自動的に SMTP 転送もしくは POP 受信を実行しまず。 POP クライアントとして 
の設定時には、手動操作による受信びでさまず。 

♦本機び受信、印刷、転送、中継可能な電モメールは、テキスト本文と TIFF - F お式画 
像の添付ファイルのみです。 

参 DHCP はサポートしていません。 




















■ SMTP 面送としての設定 

本機を SMTP 転送設定でご利用頂くには、次のよラなネットワークパラメーターの設定び必要でず。 

• DNS サーバーの IP アドレス （ DNS び利用でさない場合は、お知らせを参照） 

• 本機の IP アドレス 

• 本機のサブネットマスク 

• SMTP メールサーバー名ちしくは IP アドレス 
• デフオルトルーターの IP アドレス 

参本機の電モメールアドレス（お知らせを参照） 

♦ ホスト名 

• SMTP 認証名 （ SMTP サーバーに認証び必要なとさ） 

• SMTP 認証パスワード （ SMTP サーバーに認証び必要なとさ） 

電モメール送信例（本機〜 PC へ送信） 



電モメール受信例 （ PC 〜本機で受信) 



• SMTP 転送機能をご利用になるには、本機の電モメールアドレスにお客様のドメイ 
ンとホスト名を含まなければなりません。ホスト名はお客様のネットワークの 
DNS(Domain Name System ) サーパ'—へ登録されていなければなりません。 
登録は「000@ホスト名.ドメイン名」のあ式で行いまず。 

例： smtpuse 「 @smtp01 .Panasonic. 己 om 
参お買い上げ時の設定では、 DNS サーノ（一の IP アドレスと SMTP サーノ（一名び必 
要でず。 DNS サーバーびご利用になれない場合は、システム登録の n 61 
DNS 設定」を’’1:なし"へ変更してください。ページ） 

その後 SMTP サーバーの IP アドレスを入力ずることびでをるよラにな0まず。 

• DHCP はサポートしていません。 




































































































■ POP クライアントとしての設定 

本機を POP クライアントとして利用いただくには、次のよラなネットワークパラメーターの設定びお 
要です。 


参 DNS サーバーの IP アドレス （ DNS び利用できない場合は、お知らせを参照） 
参本機の IP アドレス 
参本機のサブネットマスク 
参 SMTP メールサーバー名ちしくは IP アドレス 
参デフオルトルーターの IP アドレス 
参 POP サーバー名ちしくは IP アドレス 
• POP ユーヴーアカウント名 
参 POP パスワード 

♦本機の電モメールアドレス（お知らせを参照） 


電モメール送信例（本機〜 PC へ送信） 


■- 



(ルータ ー） 


D- 




popuse 「日 01 @panasonic.com 


.1，1 1 ~ 


I! 111111II! 


SMTPOl .Panasonic.com 
(SMTP メールサーバー） 


-■ 


-■ 


• 

— SMTP 


■ POP3 


P 0 P 02. Panasonic.com 
(POP サーバ ー） 


電モメール受信例 （ PC 〜本機で受信) 



参電モメールアドレスお式は、通常の電モメールアドレスと同じでず。 

登録は 「 POP ユーヴー名@ドメイン名」のお式で行いまず。 

例： popuser 002@ panasonic.com 

参お買い上げ時の設定では、 DNS サーノ（一の IP アドレスと POP サーノ（一名び必要 
でず。 DNS サーバーびご利用になれない場合は、システム登録の「161 DNS 設 
定」を"1:なし"へ変更してください。ページ） 

その後 POP サーバーの IP アドレスを入力ずることびでさるよラにな0まず。 







































































































LAN 経由で全体のシステムび正しく動作ずるために、確定情報と追加パラメーターを設定しなければな 
りません。ネットワーク管理ちから必要な情報を得た上で LAN へ接続して<ださい。 


ユーザー 情報 

社名 

住所 

部署名 _ _ 

電話番号 アクスま号 


自局情報リスト 

(1) 自局 IP アドレス： 

(2) サブネットマスク： 

(3) メールサーバー名： [もしく词メールサーバー IP アドレス： 

(4) デフオルトルーター IP アドレス： 

(已）自局メールアドレス： 


(6) DNS サーバー IP アドレス： 


(7) POP サーバー 名 


ちし < は 

POP サーバー IP アドレス： 

(8) POP ューヴー名 


(9) POP パスワード 



(10) ホスト名： 


(11) デフオルトサブジェクト： 

(12) デフオルトドメイン： 

(13) U モートパスワード： 

(14) 中継用パスワード： 


2 . 

3. 

4. 

已' 

(15) 管理ちメールアドレス： 


(16) ドメイン名（中継許可）： 


1. 

6. 

2. 

7. 

3. 

8. 

4. 

9. 

己. 

10 . 


施らだ 


参り）〜 （10) はネットワーク管理ちから提供される情報でず。 

参お買い上げ時の状態では、 SMTP と POP サーバーを IP アドレスで指定ずること 
びでさません。 （ ドメインお式のアドレス指定のみ巧能でず） 

DNS サーバーびご利用になれない場合は、システム登録の「161 DNS 設定」を 
"1: なし"に変更してください。 （<1 14ぺージ） SMTP と POP サーパ'-の IP 
アドレスを入力でさるよラになりまず。 

参 Mac アドレスは、自局情報 U ストに印刷されまず。 

自局情報リストの印刷： 

フアンクシヨン 


〇 ⑥⑤ I ッ I [管理ちノ（スワードを入力] [ 


セツ 


DHCP はサポートしていません。 


















































■記載内容説明 


(1) 自局 IP アドレス： 

(2) サブネットマスク： 

(3) メールサーバー名ちしくは 
メールサーバー IP アドレス： 

(4) デフオルトルーター IP アドレス： 
(已）自局メールアドレス： 

(6) DNS サーバー IP アドレス： 

(7) POP サーバー名もしくは 

POP サーバー IP アドレス： 

旧） POP ューヴー名： 

(日） POP パスワード： 

(10) ホスト名： 

(11) デフオルトサブジェクト： 

(12) デフオルトドメイン： 

インターネットプ □ トコルアドレス 

サブネットマスク番号 

メールサーバー名 （60 巧まで）、メールサーバーの IP アド 
レス、ポート番号 

デフオルトルーターの IP アドレス 

60析まで 

DNS サーバーの IP アドレス 

POP サーバー名 （60 析まで）、 POP サーバーの IP アドレ 
ス、ポート番号 

40巧まで 

10析まで 

60析まで 

件名 （ Subject ) の部分に自動挿入される内容 （20 文きまで) 

電モメールアドレス省略時の付加ドメイン名（已〇巧まで） 
例： mgcs . co.jp (@は自動で付加されまず） 

(13) U モートパスワード： 

電モメールを使った U モート操作によるインターネットパラ 
メーター、宛先登録、通信管理レポートの取得に関ずるパス 
ワード （10 巧） 

(14) 中継巧パスワード： 

(1 已)管理ちメールアドレス： 

中継送信時の中継許可用ノ（スワード （ 10文字まで） 

中継送信状況モニターと通信費用管理として利用（日〇巧ま 
で） 

(16) ドメイン名（中継許可）： 

中継許可ドメイン （30 巧まで） 



インターネット通信の基本機能 


■インターネットフアクス通信 （— 20ページ） 

原稿をインターネットファクスから相手先の PC 、 あるいはインターネットファクスへ送信ずる機能で 
す。 

インターネットファクスからの簡単操作で相手先のメールアドレスへ送信でさまず。 

原稿は、電モメールの TIFF - F お式の添付ファイルとして相手先の PC に送信されまず。 PC 側のメール 
ソフトび MIME あ式に対応していない場合は、 TIFF - F あ式の添付ファイルを使用できないため相手先へ 
正しく届さません。また、相手先のメールサーバーによっては正しく届かなかったことを送信側へ知 b 
せる「エラーメール」 （ OS ページ）び返信されない場合ちありまずので、 PC へ送信ずる場合は、相 
手先の P 巳に TIFF - F ファイルを表おでさる環境び整っているか確認した上で操作してください。 

■インターネットメール受信 （— 43ぺージ） 

PC からインターネットファクスに送られてさた電モメールを自動プ U ントずる機能でず。ただし、イン 
ターネットフアクスびサポートしている TIFF - F お式じ(外の添付ファイルび送日れてきた場合は、ェラー 
メ ッセージをプ U ント し、 プ U ントでをなかったことを知らせまず。 



の 














































■ルーテイング （<49 ぺージ、50ぺージ、109ぺージ） 

ルーティングとは特定の G 3 ファクスから受信した場合に、本機であらかじめ設定した宛先 （ LAN に接 
続した PC やインターネットファクス、または他の G 3 ファクス）に転送ずる機能でず。 

送信機の G 3 ファクスび F コードの通信の指示機能び利用でさるファクスの場合、登録したサブアドレ 
スを指示ずることで通信ごとに宛先を選択して送信ずることびでをまず。 

F コード通信（サブアドレス）に対応していないファクスの場合は、数字の、発番号またはダイヤルイン 
ルーティング等を登録しておくことで送信機ごとに個別の宛先に送信ずることびできまず。 

利用でさるファクスに関して、ご不明な場合は、お買い上げの販売店または、サービス実施会社にお問 
い合わせください。 



■メモリー面送 

インターネットファクスのメモ U - に受信した電子メールやファクスを、あらかじめ設定した宛先（ファ 
クスや PC ) へ転送ずる機能でず。 

メモ U —転送をずる際には、本機び一度受信をしてからあらためて転送先に送信しまずので、メモリー 
転送でさる電モメールの添付ファイルは TIFF - F お式のみとなりまず。 

設定方法や使い方は、取扱説明書ファクス編を参照してください。 
























































■ネットワークスキャナー （■•• ss ページ） 

インターネットフアクスをスキャナーとしてご利用になれまず。 

インターネット通信を利用して、原稿をインターネットフアクスから PC ヘメール送信ずることにより、 
原稿の画像イメージを PC 側で見ることびでさまず。 



■ネットワークプリンター （ IT 已4ページ） 

インターネットファクスをプ U ンターとしてご利用になれまず。 

PC の各種アプ U ケーシヨンで作成した書類を PC からの操作により、 LAN に接続したインターネット 
ファクスヘプ U ントずることびできまず。ただし、ネットワークプ U ンター機能を利用ずるためには、 
ホームページからソフトウェア（プ U ンタードライバーおよび LPR ) をダウン□-ドして PC にインス 
トールずる必要びありまず。 （<43 ページ） 

プリンタードライバーのインス I -ールの方法や操作方法については、ダウン□ー ドしたホームページを 
参照してください。 （—*43 ページ） 




























































■中継同 SB ( I ••已已ページ） 


LAN に接続したインターネットファクスや PC から送信した電モメールを、中継同報機能を持ったイン 
ターネットファクスを経由して、一般回線に接続された複数のファクスへ同報送信ずることびできまず。 
電モメールには、 TIFF - F お式のファイルを添付ずることびでさまず。 

また、表計算ソフトなどの各種アプ U ケーシヨンのデータファイルを TIFF - F お式のファイルにずるに 
は、ホームページからソフトウエアをダウン□ー ドして PC にインス I -ールずる必要びありまず。 

ソフトウエアのインス I -ールの方法や操作方法については、ダウン□ー ドしたホームページを参照して 
ください。（■■43ぺージ） 




ファクス 



ファクス 



ファクス 


■ SMTP 認証 

世界規模の電モ的なインフラストラクチャーとしてインターネットび登場してじ(来、通信機器市場は飛 
躍的に伸びていまず。しかし、インターネットのセキユ U ティーを高める技術は、まだ確固としたちの 
び出ていません。この理由はいくつかありまず。 

1. インターネットメールはマルチホップ（雑多なプ□トコル、雑多なデバイス）の構造体であり、通 
信路をベースとしたセキユ U ティーは一般的に実現び困難である 

2. インターネットファクスの標準規格び推奨ずる独占的な技術びない 

システムの改善と健全化の標準的なソ U ユーシヨンとしてろ提供されているのは、暗号技術ベースの認 
証システムでず。この認証技術は 、 SASL (Simple Authentication and Security Layer ) のような 
認証機構に統合されていまず。 

インターネットのサービスプ□バイダー （ ISP ) は、多くび何らかの認証方式を採用していまず。 

本機び提供ずる認証オプションは、 SMTP 認証拡張サービス （SMTP AUTH ) でず。 


SMTP 認証拡張サービス （SMTP AUTH ) 


接続時にアカウント名とパスワードによる認証び行われる 
ため、特定ユーヴーし U がの送信や中継を防止でさる方法 






























■ダイレクト SMTP (ダイレクトインターネットフアクス送信) 

通常、電モメールはメールサーパー （SMTP サーバ ー) び SMTP (Simple Mail Transfer Protocol ) 
によってやりとりしていまず。 

企業などのイントラネットでは、ファイアウォールの負担を考慮して、添付ファイルを持たない電子 
メールとホームページ閲覧だけび許可されていることびありまず。 

このよラな場合に、ダイレクト SMTP を使ラことで、メールサーバー （ SMTP サーバー） への 負担を 
軽減でをまず。 

ダイレクト SMTP は、メールサーバー ( SMTP サーバー)を通さずに直接インターネットファクス間 
で文書を交換する機能です。この機能を使ラには、 IP アドレスび常に一定に保たれている必要びありま 
す。本機のドメイン名などの情報び DNS サーバーに適切に登録されていなければなりません。 

♦ダイレクト SMTP を使う場合は、システムの登録の「172ダイレクト SMTP 送信」を"あり"に 
設定しまず。 

• ダイレクト SMTP の送信先は、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに登録しておく必要びありまず。 
システムの登録の「172ダイレクト SMTP 送信」を"あり"に設定ずると、ワンタッチダイヤル 
(01 〜已0、 F 1 〜 F 10) や短縮ダイヤル（000〜9日 9) の登録時に「ダイレクト SMTP 登録 
しますか」といラメッセージび表示されまずので、"ずる"を選択してください。 

参 IP アドレスについては、ネットワーク管理ちにお問い合わせください。 

参 DNS に登録されていない相手は、@じ(下に IP アドレスで指定しまず。 

(例） fax@l 92.1 68.1.1 


インターネット 

ファクス 


インターネット 

ファクス 


LAN 


メールサーバー 
(SMTP サーバー) 
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インターネット通信と一瓶回線通信との機能の違い 


本機で使用でをる機能は、インターネット通信の場合と一般回線通信の場合とで異なりまず。 

本書では、インターネット通信と一般回線通信のラち「インターネット通信」について記載していまず。 
r 一般回線通信」については、取扱説明書ファクス編を参照してください。 

なにインターネット通信時に使用でさる機能と一般回線通信時に使用でをる機能の一覧をおしまず。 

参：インターネット通信のみの機能でず。 

〇:インターネット通信と一般回線通信の操作び同じ機能でず。 

A :インターネット通信と一般回線通信の操作び異なる機能でず。それぞれの編を参照して<ださい。 
▲:一般回線通信のみの機能でず。 



機能名称 

インターネット 通信時 

一般回線通信時 

基 

本 

的 

な 

使 

い 

方 

原稿について 

〇 

〇 

原稿セツトのしかた 

〇 

〇 

送信のしかた 

A 

A 

受信のしかた 

A 

A 

コピーのしかた 

〇 

〇 

ダイヤルのしかた 

— 

▲ 

電話の使い方（オプション） 

— 

▲ 

便 

利 

な 

使 

い 

方 

複数宛先送信 

〇 

〇 

プ□グラム通信 

A 

A 

ルーテイング 

〇 

〇 

通信管理レポート送信 

• 

— 

送達確認 

• 

— 

メモ U —転送 

〇 

〇 

ネツトワークスキャナー 

• 

— 

ネツトワークプ U ンター 

• 

— 

中継同報 

• 

— 

節電タイマー 

〇 

〇 

通信予約の確認-取り消し 

〇 

〇 

順;欠同報送信 

〇 

〇 

優先通信 

— 

▲ 

ポー1」ング受信 

— 

▲ 

於 

録 

の 

し 

か 

た 

メールアドレスの登録 

• 

— 

中継同報の登録 

A 

A 

プ□グラムの登録 

A 

A 

文字入力のしかた 

A 

A 

自局情報の登録 

〇 

〇 

システム登録 

〇 

〇 

ダイヤル番号の登録 

— 

▲ 


旧 





































インターネツト通信におけるミ主意点 


LAN システムとの接続による通信は、基本的に電モメールと同様で、一般回線用のファクスによる通信 
とは異なりまず。 

インターネット通信をずる上で、注意しなければならないことについて説明しまず。 

■正常に送信されましたか？ 

-インターネット通信は LAN 経由でのメールサーバーとの通信となり、直接ホ目手との通信はでさま 
せん。 

したびって、何らかの原因で送信でをなかった場合だけ、メールサーバーからエラーメールび返送 
されまず。 （ Mr 33 ページ「エラーメール」） 

•ホ目手先の場所、インターネットなどの回線の混み具合、 LAN システムの構成にちよりまずび、エ 
ラーメールび返送されるまで長い時間びかかることびありまず。 

(通常は20〜30分ぐらいと思われまず。） 

-エラーメールび何らかの原因で返送されて来ない場合ちありまず。重要な書類、緊急を要ずる書 
類、またそれに準じる書類を送信される場合には、送信後に必ず電話で確認願いまず。 

またインターネット経由の場合には秘匿性びないので、重要な書類は、一般回線のご利用をお勧め 
しまず。 

-送信ずるホ目手のメールシステムび MIME に対応していない場合、原稿をホ目手先に正しく送信ずる 
ことびでさません。また、ホ目手のメールサーバーによってはエラーメールび返送されない場合びあ 
りまず。 

-原稿枚数び多い場合やイメージデータ量び多いと、送信でをない場合びありまず。 

■読み取りモードの文字サイズ 

•読み取りモードの文字サイズは、 P 巳への送信を考慮して、お買い上げ時の設定を『ルさい』にし 
てありまず。 

この設定は、使用ずる原稿に合わせて変更ずることをでをまず。 

■インターネットメール受信 

•本機は、 PC からの電モメールを受信しまずび、受信したデータの内、英数字、ひらびな、かたか 
なと第し2水準の漢字び記録可能でず。 

-受信したフォントや文字の大ささは変更でさません。 

-受信データを全ち文字で約60析、約77行でページ印字で出力しまず。 


m 





各部の名前と働を 


正面 • ち側面図 


原稿トレイ 

送信した原稿びこの 


操作パネル （—19 ぺージ） 


補助トレイ 


送信開閉部 

原稿びつまったとをなどに開けまず。 
原稿ガイド 

原稿の幅 | i _ 合わせてセツトしまず。 
原稿台 

原稿をセツトします。 
補 S 力原稿台 



原稿長検出センサー 


用紙トレイ 
受信した原稿び 
この上に排出さ 
れます。 


用紙カセット 

A 3, 巨 4, A 4, A 4 □，巨已 D . A 已□の 
用紙びセツトでさまず。 


手差しトレイ 

A 3, 巨 4, A 4, A 4 □，巨已 □, 

A 已□の用紙、はびをび 
セツトでさます。 


受信開閉ボタン 

ボタンを巧ずと受信開閉部び開をまず。 


受信開閉部 

カート U ツジ交換のとき、用紙びつまったとき 
などに開けまず。 














回線 

〇 


外部電話機 


图励 



む 


電源スイッチ 
電源コード差し込み □ 
アース 端モ 



LAN 接続用ジャック 
(1 0巨 ASE - T /1 00巨 ASE - TX ) 
LAN ケーブ J し （10 巨 ASE - T / 

100巨 ASE - TX ケーブル）を接続 
します。カチッと音びずるまで差 
し込んでください。 （ LAN ケーブ 
ルは付属されていません。） 

[ EIA 已日 8 A CAT . 已]に準拠した 
ケーブルをご準備願いまず。 



受話器置を台コード 
差し込み口（オプション） 


内線用モジュラージャック 
回線コードを接続しまず。 


外部電話機用モジュラー 
ジャック 

外部電話機を接続しまず。 


回線用モジュラージャック 
回線コードを接続しまず。 

IP 電話を使ラ場合は、各プ 
□バイダーの VoIP 端末の 
取扱説明書を参照し、接続 
しよ9 Q 


10/100BASE-TX 

LINK 





•外線 . 





















































































各種ポタン 


の. 

を 


( 3 > 

み 


の 



曰、時刻、宛先、電話番号、装置の状態など 
を表术しまず。 

フアンクシヨン1ボタン 


各種の機能を還ぶとさや、登録ずるときに巧 
0 しまず。 


電話帳 I ボタン （ < 28ページ) 
電話帳検索ずるとさに巧しまず。 


再ダイヤル/ポーズ I ボタン 

再ダイヤルするとき、または、番号の間に空 
白時間を入れるとさに巧しまず。 


⑤ 「短縮 1ボタン （ 22ぺージ） 
短縮ダイヤルするとをに巧しまず。 


トーン I ボタン 

回転ダイヤ j し式回線でプッシュホン信号を使 
いたいとをに巧しまず。 


了ソキー んタン 

ダイヤルするとをや、各種の機能を還ぶとを 
0に巧しまず。 

L 回転記録 I ボタン 

回転記録の設定を手動で切り替えるとさに 
巧しまず。 


メモ U- I ボタン 

原稿をメモ U —に読み込んでから送信ずると 
さにランプを点灯させまず。 


[]農度 I ボタン 

原稿の濃さに合わせて選びまず。 

0 I 文字サイズ I ボタン 

原稿の文字の大ささに合わせて選びまず。 


ハーフ I -ー ン I ボタン 

八ーフ I -ーンを還ぶとさに巧しまず。 


済スタンプ I ボタン 
済スタンプを選ぶときに巧しまず。 


I インターネット] ボタン （—•20 ぺ ージ） 

® インターネットと一般回線を切り替えるとを 
に巧しまず。 


スキ ヤナー] ボタン（ I ••已3 ぺ ージ） 
スキャナーとしてご利用ずるとをに巧しまず。 


IPFAX A 3 巧信 ] ボタン （—* 30ぺージ） 
の LAN で送信ずる原稿サイズを切り替えまず。 

IF コード I ボタン 

F コード（サブアドレス）を入力ずるとさに巧 
しまず。また、 F コード通信をずるとさに巧し 
まず。 （ Mr 取扱説明書ファクス編を参照して 
<ださい） 


I ワンタッチダイヤル I ボタン （ l «•24 ページ) 

ワンタッチダイヤルずるときに巧しまず。 

边）また、プ□グラムに登録した通信をずるとき 
に巧しまず。メールアドレスや宛先名を入力 


ずるとさに巧しまず。 
ク U アー I ボタン 


③契:した文きや数き補正ずるときに巧しま 


セット I ボタン 

選択した内容を確定ずるときに巧しまず。 


ストップ I ボタン 

送信やコピー、登録などを途中でやめるとき、 
または、アラーム音を止めるとさに巧しまず。 


⑩I コピ ー] ボタン 

コピーずるとさに巧しまず。 


スタート I ボタン 

ファクスの送信や受信をずるとをに巧しまず。 


: ——7^ • 短縮ダイヤルの宛先名や、自局情報の登録などの文字入力をずるとさは、中にはさ 
ず御っな まれている宛先シートを取り外して、宛先シートの下にある文字シートを使って入 

力します。 





















































































































LAN を使って送信する 


直接ダイヤルで送る 



図のよラに原稿をセツトずる 

-原稿に合わせて、読み取りモードを設定 
でさまず。（ I ••取扱説明書ファクス編を 
参照して < ださい） 


7ち1日（金）17:15 00% 
通信とコピーができます 
原稿がセットされています 


|OF5 ■ 

インターネット 


] を巧して、メールアド 
レスを入力ずる（最大巨0巧） 

-ワンタッチボタンとテンキーから英数字 
を入力して< ださい。 


メモリー送イ言 

宛先数: 0000 

abc@panasonic.com_ 


インタ-ネット 



を押ず 

-^ールアドレスの再入力を促す六ッ t 一 
ジが表示されます。 

再度入力してください 

インタ-ネット 



ちう一度メールアドレスを入力して、 
を押ず 

-宛先確認のメッセージび表示されまず。 

-手順2とメールアドレスび一致しない場 
合は、手順2に戻りまず。 




• 宛先確認をした場合だけ送信でをまず。 



C つが甲ず 


• 原稿の読み取りび開始されまず。 




































巧紀らだ 


参お買い上げ時の設定では、誤って別のホ目手に送信ずるなどの誤送信を防止ずるため、 
常にメールアドレスの再入力（ダイヤル再入力）、および宛先確認をしてから送信ず 
るように設定されていまず。 （ ifse ぺージ） 

• システム登録の「13日直接ダイヤル制限」（■••取扱説明書ファクス編）び"あり" 
に設定されている場合、直接ダイヤルを禁止でさまず。 

♦システム登録の「137直接ダイヤル再入力」（■■•取扱説明書ファクス編）び"な 
し"に設定されている場合、手順3のメールアドレスの再入力画面は表示されませ 
ん。 

• 宛先をまちびえたときは、是^を巧して再指定してください。 

参送信を途中でやめるときは、0を巧したあとに [1] (はい）を巧してください。 

参正常に送信でさなかった場合は、 メールサーバーからエラーメールび 返信されまず。 
(••33ページ） 

♦システム登録の「14已 FROM 選択機能」び"あり"のときは手順6で&を巧し 
たあと、 FROM 選択画面になりまず。 

FROM (発信元）遇お後&を巧ずと、原稿の読み取りび開始されまず。お買い上 
げ時の設定は"なし"になっていまず。 （<42 ぺージ） 






短縮ダイヤルで送る 


あ日かじめメールアドレスを短縮ダイヤルに登録 
しておいてください （ — 74 ページ)。短縮ダイ 
ヤルは000〜日日日までの任意の] 000か所 
( UF - A 700 は200か所）をお使いになれまず。 




図のよラに原稿をセツトする 

-原稿に合わせて、読み取りモードを設定 
でをまず。（ I ••取扱説明書ファクス編を 
参照して < ださい） 


7巧1日（を）17:1日00% 
通信とコピーができます 
原稿がセツトされています 



を押ず 


メモリー送信 

宛先数: 0000 

お縮：_ 

(3 お） 


9 短縮番号(000〜999)を選ぶ 

J -テンキーボタンで短縮番号を選びまず。 
例：「001」 


メモリー送信 宛先数： 0001 

Panasonic 

短縮： 0 01 (3 お） 


4 & を押ず 

-宛先確認のメッセージび表示されまず。 


メモリー送信 宛先数： 0001 
V 、 A で宛先を確認して 
.スタートを押して〈ださい 

©またはので宛先を確認ずる 


メモリー送信 

宛先数: 0001 

P a n a S 0 n 

C 

短縮： 001(3 巧） 

1 

r 

メモリー送信 

宛先数： 0001 

宛先間違いはありませんか？ 

はい：スタ-卜 

いいえ：クリア- 


-宛先確認をした場合だけ送信できまず。 

を押ず 

-原稿の読み取りび開始されまず。 

-読み取りび終了した原稿から送信び開始 
されます。 




メモリー通信 

受付 No.OOl 

蓄積頁： 01 

01% 

P a n a S 0 n 

c 


22 
































: rrrzTr " 参お買い上げ時の設定では、誤って別のホ目手に送信ずるなどの誤送信を防止ずるため, 
る巧っづ 常に宛先確認をしてか日送信ずるように設定されていまず。（■■•取扱説明書ファク 

ス編を参照して < ださい） 

• 宛先をまちびえたとさは、©を巧して < ださい。 

参送信を途中でやめるときは、を巧したあとに [1] (はい）を巧してください。 

• 正常に送信でをなかった場合は、 メールサーバーからエラーメールび 返信されまず。 
(•33ページ） 

♦システム登録の「14已 FROM 選択機能」び"あり"のとをは手順6で&を巧し 
たあと、 FROM 選択画面になりまず。 

FROM (発信元）還お後 (2^ を巧ずと、原稿の読み取りび開始されまず。 
お買い上げ時の設定は"なし"になっていまず。（1«*42ぺージ） 





ワンタッチダイヤルで送る 




図のよラに原稿をセツトする 

-原稿に合わせて、読み取りモードを設定 
でをまず。（ I ••取扱説明書ファクス編を 
参照して < ださい） 


7巧1日（を）17:1日00% 
通信とコピーができます 
原稿がセットされています 


つワンタッチボタン （01 〜已0、 
ム F 1 〜 F 10) を巧ず 


メモリー送信 宛先数: 0001 

東を本社 
ワンタッチ： 01 



&を押ず 

• 宛先確認のメッセージび表示されまず。 


メモリー送信 宛先数： 0001 

V 、 A で宛先を確認して 
スタートを巧して〈ださい 



©またはので宛先を確認ずる 


メモリー送信 
東京本な 
ワンタッチ：0 

宛先数: 0001 

1 



メモリー送信 

宛先数： 0001 

宛先間違いはありませんか？ 

はい： スタート 

いいえ：クリア- 


• 宛先確認をした場合だけ送信でをまず。 




を押ず 


• 原稿の読み取りび開始されまず。 

• 読み取りび終了した原稿から送信び開始 
されます。 


メモリー通信 

受付 No.OOl 

蓄積頁： 01 

01% 

東京本社 



施らだ 


参お買い上げ時の設定では、誤って別の相手に送信ずるなどの誤送信を防止ずるため, 
常に宛先確認をしてから送信ずるよラに設定されていまず。（ I ••取扱説明書ファク 
ス編を参照して < ださい） 

• 宛先をまちびえたとさは、©)を巧して < ださい。 

参送信を途中でやめるときは、©を巧したあとに [1] (はい）を巧してください。 


参正常に送信でさなかった場合は、 メールサーバーからエラーメールび 返信されまず。 
( — 33 ページ） 
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参フアンクシヨン登録ボタン [ F 1] 〜 [ F 10] にメールアドレスを登録して 

(If 72ページ）おけば、ワンタッチボタンと同じようにして送ることびできまず。 
• 複数の宛先び登録されているワンタッチボタン+&を選ぶと、自動的に順次同報 
送信を始めます。 

♦システム登録の「14已 FROM 選択機能」び"あり"のときは手順已でを巧し 
たあと、 FROM 選択画面になりまず。 

FROM (発信元）還お後 (2? を巧ずと、原稿の読み取りび開始されまず。 
お買い上げ時の設定は"なし"になっていまず。 （■••42 ぺージ） 



メールアドレスを自動検索 
して送る 



あらかじめ短縮ダイヤルやワンタッチダイヤルに 
メールアドレスを登録しておけば、メールアドレス 
を最後まで入力しなくてち、入力の途中で目的の 
メールアドレスを検索して送信することびできます。 

7 原稿をセットずる 

J •原稿に合わせて、読み取りモードを設定 

でさまず。（ I ••取扱説明書ファクス編を 
参照して < ださい） 


3 


7月1日（金）17:15 00% 
通信とコピーができます 
原稿がセットされています 


lOFS 

インターネット 


1 を押ず 


メモリー送イ言 

宛先数: 0000 


インタ-ネット 


検索ずるメールアドレスを 
入力ずる（最大20巧） 


ワンタッチボタンとテンキーから英数字 
を入力してください。 

入力された文字と一致する短縮ダイヤル 
またはワンタッチダイヤルに登録された 
宛先び下段に表示されまず。 


メモリー送信 
abc_ 

宛先数: 0000 

abc@panafax.com 

インタ-ネット 


J 宛先を選ぶ 

T • @または ( 2 ) を巧して、宛先を選びます。 


メモリー送イ言 

宛先数: 0000 

abc_ 

abc@panafax.com 

イントネット 


5 


目的の候補び検索されたら 
I を押ず 



メールアドレスの再入力を促ずメッセー 
ジび表示されまず。 


再度入力してください 

イン；トネット 


四 




































ちう一度メールアドレスを入力して、 
を押ず 

-宛先確認のメッセージび表示されまず。 

-手順2とメールアドレスび一致しない場 
合は、手順2に戻りまず。 





• 宛先確認をした場合だけ送信できまず。 




を巧ず 


• 宛先確認をした場合だけ送信でをまず 
• 原稿の読み取りび開始されまず。 

’読み取りび終了した原稿か日送信び開始されます。 


• お買い上げ時の設定では、誤って別の相手に送信ずるなどの誤送信を防止ずるため， 
常に宛先確認をしてか b 送信ずるよラに設定されていまず。（ I ••取扱説明書ファク 
ス編を参照して < ださい） 

• 手順3で自動宛先検索を解除ずるとさは、ちラー度に;^を巧してください。 

• 宛先をまちびえたとさは、 ^^^ を巧して再指定してください。 

♦送信を途中でやめるときは、©)を巧したあとに [1] (はい）を巧してください。 

参正常に送信でさなかった場合は、メールサーバーか日エラーメールび返信されまず。 
(•33ページ） 

• 自動宛先検索機能は、短縮ダイヤル-ワンタッチダイヤルから宛先を検索しまずの 
で、あらかじめ短縮ダイヤル-ワンタッチダイヤルの登録を行ってからご使用くだ 
さい。 

• 入力文字び20文字を越えると、自動宛先検索機能は解除されまず。 

• 自動宛先検索機能により下段に宛先を表示中に 、 I I または&を巧しまずと下 

段表示中の短縮ダイヤル-ワンタッチダイヤルを指定したとさと同様の通信となり 


ます。 


目的のメールアドレスびない場合は、メールアドレスを直接指定してください。 
ダイヤル中や通信中でち、次の通信を予約でさまず。手順1か b の操作をしてくだ 

システム登録の「14已 FROM 選択機制び"あり"のときは手順8で&を巧し 


たあと、 FROM 還お画面になりまず。 

FROM (発信元）遇お後&を巧ずと、原稿の読み取りび開始されまず。 


お買い上げ時の設定は"なし"になっていまず。（|«*42ぺージ) 














電話帳ダイヤルで送る 



ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに登録 
(■••72, 74ページ）してある宛先を電話帳ボタ 
ンを使い、宛先名で探してダイヤルでをまず。 



図のよラに原稿をセツトする 

-原稿に合わせて、読み取りモードを設定 
でさます。 （ MT 取扱説明書ファクス編を 
参照して < ださい） 


7巧1日（を）17:15 00% 
通信とコピーができます 
原稿がセツトされています 



^を巧ず 

* 電話帳 * 

檢索文字（あ〜わ）を指定して 
ください 


:? 検索文字を選ぶ 

一 I -フアン クシ ヨン 登録ボタンとワンタッチ 

ボタンを使って検索文字を選びまず。 
•フアン クシ ヨン F ] 〜 F 10 : あ〜こ 

ワンタッチ 0] 〜38 :さ〜ん 


[と] 

短縮： 012 

宛を名：まかち店 




@のを押して宛先を選ぶ 

例：「東京本社」 


[と] ワンタッチ： 01 

宛先名；東を本社 



みを押ず 

• 宛先確認のメッセージび表示されまず。 


メモリー送信 宛先数： 0001 

V 、八で宛先を確認して 
スタートを巧して〈ださい 



©またはので宛統確認し、 



紳ず 


メモリー送信 
東京本杜 
ワンタッチ：0 

宛先数: 0001 

1 



メモリー送信 

宛先数： 0001 

宛先間違いはありませんか？ 

はい：スタ-卜 

いいえ： クリア- 


• 宛先確認をした場合だけ送信でをまず 
• 原稿の読み取りび開始されまず。 

' 読み取りび終了した原稿か b 送信び開始されます。 
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'：^ zrzr ^ 参お買い上げ時の設定では、誤って別のホ目手に送信ずるなどの誤送信を防止ずるため, 
み巧っづ 常に宛先確認をしてか b 送信ずるよラに設定されていまず。（ I ••取扱説明書ファク 

ス編を参照して < ださい） 

• 宛先をまちびえたとをは、©を巧して < ださい。 

参 送信を途中でやめるときは、 fe ) を巧したあとに [1] (はい）を巧してください。 

参 システム登録の「14已 FROM 選択機能」び"あり"のとさは手順6で&を巧し 
たあと、 FROM 還お画面になりまず。 

FROM (発信元）遇お後&を巧ずと、原稿の読み取りび開始されまず。 
お買い上げ時の設定は"なし"になっていまず。（■••42ページ） 







A3 送信 


1 ボタンについて 




LAN で A 3 原稿、日4原稿を送る場合、あ日かじめ巧手の能力をミ夫定して、送信原稿サイズをミ夫めて 
お < 必要びあ0まず。 


OF7 

IPFAX A3 を信 


ボタン、システム登録「141 LAN 縮ル送信」の設定によって、下の表のよラに動作しま 


す。 


IPFAX A3 ち信 


ボタン LED 点な：読み取った原稿を等倍で送信しまず。 

LED 消な： A 3 原稿は日4じ(下に縮ルして送信しまず。 

また、システム登録「141 LAN 縮ル送信」の設定に従って縮ル 
して送信します。 



送信原稿サイズ 


IPFAX A 3 送信ボタン 

IPFAX A 3 送信ボタン LED 消な時 

原稿サイズ 

LED 点な時 

システム登録 
「141 LAN 縮ル送信」 
"なし"設定時 

システム登録 
r 141 LAN 縮ル送信」 
"あり"設定時 

A 3 

A 3 

巨4 

A 4 

巨4 

巨4 

巨4 

A 4 

A 4 

A 4 

A 4 

A 4 


巧钮ろだ 


♦ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤ j レのみで宛先指定の場合、 


IPFAX A3 る信 


ボタンの LED 


の点な/消巧に関係なく、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに r 送信時 A 3-* 

巨4に縮ルずる」び登録されている場合は、上の表で IPFAX A 3 送信ボタン LED 
消な時と同様に動作しまず。 

I 直接ダイヤルを含むワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルによる複数宛先指定で 
ち、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに1宛先でち r 送信時 A 3-* 日4に 
縮ルずる」び登録されていた場合は、に'™。** I ボタンの LED の点な/消巧に関係 


なく、上の表で IPFAX A 3 送信ボタンに D 消打時と同様に動作しまず。 
♦システム登録「141 LAN 縮ル送信」の初期設定は"なし"でず。 
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転送信について 



A4 原稿を「-□」方向へセットしたとき、読み取った画像を90°回転して送信し、ホ目手の A4 用 
紙に等倍送信しまず。 


1 システム登録を選ぶ 

•フ7 るシ ョンの @ 

2 管理をパスワードを入力し、^:^を 
巧ず 

管埋者パスワード 
パスワードを指をしてください 

システムの登録 （001-176) 

No . = _ (3 巧） 




J 回お送信の設定を選ぶ 


⑩ © ⑥ 


セ、. 


4 回転送信を有効にずる 5 

■ 0L^ 



を押ず 


待機状態に戻りまず。 


078回転送信 

設定：1 

1.なし 

2. あり 


回転送信をしない場合 


ウラ向をにして 
原稿台挿入 


A 4 原稿 



相手： A 4 用紙 


70%に縮ルして送信 


A 


(最大 A4 サイズ、および 
回転受信機能びない場合の例でず。) 


回転送信をち効にした場合 


ウラ向さにして 
原稿台|1_挿入 


A4 原稿 



相手： A4 用紙 


90°自動回転して送信 



♦回転送信は、メモ U- 送信（メモ U- ランプび点な）のときにご利用できまず。 
cBxq^ti： 参お買い上げ時の設定では、システム登録の「078回転送信」は"あり"になって 
— いまず。 

♦インターネット指定をずると、メモ U —キーによる切り替えはでをません。 

(点の■のみ） 



























メモ IJ 一がいっぱいになると 




メモリー蓄積中にメモ U —びいっぱいになった場合は、次のどちらかの操作をしてください。 

•1 :実行で、完全に蓄積されたページまでを送信しまず。残りの原稿を送信し直してください。 
参2 :中止で動作を中止し、メモ U —の内容の消去を行いまず。 


アラー ムが鳴る 


メモリーが一杯じなりました 
動作を指まして〈ださい 
1:実行 2:中止 



©または这)を押ず 


； — r " ♦! ページ目でメモ U —びいっぱいになったとをや、メモ U —びいっぱいになった最 
dS ' gOpti ： 後の原稿は送信ずることはでさません。 

一〜 ♦取り消しの選択画面び表示されてか日、約1分、何ち操作しないと、自動的にメ 
モ U —の内容び宛先に送信されまず。 



送信などをしたとを、宛先や通信結果をレポートにしてプ U ントでさまず。 

参システム登録の「012通信結果レポート」を設定ずれば、レポートのプ U ント方法を選択でさま 
ず。 


( M * 取扱説明書フアクス編を参照して<ださい) 



発信元情報について ) 

送信したとを、発信元に登録 （ MT 取扱説明書ファクス編を参照してください）された会社名や部署 
名を通信時刻などと一緒に相手の用紙の先端にプ U ントでさまず。 

LAN への複数宛先送信 （■•*3 日ページ）では、宛先欄は空白になりまず。 

相手用紙のプリント例 


'11 年07が旧厳17時15分巧先:東京村 i 様 発信:福岡柿 R :204 P . 0 1/01 
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リ^リングリストを使^ ’ 

複数の巧手メールアドレスを指定ずるかわりに、あらかじめメールサーバーに登録されたメーリング 
U ストを利用ずると、1回の操作で、簡単に複数宛先送信びでさまず。 

ワンタッチダイヤルなど、各種の方法により宛先を指定でさまず。 

参直接ダイヤル （「 LAN を使って送信ずる」—20ぺージ） 

♦ワンタッチダイヤル（|«*24ページ） 

♦短縮ダイヤル（1«*22ページ） 

♦電話帳ダイヤル （ less ページ） 

メー U ング U ストのご利用については、システム管理者とよくご相談のラえご使用ください。 


C エラーメール ;> 

インターネットファクス通信では、サーバーへ正常に送信び完了していてち、ホ目手先へ正常に送れな 
かった場合にメールサーバーか b エラーメールび返信されてさまず。メールサーバーか b の情報とし 
てテキストと1枚目の画情報びプ U ントされまず。 

〈エラーメールのプ U ント例〉（電モメールアドレスび正しくない場合） 
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メールアドレスを組み合わ 
せて送る 

(ワンタッチチェーン） 


ワンタッチチェーンを使えば、ワンタッチボタン 
の41〜49に登録したメールアドレスを組み合 
わせてお使いになることびでをまず。 

参あらかじめワンタッチボタン （41 〜 49) に 
ワンタッチチェーン用のメールアドレスを登 
録してください。 （■••72 ページ） 


例：「ワンタッチボタン41」に登録され 
てし、る 「© Panasonic . 巳 om 」 と直接 
入力するメールアドレス 「 panaOl 」 
を組み合わせてお使いになる場合。 



図のよラに原稿をセツトずる 

-原稿に合わせて、読み取りモードを設定 
でさまず。（ I ••取扱説明書ファクス編を 
参照して < ださい） 


7月1日（金）17:15 00% 
通信とコピーができます 
原稿がセツトされています 



に三立を巧しメールアドレス 
を入力ずる 


メモリー送イ言 

宛先数: 0000 

panaO し 

イントネット 


J 組み合わせるワンタッチボタンを 

J 巧す 

例：ワンタッチチェーンとずるメールア 
ドレスび登録されている「ワンタッチ 
ボタン41」を巧ず 


メモリー送信 巧先数： 0000 

panaOl © panasonic.com 

インタ-ネット 




を押ず 


メールアドレスの再入力を促ずメッセー 
ジび表示されまず。 


再度入力してください 

イン；トネット 





























ちう一度メールアドレスを入力して、 
を押ず 

-宛先確認のメッセージび表示されまず。 

-手順2とメールアドレスび一致しない場 
合は、手順2に戻りまず。 





• 宛先確認をした場合だけ送信でをまず。 




を巧ず 


• 宛先確認をした場合だけ送信できまず 
• 原稿の読み取りび開始されまず。 

’読み取りび終了した原稿か b 送信び開始されます。 


巧紀ろだ 


参途中でやめるとさは0を巧して<ださい。 

参システム登録の「14已 FROM 選択機制び"あり"のときは手順4で&を巧し 
たあと、 FROM 還お画面になりまず。 


FROM (発信元）遇お後&を巧ずと、原稿の読み取りび開始されまず。 
お買い上げ時の設定は"なし"になっていまず。 （■•*42 ページ） 
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ダイヤル再入力と巧巧確認 
のしかた 


お買い上げ時、システム登録は次のよラに設定され 
ています。これ日の機能によって、誤って別の巧手 
に送信ずるなどの誤送信を防止でをまず。 

-システム登録の。37直接ダイヤル再入力」 
"あり"に設定されてしほず。直接ダイヤルを利用 
すると、メールアドレスの再入力画面び表示され 
9 〇 

•システム登録のリ2已宛先確認」 

。あり。に設定されていまず。ずべての宛先の確認 
び終了ずると、送信び開始されまず。 

-システム登録のリ17複数宛先指定」 

"なじ’に設定されてし)ます。複数宛先に送信する場 
合は、"あり"に変更してください。 

グループダイヤルは、「117複数宛先指定」び 
"あり"に設定されている場合にだけ指定できま 
ず。"なし"に設定されている場合は、手順2で 
I 化-パけん I を巧ずと、次のメッセージび表示され 
まず。 


複数巧先の選択はできません 



図のよラに原稿をセツトする 

-原稿に合わせて、画質を選ぶとさ。 

( — 28 ページ） 


7月1日（を）17:15 00% 
通信とコピーができます 
原稿がセツトされています 


• 手順4で、 GS の代わりに 
と^を巧ずと、複数の宛先 
を設定でをまず。 

( — 38 ページ） 

参システム登録の「0日1宛先 
確定」び"あり"に設定さ 
れている場合は、短縮ダイ 
ヤル、ワンタッチダイヤル 
を連続して指定でさません。 

を巧してから次の宛 
先を指定して < ださい。 



宛先を指定ずる 

• r 直接ダイヤルワンタッチダイヤル7厂短縮ダイヤル/と電話很ダイヤル/ 
グループダイヤル/左、イブリットダイヤル_/| 

(■••so ページ〜28ページ） 

-システム登録の n 17複数宛先指定」 

び"あり"に設定されている場合に、最 
大1020宛先まで （ UF - A 700 は最大 
220宛先まで）指定で定ます。「複数宛先 
の指定のしかた（順な同報迸言)」(1«*38ページ) 




を押ず 


直接ダイヤルで指定した場合は、メール 
アドレスの再入力を促ずメッセージび表 
示されまず。 


再を入力してください 

イントネブト 
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直接ダイヤルの場合は、ちう一度ダイ 


ヤルして、 



を巧ず 


• 宛先確認のメッセージび表示されまず。 


手順2とメールアドレスび一致しない場 
合は、手順2に戻りまず。 


巧かが 


• 手順已で、宛先に誤0びあ 
る場合は、次の手順で訂正し 
まず。 


1. @ @ボタンで宛先を表 
示ずる 


2. 声^を巧ず 

3. 宛先を再指定ずる 



メモリー送信 宛先数： 0001 

V 、八で宛先を確認して 
スタートを押してください 


公)またはのでずベての宛先を 
確認ずる 


メモリー送信 宛先数： 0001 

abc @ panasonic.com 

インタ-ネット 


メモリー送信 

宛先数： 0001 

宛先間違いはありませんか？ 

はい：スタ-卜 

いいえ： クリア- 


• 宛先確認をした場合だけ送信できまず。 



G -) を押ず 


• 原稿の読み取りび開始されまず。 

• 読み取りび終了した原稿から送信び開始 
されます。 











複数宛先の指定のしかた^ ^ 

( 順次同報送信) 

インターネット FAX 宛先は直接ダイヤルで20か所、短縮ダイヤル-ワンタッチボタンのラちで200か所の計 
220か所まで指定でをます。複数宛先を指定するには、システム登録の「117複数宛先指定」び"あり"に設 
定されている必要びあります（お買い上げ時は、"なじ’に設定されています)。 

♦直接ダィャルで選ぶ^固先の電話番号1 [再入力]+1 セ'ント」 一次の宛先を選べる 


♦短縮ダイヤルで選ぶ^^^^1+ 晴定ずる短縮番号1 ^次の宛先を選べる 

参ワンタッチボタン•ファンクシヨン登録ボタンで遇ぶ 

一指定するワンタッチボタン-ファンクシヨン登録ボタンを巧ず-»次の宛先を選べる 

♦電話帳ボタンで遇ぶ 

—*■ Q -►検索文字を選ぶ+宛先を表术させる+ 1 t ン 一次の宛先を選べる 
♦八イブ U ッドダイヤ j しで還ぶ 

一I八イブ U ッドダイヤルI +1組み合わせる短縮ボタンまたはワンタツチボタン 


]+ [再入力]+|_セツト1一次の宛先を還べる 


例： rabc@panasoni 巳. com」 「ワンタッチボタン01」「短縮ダイヤル001を指定ずる。 


1 原稿をセット 2 で ン，-ネット I を押し、メールア 3 I セット I を押す 

する ドレスを入力ずる 


メモリー送信 宛先数： 0000 


再度入力してください 

abc @ mgcs . mei . co . jp _ 


_ 

インタ-ネット 


イバ-ネット 


4 辟品 ァドレスを入力して、 夕 a を押す 


メモリー送信 宛先数： 0001 

宛先を追加してください 

又は_スター_卜で通信します_ 


メモリー送信 宛先数： 0002 

ま京本社 
ワンタッチ：01 


6 , セット J を押ず /居短縮.⑩近)のを 8 I セット J 对甲ず 


押ず 


メモリー送信 宛先数: 0002 

宛先を追加してください 
又はスタートで通信します 

メモリー送信 宛を数： 0003 

Panasonic 

短縮： 0 01 (3 巧） 

メモリー送信 宛先数: 0003 

宛先を追加してください 
又はスタートで通信します 




夕 

が押ず 

yO ® または@で、すべての 
巧巧を確認する 

パ A を押ず 

-原稿を読み取り、送 
信び開始されまず。 

メモリー送信 宛先数： 0003 

V 、八で宛をを確認して 
スタートを押してくださし、 

メモリー送信 宛先数： 0003 

宛を間違いはありませんか？ 

はし、：が-卜 いいえ：クリア- 
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丢ぉら♦複数宛先指定の途中で G) G) ボタンを巧ずと、指定した宛先の確認びでをまず。 

一、 参まちびった宛先を指定したとさは、 G)® ボタンで宛先を表おさせてから 
声^を巧して < ださい。 

参システム登録の「136直接ダイヤル制限」び"あり"に設定されている場合、直 
接ダイヤルは利用でさません。 

参お買い上げ時は、システム登録の「12已宛先確認」び’’あり"に設定されていま 
す。ずべての宛先の確認び終了ずると、送信び開始されまず。 

参お買い上げ時は、システム登録の「137直接ダイヤル再入力」び"あり"に設定 
されています。直接ダイヤルを利用ずると、メールアドレスの再入力画面び表おさ 
れまず。 

参システム登録の「091宛先確定」び"あり"に設定されている場合は、短縮ダイ 
ヤル、ワンタッチダイヤルを連続して指定でさません。^^を巧してから次の宛 
先を指定して < ださい。 









■ もんが 

f E メールヘッダー 5056 指定をする 

E メールヘッダーの指定をずるときに、 C 巳 (Carbon Copy) と巨 CC (Blind Carbon Copy ) の指定 
びできまず。 CC/ 巨 CC の入力をずるにはシステム登録の「168 CC/ 巨 CC 宛先」、および「117複数宛 
先指定」を"あり"にしまず（お買い上げ時は、どちらち"なし"に設定されていまず）。 

(MT 取扱説明書ファクス編および114ページ） 


1 原稿をセットずる 

-原稿に合わせて、読み取りモード 
を設定でさまず。 （1 ■•取扱説明書 
ファクス編を参照してください） 

2 宛先を選ぶ 

• /ワンタッ于ダイヤル//短縮ダイヤル/ /直をダイヤル//電話枢ダイヤル/ 

. ワンタッチダイヤル （01 〜已0)、短縮ダ 
イヤル（000〜日日日)、直接ダイヤル、 
電話帳ボタンで宛先を指定しまず。 

例： r 短縮001」 

7 月 1 日（金） 17:15 00% 

通信とコピーができます 
原稿がセットされています 

メモリー送信 宛先数: 0001 

搬務 

短縮： 0 01 (3 做 




3 1 セツ ト 1 を押ず 

4 を押ず 

5 @ または@を押して宛 
巧を確認ずる 

. 巧先を剧□する場合は、剧口 
する宛先を指定して^^を 
押し、手順4に進みます。 


メモリー送信 宛先数: 0001 

宛先を追加して〈ださい 
又はスタートで通信します 

メモリー送信 宛先数: 0001 

V 、 八で宛先を確認して 
スタートを押してください 

メモリー送信 宛先数： 0001 

宛先間違いはありませんか？ 

はい：スタ-卜/セットいいえ：クリア- 





6 I セツ ト I を押ず 

7 CC 宛先を指定して 

I セツト I を押ず 

•巳巳 宛先を追加ずる場合 
は、 追加ずる C 巳 宛先を 
指定して 产^を 巧し、 

手順8 に 進みまず。 

8 I セツト I を押ず 

メモリー送信 宛先数： 0001 

CC 宛先を追加してください 
又はスタートで通信します 


メモリー送信 宛を数： 0002 

CC 宛先を追加してください 
又はスタートで通信します 

メモリー送信 宛先数： 0002 

V 、八で宛先を確認して 
スタートを押してください 


9 (2) または@を押して宛 
巧を確認ずる 

10 \セント 1 を押ず 

BCC 宛巧を指定して 

1 セツト 1 を押ず 

- BCC 宛先を追加する場合 
は、追加する BCC 宛先を 
指定して^^を巧し、 

手順12に進みます。 

メモリー送信 宛先数： 0002 

宛を間違いはありませんか？ 

はい：スタ- 卜 /セットいいえ：クリア- 

メモリー送信 宛先数： 0002 

BCC 宛先を追加してください 
又はスタートで通信します 

メモリー送信 宛先数： 0003 

BCC 宛先を追加してください 
又はスタートで通信します 




72| セツ ト I を押ず 7^® または这)を押し 14 

て宛先を確認する 



を押ず 


原稿の読み取 D び開始され 
よ9 0 


メモリー送信 宛先数： 0003 

V 、八で宛先を確認して 
スター トを押してくださし、 


メモリー送信 宛先数： 0003 

宛を間違いはありませんか？ 

はい：スタ-卜/セットいいえ：クリア¬ 


- 自動的に送信が始まります。 
-送が終わると、待機状態 
に戻ります。 
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るから e 


参送信を途中でやめるときは、(©を巧したあとに [1] (はい）を巧してください。 

• 宛先指定は CC/BCC ち含め、直接ダイヤル20か所、短縮ダイヤル-ワンタッチ 
ダイヤルのラちで200か所の計220か所まで指定でをまず。 

♦手順5、9で&を巧ずと、それまでに指定した宛先で原稿の読み取0び開始され 
ます。 




■ もんが 

a from 選択機能の登録 

システム登録「14已 FROM 選択機能」を"あり"にずると、メール送信時に、発信元やメールの 
From 欄の内容を選ぶことびできまず。お買い上げ時の設定は"なし"になっていまず。 

24個（ N 0.01〜 N0.24)の名称とアドレスを登録できまず。 


ファンろション©曲 

を押ず 


七义 I 


ム 管理ちパスワードを入 
力し、^を押ず 


の ®⑤I 


セツ 


；] を巧す 


管巧者パスワード 
パスワードを指をしてください 


システムの登録 

(001-176) 

No . =— 

(3 做 


145 FROM 選が磯能設定： 
1.なし 2 .あり 


4 0^^ 


] を巧ず 


5 @を巧ず 


145 FROM 選が機能 
番号入力または V 、八 
を入力してください 


No . 01 

名称を登録してください 


6 名称を登録ずる 7 L セット I を押ず 

-最大20文字まで登録でをまず。 

-名称を入れます。（ I ••取扱説明書ファクス 
編を参照して < ださい） 

-名称入力は r 文きシート」を使ってください。 


松下太郎 


No . 01 

入カモード：かな漢 


アドレスを指定してください 

■ 


- 


8 アドレスを指定ずる 

. ワンタッチダイヤルやテンキーから英数字 
を入力して< ださい。 

-最大60巧まで登録でをます。 

9 を押ず 

続けて登録びでをまず。 

手順3からの操作を繰り返しまず。 

No . 01 1 

アドレスを指定してください 

Taro @ pana . co . jp _ 

N 0.0 2 

名称を登録してください 




巧を)ろけ 


• 登録を途中でやめるとさはを巧してください。 


42 
































Jf 受信のしかた 


LAN 内の PC およびインターネットフアクスか日の受信については、自動的にプ U ントされて受信トレ 
イに排出されまず。受信ずるための設定はありません。ただし、 POP サーバーに接続してインターネッ 
トフアクスをご利用の場合は、 POP 関連の設定び必要になりまず。 （■••44 ぺージ） 

インターネットフアクスは原稿じ(外に電モメールも受信できまず。 

電モメールを PC で見る場合の操作については、お使いのメールソフトやビューアーソフトの取扱説明 
書をご覧 < ださい。 



ソフトウエアの 
ウン□ードについて 



TIFF ビューアー、 TIFF コンバーター、プ U ンタードライバー 、 Panaf ax デスクトップ、ファクス受 
信ソフトびじ(下のホームページか b ダウン□ー ドでをまず。 

-ホームぺーシ http://panasoni 巳' biz / do 巳/ fax / download / index'html 


参 TIFF ビューアー、 TIFF コンバーターのインス!-ールは上記ホームページの取扱説明書を参照して 
行ってください。 

参プ U ンタードライバー、 Panafax デスクトップ、ファクス受信ソフトのインス!ルは、 Web サ 
イトに PDF お式でオンラインヘルプ化されている『取扱説明書ソフトウェア編』を参照してくだ 
さい。 

♦インス I -ール後の動作に関しましては、お客様の責任の下お取0扱いいただをまずよラお願いいた 
します。当社では、このソフトウェアについての動作保証、インス!-ール後の二次的損害に関して 
は一切その責任を負いかねまずのであらかじめご了承<ださい。 











POP サーバーに接続してご利用されている場合には、じ(下の方法で受信でをまず。 

(お使いの機器び POP サーバーに接続されているかどラかは、システム管理者の方にお尋ねください) 


POP による受信の設定 


システム登録の「14日 POP 取得間隔」「147 POP 自動受信」「148 POP 受信後削除」「149 POP 
エラー時削除」を設定しまず。 

「14日 POP 取得間隔」 ： POP サーノ（一に受信メールの問い合わせを行う間隔の〜60分）を 

設定しまず。 （0 分の時は自動で問い合わせは行いません。） 

「147 POP 自動受信」 ： POP サーバー自動問い合わせで受信メールびある場合、メールを受信 

し、プ U ントしまず。 

"なし"の場合は、ディスプレイに受信メールの件数のみを表おしま 
す。 

「148 POP 受信後削除」:メール受信後、サーバーからメールを削除ずる-しないを設定しまず。 
「14日 POP エラー時削除」：プ U ントできない添付ファイルを受信した場合、サーバーか b メール 

を削除ずる-しないを設定しまず。 


1 フ 7 るシ ョンの @ 巧 

を押ず 

2 管理をパスワードを入力 
し、^を押ず 

管理者パスワード 
パスワードを指をしてください 

システムの登録 (001-176) 

No . = _ (3 惭 




3 POP 取得間隔を選ぶ 

①を押ず 

146 P 0 P 取得間隔 
且3み （0 〜60扮]) 



4 取得間隔 （0 〜60分）を入力ずる 

-/ テンキ-/ で〇〜60の数字を入力しまず。 

-まちびえたときはで消去して再度入力しまず。 


5 1 セツト1を押ず 

- POP 自動受信の登録表示に移りまず。 

0 "なし"または"あり"を選ぶ 
り)または (D を押ず 

例：「の」 

147 POP 自動受信設定： 2 

1.なし 2 .おり 

147 POP 自動受信設定：1 

1.なし 2 .あり 




7 1 セツト1を押ず 

- POP 受信後削除の登録表示に移りまず。 

8 "なし"または"あり"を選ぶ 
り)または g ) を押ず 

例：「©」 

148 POP 受信後削隐設定： 2 

1.なし 2 .あり 

148 POP 受信後削除設定：1 ' 

1.なし 2 .あり 
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9 1 セツト1 を押ず 

•POP エラー 時削除の登録表示に移りまず。 

10 "なし"または"あり"を 選ぶ 
©または g ) を押ず 

例：の」 

149 POP エラー時削除設定:：1 

1.なし 2 .あり 

149 P 0 P エラー時削除設定:： 2 

1.なし 2 .あり 




11 

1セツト1を押す 

12 苗を押す 



W 


1 己 0 送達確認 設定:： 1 

-待機状態に民りまず。 


1 .なし 2 .おり 



• 設定を途中でやめるときは、©を巧してください。 

参設定項目の一覧は、114ページを参照してください。 


参プ U ントできない添付ファイルを受信した場合、エラーメッセージをプリントし、 
プ U ントでをなかったことを知らせまず。 

「14日 POP エラー時削除」を"なし"に設定しておけば、エラーになったメール 
をサーバーか日削除しないため、あとか日 PC で受信ずることびでをまず。 

♦ 「148 POP 受信後削除」、「149 POP エラー時削除」を"なし"に設定した場合 
は、 サーバーび 保をでさる メール 数に限りびあるため、定期的に サーバーからメー 
ルを削除ずる必要びありまず。 

PC で受信ずるか、「148 POP 受信後削除」、「149 POP エラー時削除」を"あ 
り"に設定し POP 受信を行い、サーバーからメールを削除してください。 

• 「148 POP 受信後削除」、「149 POP エラー時削除」を"なし"から"あり"に 
変更し POP 受信を行ラと、サーバーに残っているメールをずべて受信ずるため、 

じ(前にプ U ントしたメールび再度プ U ントされる場合びありまず。 












POP による自動受信- 

システム登録の「14己 POP 取得間隔」び"0分"じ(外で、「147 POP 自動受信」び、"あり"の場合 
(—44 ページ)、 [146 POP 取得間隔」で指定された時間間隔で POP サーバーに受信メールのち無 
を問い合わせ、ある場合は自動受信し、プ U ントしまず。 

• 「14日 POP 取得間隔」び0分の場合は自動で POP サーバーに受信メールの有無を問い合わせにい 
かないため自動受信はしません。この場合は、手動で POP 受信を行ってください。 

• 「147 POP 自動受信」び"なし"の場合、「14日 POP 取得間隔」で指定された時間間隔で POP 
サーバーに受信メールのち無を問い合わせ、ある場合は件数をディスプレイ上に表おしまず。 

POP による手動受信- 

システム登録の「147 POP 自動受信」を"なし"に設定した場合 （—114 ぺージ）は、手動で 
POP サーバーから 受信でさまず。 



を押ず 


7月1日（金）17:1己00% 


P 0 P 受信 

通信とコピーができます 

または 

メールが届いています 
受信件数：1件 


2 ヴーバ_に受信メールがない場合は 
エラーを表示しまず。 


P 0 P 受信 

黃信メールはありません 



3ヴーバーに受信メールびある場合は、件数を表示した後メール 
を受信し、プリントしまず。 


受信 


受信データ 

通信中 （ LAN ) 受信頁： 01 

► 

プリントしています 

aaa @ panasonic.com 




巧からだ 


参ワンタッチボタンにユーヴー名、パスワードを登録ずることで、自局設定じ(外の 
ユーヴー名で POP 受信ずることびでさまず。（1«*47ページ） 

参1度の操作で受信でをるメールは20件まででず。 

• ディスプレイに表示されるメールの件数び20件の場合は、手順3の受信終了後、 
をラー度手順1からの操作を行って受信メールびないことを確認してください。 
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POP 手動受信の登録- 

ワンタツチに POP サーノ（一のユーヴー名、ノ（スワードを登録して POP サーノ（一からメールを受信ずる 
ことびでをまず。 


1 ファるンョン©⑤产^ 

凤 1 セツト1を押ず 

2 登録ずるワンタッチ （01 〜已 0) を押ず 

-指定したワンタッチに登録内容びあると 
きは3段目にその内容を表おしまず。 

POP 手動受信の登録 
ボタン (1-5 0) 

を押してください 

POP ユーザー名の登録 
名称を登録してください 



3 ユーザー名称を入れる 

. ワンタッチダイヤルやテンキーか日英数字を入力 
してください。最大40文字まで入力できまず。 

4 を押ず 

POP ユーザー名の登録 
名称を登録してくださぃ 
taro 

P 0 P パスワードの登録 



5 パスワードを入れる 

. ワンタッチダイヤルやテンキーから英数字を入力 
してください。最大 10 文字まで入力できまず。 

6 1 セツト 1 を押ず 

POP パスワードの登録 

P a n a 123_ 

メールの 削除 設を ： 1 

1 .しない 2 .する 




8 I セツト I を押ず 

続けて POP 手動受信の登録 
がでさまず。 

手順2か5の操作を繰り返し 
まず。 


メールの 削除 

設定:： 2 

1 . しない 

2. する 


7 POP 受信後メールを削除ずる時は@を押しまず 

- POP 受信後メールを削除しない時は©を巧しま 
す。 

例：の」 


夕 


(©を押ず 


巧からだ 


参登録を途中でやめるときは©を巧してください。 

• 手順已で何ち入力しないでセツトを巧ずと、ワンタッチを使った POP 受信時に入 


力することびできまず。（■■48ページ) 




























ワンタッチダイヤルによる POP 受信- 

ワンタッチに POP サーバーのユーヴー名、パスワードを登録して POP サーバーからメールを受信ずる 
ことびでをまず。 

参あらかじめワンタッチに POP 手動受信の登録をしておいてください。（■••47ページ） 

• ユーヴー名とパスワードは登録時省略ずることびでをまず。その時はワンタッチによる POP 受信時 
に入力しまず。 


1 POP 手動受信が登録してあるワンタッチ 
(01 〜已 Q ) を押ず 


POP 受信ユーザー名 
丄 a r 0 


ユープー名び登録されていない時は下 
のよラになりまず 

ワンタッチダイヤルやテンキーか日英 
数字を入力して<ださい。 

最大40文字まで入力でをまず。 


POP 受信ューザー名 


2 



パスワードび登録されている時は手順3へ進みまず。 
パスワードび登録されていない時は下のよラになり 
ます。 

ワンタツチダイヤ J しやテンキーから英数字を入力し 
&を巧して < ださい。 


最大]0文字まで入力でをます。 


POP 受信パスワード 


サーバーに 受信メールびな 
い場合は次のメッセージを 
表71^しまず。 


P 0 P 受信 

受信メールはありません 


4サーバーに 受信 メールが ある場合は件数を表示した後 メール 
を受信し、プリントします。 


受信 


受信データ 

通信中 ( LAN ) 受信頁： 01 

► 

プリントしています 

aaa @ panasonic.com 




る'紀らだ 


参1度の操作で受信でさるメールは20件まででず。 

参20件じ[上のメールび POP サーバーにある場合、ディスプレイ上に表おされるメー 


ルの件数は20件となりまず。 


• ディスプレイに表示されるメールの件数び20件の場合は、手順4の受信終了後、 
をラー度手順1からの操作を行って受信メールびないことを確認して<ださい。 
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，受信ルーテインク _ 

ルー テイング-パラメー ター の設定 

ルーティングとは特定の G 3 ファクスから受信した場合に、本機であらかじめ設定した宛先 （ LAN に接 
続した PC やインターネットファクス、または他の G 3 ファクス）に転送ずる機能でず。 

G 3 ファクスから受信したときに、ルーティング転送ずる特定の G 3 ファクスであるかの判断は次の複 
数のノ（ラメータで行なわれまず。 

システム登録の「1已2 SU 日ルーティング」「1已3数字 ID ルーティング」および「17已発番号ルー 
ティング」 または「176ダイヤルインルーティング」のいずれかで、利用できる項目を"あり"に設 
定してください。（■••114、11已ページ）いずれかを"あり"に設定ずると、本機にてダイヤルの登録 
(ワンタッチダイヤル.短縮ダイヤル） をず る際に、ルーティング条件を設定できまず。«10日、 

111ぺージ） 

G 3 ファクスから受信したときに、送信機からのサブアドレスや数字の、発信ちま号またはダイヤルイ 
ン番号びルーティング条件として設定されているワンタツチダイヤル-短縮ダイヤルの宛先に転送され 
ます。 


「1已2 SUB ルーティング」 ： F コード通信（サブアドレス通信）を利用できる G 3 ファクスか 

ら F コードのサブアドレスを使用してルーティングずる場合に 
"あり"に設定しまず。送信側 G 3 ファクスから F コードのサブア 
ドレスで本機に登録されている宛先にルーティングずることびで 
さまず。 

「1已3数字 ID ルーティング」 ： F コード通信を利用できない G 3 ファクスから、ルーティングさ 

せる場合に"あり"に設定しまず。送信側ファクスから送られて 
くる数字 ID で本機に登録されている宛先にルーティングずること 
びでをまず。 


「1已4ルーティング時 FROM 」 ：ルーティングされる各ファクスのメールヘッダーの 「 FROM 」 欄 

に表示ずる設定を選択しまず。 

「1已已ルーティング時出力」 ：受信した原稿をずべて本機で印刷ずるか、ルーティング操作び機 

能しなかった場合のみ印刷ずるかどラかを選択ずる場合は、この 
パラメーターで 設定してください。 


「17已発番号ルーティング」 ：発信ちま号通知（ナンバーディスプレイ）を利用してルーティン 

グずる場合に"あり"に設定しまず。送信側 G 3 ファクスから送 
られる発信ち番号で、本機に登録されている発信ち番号の宛先に 
ルーティングずることびでさまず。 

なお、本項目を利用ずる場合は、システム登録の「090発ま号契 
約」を"あり"に設定ずる必要びありまず。 


「17日ダイヤルインルーティング」：モデムダイヤルインを利用してルーティングずる場合に「あり」に 

設定しまず。送信側 G 3 ファクスか日送られるダイヤルイン番号 
で、本機に登録されている宛先にルーティングずることびでさま 
す。 


巧かろだ 


• 発信ち番号通知-ダイヤルインサービスはあ日かじめ NTT との契約び必要でず。 

本サービスの詳細につさましては NTT にお問い合わせください。 

• NCC 回線をご利用の場合は、 NCC 各社でサービス内容び異なりまず。発信ち番号 
通知-ダイヤルインサービスの詳細につきましてはご契約の NCC にお問い合わせ 
<ださい。 









ダイヤルインの営録 


1 

ファンろション 0這 ) A 

を押ず 

Z 管理をパスワードを入力し、 
を押ず 


管理者/ 《スワード 
パ スワー ドを指をしてください 


システムの登録 （001-176) 

No . = _ (3 惭 








176グイヤルインル-ティング 設定： 

1.なし 2.あり 


4 @を押す 

176グイヤルインル-ティング 設定：： 2 

1.なし 2 .あり 


5 ット I を押ず 


モデムダイヤルイン番号 
選が番号 （0 1- 5 0) 又は 
V 、八を入力してください 


0 ® または (2) でダイヤルイン番号を 
選択ずる 
例：「01」 

/ダイヤルイン番号（最大20柄）を 
入力する 

イ列：「1234已己7890」 

モデムダイヤルイン番号 

01 _ 

モデムダイヤルイン晋号 

011234567890_ 






セシ 


を押ず 


続けてダイヤルイン番号の登録びで 
さまず。 



巧紀らだ 


• 設定を途中でやめるとさは、©を巧してください。 

参設定項目の一覧は、114ページ、11已ページを参照してください。 

♦利用でさるファクスに関して、ご不明な場合は、お買い上げの販売店または、サー 
ビス実施会社にお問い合わせください。 

• 手順 2 の画面はオプションの増設通信 ユニッ トを装着している場合、各チャンネル 
の選択画面となりまず。必要なチャンネルを選択してから設定してください。 


50 




























ssssssssssssssssss s かか y 

化んぶ 



通信管!！レポート送信 


通信管理レポートを指定したメールアドレスにメール送信ずることびでをまず。 


通信管理レポート送信の設定—— 

参システム登録の、「1已7管理レポート送信」を設定しまず。 


ファンろション曲 

を押ず 


管埋者パスワード 
パスワードを指をしてください 


2 管理ちパスワードを入力 


し、 1 セット 

を押す 

システムの登録 

(001-176) 

No . =— 

(3 做 



管理レポート送信杳還ぶ 

の廚の ^^ を押す 

157管理レポート送信設を：1 
1.なし 2 .あり 


4 "あり"を選ぶ 

©を押ず 

7 5 I セ‘ント I を押ず 

1己7管理レポート送信設定： 2 

1.なし 2 .おり 

157管理レポート送信 
宛先を指をしてください 




6 宛先を指定ずる 

例：「短縮ダイヤル010」 

157管理レポート送信 
abc @ panasonic.com 
短縮： 010 (3 做 


• /ワンタッチダイヤル7/短縮ダイヤル ？ わ'くおをでホます。 

-まちび夕た户ホは クリアー で 消モして再ち入力 
しまず。 


7 I t ット I を押ず 

158 メールリモート登録設定：1 
1.なし 2 .おり 


8 (©对，ず 

-待機状態に戻りまず。 


• 通信管理レポートは40通信に達した時に自動送信されまず。 

• 設定を途中でやめるとさは、©を巧して < ださい。 

• 設定項目の一覧は、114ページを参照してください。 

• システム登録「013通信管理レポート」び"あり"のときち効となりまず。自端末 
にプ U ントずる場合はシステム登録「1已7管理レポート送信」の設定を"なし- 
に、 メール送信したい場合は"あり"に設定しまず。 



































メールを受信したときは、送信元に受信確認メールを自動的に送信ずることびできまず。 

送達確認の送信は、送信元の機種び限定されまず。詳し<は、お買い上げの販売店または、サービス実 
施会社 I しお問い合わせぐたさい。 


送達確認の設定- 

参システム登録の、「1已〇送達確認」を設定しまず。 

"1 :なし"：受信確認メールを送信しません。 

"2 :あり"：メールを受信したときに受信確認メールを送信しまず。 


1 77ぷ3>の@とろ 

を押ず 


管巧者/スワード 

"スワードを指をしてください 


2 管理をパスワードを入力 


し、 1 セット 

を押ず 

システムの登録 

(001-176) 

No . = _ 

(3 做 


3 送達確認を選ぶ 


①⑤⑩を押す 


150 送違確認 

設を： 1 

1 .なし 

2. あり 


4 返送ま件を選ぶ 5 I セツト J を巧ず 6 

©または@を押ず 


1已〇送達確認 

設定:： 2 

1.なし 

2. あり 


151 メー ルへ’ 

ノ ダー表 巧 設定： 3 

1 .なし 


2. 全て 

3 . 編集 



を巧ず 


-待機状態に戻り 


ます。 


参設定を途中でやめるとさは、(©を巧してください。 

- . 参設定項目の一覧は、114ページを参照してください。 

• PC か b 送信したメールを受信したとさは、送信元に受信確認メールを送信ずるこ 
とはでをません。 
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化んぶ 


トワークスキャナー 


インターネットファクスをスキャナーとしてご利用になれまず。 

インターネット通信を利用して、画像（原稿）をインターネットファクスから PC のメールアドレスへ 
送信ずることにより、画像データを PC 側で読み込むことびでをまず。 



1 原稿をセットずる 

-原稿に合わせて、読み取りモードび設定でをまず。 

( 1••取扱説明書ファクス編を参照して < ださい） 


2 r 三キ け- 1を押ず 


7巧1日（金）17:15 00% 

通信とコピーができます 
原稿がセットされています 



3 宛巧を指定ずる （ leso 〜 40 ぺージ） 

■ / 直接ダイヤル / /~ワンタッチダイヤル7 r 短縮ダイヤル I / 電話嘘ダイヤル / 

-複数の宛先を指定でをまず。短縮ダイヤル、ワンタッチダイ例： r 短縮011」 
ヤルは最大200か所、メールアドレスを直接入力ずる場合 
は最大20か所まで指定できまず。 （<38 ページ r 複数宛 
先の指定のしかた」） 


メモリー送信 宛先数： 0001 

松下インターネット 
短統： 011 (3 巧） 



メールアドレスを直接入力 
した場合は、メールアドレ 
スの巧入力を促すメッセー 
ジび表示されます。 

宛先指定び直接入力 LU 
外の場合は手順已へ 
進みます。 


5もう一度メールアドレスを入 0 

力して、^を押ず 



宛先確認のメッセー 
ジび表示されまず。 


再度入力してください 


メモリー送信 宛先数: 0001 



V 、八で宛先を確認して 

イントネット 


スタートを押してください 


または®で宛巧を 


確認し、 



宛先確認をした場合だ 
け送信できまず。 

原稿読み取0び開始さ 
れます。 

読み取りび終了した原 
稿から送信び開始され 
ふ5：^ 〇 



















































■ もんが 

f ネットワークプリンター_ 

インターネットファクスをプ U ンターとしてご利用になれまず。 

PC の各種アプ U ケーシヨンで作成した書類を PC か b の操作により、 LAN に接続したインターネット 
ファクスヘプ U ントずることびできまず。ただし、ネットワークプ U ンター機能を利用ずるためには、 
ホームページからソフトウェア（プ U ンタードライバーおよび LPR ) をダウン□-ドして PC にインス 
トールする必要びありまず。 （ l «•43 ページ） 




1 PC でプリンターの種 
別をインターネット 
ファクスに設定ずる 


2 PC か5インターネツ 3 

トフアクスにプリン 
卜ずる 


インターネットフアクスか5 
出力ずる 


プリンタ データ プリント 
プリントしています 


巧紀らだ 


参 A 3/ B 4 サイズを、 600 dpi でプ U ントずることはできません。 

参プ U ンタードライバーのインス!-ールの方法や操作方法については、ダウン□ー ド 


したホームページを参照してください。（■••43ページ) 


54 



























5 1 中継同報 
中継同報について 
■概要 

LAN 中継同報機能を持ったインターネットファクスとネットワークを組むことにより、 LAN 経由で送 
信した E メールを、一般回線に接続された複数のファクスへ同報送信ずることびでさまず。 

例1:インターネット中継送信ネットワーク 



じ(下に LAN 中継同報の流れを説明しまず。 

1 . LAN 中継機能を持ったインターネットファクス（中継局巨）に 、 E メール （ TIFF - F 形式のファイル 
を添付することびでをまず）で、 LAN 中継同報を指おしまず。 

あらかじめ、 LAN 中継指示を登録したワンタッチ/短縮ダイヤルを使用ずると、簡単に LAN 中継同 
報の指示びでさまず。 

2. 管理ち用の PC に、 LAN 中継同報指示されたことを E メールで通知しまず。 

3. LAN 中継指おされた E メールを、一般回線に接続されたファクス（ストックホルム）へ順次同報を 
開始します。受信した E メールは、1枚目にメールヘッダ及びメール本文、2枚目じ(降に添付ファイ 
ルを出力しまず。 

4. 引を続を、次のファクス（ベル U ン-□ーマ）に転送しまず。 

已. LAN 中継同報び終了したら、通信結果を LAN 中継同報を指示したインターネットファクス 
(発信局 A ) または PC へ通信結果レポートで返送しまず。 

例2:ファクスヴーバ ー（ イントラネット中継送信） 



(1) E メールによりメールサーバーまで LAN 中継同報送信を開始しまず。 

(2) メールサーバーは LAN 中継指示で本機に E メールを転送しまず。 

(3) 本機は、 G 3 ファクスに通信を開始しファイルを送信しまず。 


(注）中継局に使用ずる装置は、 DNS に登録び必要でず。 

























































































■中継ネットワーク 

本機から最終宛先まで直接インターネットファクスで送信ずる場合、本機能により、時間および長距離 
市外電話料金び節約でさまず。 

中継ネットワークは原則として、インターネットファクス （ 発信局 A ) または PC である発信局と LAN 
中継機能を持つインターネットファクス（中継局目）、そして G 3 ファクスである最終宛先から構成され 
ます。 

本機からの原稿の送信、または PC から E メールに添付した原稿を中継局（本機を含む）へ送信しまず。 
中継局からは通常の電話回線を使って G 3 ファクスである最終宛先まで送信でさまず。 （ PC からの送信 
は TIFF - F またはテキスト （. txt ) ファイル添付び巧能でず。） 

中継局から最終宛先への送信には電話料金び発生しまず。 

中継局から最終宛先までの送信完了後に、 LAN 中継送信び完了したかどラかを通知ずる通信ジャーナル 
び中継局から発信局に返信されまず。中継送信情報は 、 E メールで中継局にあらかじめ登録されている 
自局登録のインターネットパラメーターの管理ちメールアドレスに送信されまず。（—101ぺージ） 
LAN 中継送信を利用ずるには、已7ページか日64ページまでに記載の設定手順にしたびい、必要情 
報を入力して<ださい。図1に LAN 中継ネットワークの例を記載しまず。 

図 1 の側ま、ニューヨーク（発信局）を起点と し、 □ンドンおよびシンガポール（中継局）び ニュー 
ヨーク と結ばれ、（最終巧巧）はストックホルム、 □- マ、東京、香港そしてシドニーなどとなって いま 
す。 

この基本的なネットワークは2か所の中継局を利用し、□ンドンの中継局および/またはシンガポール 
の中継局を介してネットワーク内の宛先に、1回の操作でファイルを送信でさまず。 
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■中継同報 

表1,2および3は、已日ページの図1記載のサンプルネットワーク設定でず。 


表 1 :ニューヨーク への サンプルパラメーターおよびアドレス帳登録内容 （ 発信局） 


電話番号 


2121111234 


メ — J レソノ ドレス ( SMTP ) : smtp @ newyork . panasonic.com 
ホスト名 ： newyork 


中継用パスワード 


usa-rly 


ワンタッチ/ 
短縮ダイヤル 

宛先名 

メールアドレス/電話番号 

中継局アドレス 

<01> 

□ンドン 

smtp@london.panasonic.co.uk 


<02> 

ストックホルム 

46 81111234 

[0011 

く0吕> 

シンガポール 

smtp 涵 sin 呂 apore.panason に . C0.S 呂 

— 

<04> 

ま京 

81331111234 

「002] 

[0011 

□ンドンリレー 

uk-「ly 涵 london.panason に . co.uk 


[002] 

シンガポールリレー 

S 呂 -rly@sin 呂 apore.Panasonic.C0.S 呂 

— 

[0031 

□—7 

39 61111234 

[0011 

[004] 

香港 

8己2 231234己目 

「002] 

[0051 

シドこ一 

612111 1234 

「002] 


表 2 :□ンドンへのサンプルパラメーターおよびアドレス帳登録内容 （ 中継局） 


電話番号 


71111 1234 


メ — J レ ソノ ドレス ( SMTP ) : smtp@london.panasonic.co.uk 
ホスト名 ； london 


中継用パスワード 


uk-rly 


ワンタッチ/ 
短縮ダイヤル 

宛先名 

メールアドレス/電話を号 

中継局アドレス 

<01> 

ニュ ー3 —ク 

smtp 趣 newyork.panason に . com 


<02> 

ストックホルム 

4巨81111234 

「00引 

く0吕> 

シンガポール 

smtp 涵 sin 呂 apore.panason に . C0.S 呂 

— 

<04> 

ま京 

81331111234 

[0011 

[0011 

シンガポールリレー 

S 呂 -rly@sin 呂 apore.Panasonic.C0.S 呂 

— 

[002] 

□—7 

39 61111234 

「00己] 

[0031 

香港 

8己2 2吕12吕4己6 

「001] 

[004] 

シドこ一 

612111 1234 

「001] 

[00 引 

ロンドンリレー 

uk-rly 趣 london.panason に . co.uk 

— 


表 3 :シンガポールへのサンプルパラメーターおよびアドレス帳登録内容 （ 中継局） 


電話番号 


6己1111234 


メール アドレス （ SMTP ) 


smtp@sin 邑 apore.Panasonic.C0.S 邑 


ホスト名 : sin 呂 apore 

中継用パスワード ： sg-rly 


ワンタッチ/ 
短縮ダイヤル 

宛先名 

メールアドレス/電話を号 

中継局アドレス 

<01> 

□ンドン 

smtp@london.panasonic.co.uk 


<02> 

ストックホルム 

4巨81111234 

[0011 

<03> 

ニュ ー3 —ク 

smt 日趣 newvork.panason に . com 


<04> 

ま京 

81331111234 

「00己] 

[0011 

□ンドンリレー 

uk-「ly 涵 london.panason に . co.uk 


[002] 

□—7 

39 61111234 

[0011 

[0031 

香港 

8己2 23123456 

「00己] 

[004] 

シドこ一 

612111 1234 

「00己] 

[00 己] 

シンガポールリレー 

S 呂 -rly@sin 呂 apore.Panasonic.C0.S 呂 

— 













































■ LAN 中継送信局としての設定 

じ(下のパラメーターの設定を確実に行って、本機を LAN 中継局に設定してください。 

1. LAN 中継機能 （ システム登録 No . 1 42) 

本機を LAN 中継局として機能させるかを選択 

1) なし- LAN 中継動作をしない 

2) あり- LAN 中継動作をずる 

2. LAN 中継結果返送 （ システム登録 No . 1 43) 

LAN 中継結果を発信元へ返送ずる設定 

1) なし-送信しない 

2) 全通信- LAN 中継結果全てを送信ずる 

3) 異常時- LAN 中継で未通信となった場合、送信ずる 

3. LAN 中継指示をずるときのパスワード （ 自局登録のインターネットパラメーター） 

( I ■•お知らせ） 

LAN 中継指示をずるとき、第=ちび本機にアクセスずるのを防ぐ目的でパスワード (1 0文字まで） 

を設定しまず。このパスワードび合った場合のみ、 LAN 中継送信しまず。 

4. U レーア ドレス 

LAN 中継局を登録している宛先を指定しまず。 

已.管理者のメールアドレス（自局登録のインターネットパラメーター） 

LAN 中継の管理およびコスト管理の目的で、管理をのメールアドレスを登録してください。送信情 
報はじ(下のとおりでず。 

(発信ち：発信局のメールアドレス） 

( 宛先：受信者の G 3 ファクスの電話番号） 

各発信ちか日の LAN 中継指示を受けると、管理者へメールで通知されまず。 

6. 中継許可ドメイン名 （ 自局登録のインターネットパラメーター ）（ ■••お知らせ） 

10件のドメイン名 （ 最大30文字）まで登録できまず。 

例：登録ドメイン名 
(01) : pcc . co.jp 
(02) : panasonic.com 

上記の例で、 LAN 中継指示は、 pcc . co . jp または panasonic . com の 
ドメイン名を含むメールアドレスか b のみ受信巧能でず。 

参 LAN 中継用パスワードはメールのヘッダー部分に含まれて送信ずるため、メールや 

' - 〜 インターネットファクスで使っているメールアドレスとは異なるものを登録ずるこ 

とをお勧めしまず。このよラに登録ずることで、インターネットファクスを受信し 
たとき、 LAN 中継用パスワードを容易に識別できまず。 

参ドメイン名びずべて空欄である場合は、インターネットファクスは全てのドメイン 
名に巧して LAN 中継指おを受信しまず。 

• 本機び中継局として動作ずるよラに、中継用パスワードを登録してください。 

• 第=ちび LAN 中継局送信にアクセスでさないよラずるため、ネットワークセキュ 
U ティーを設定してください。 LAN 中継局送信通知のために、中継許巧ドメイン名 
と管理ちのメールアドレスを入力してください。 
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中継同報指示- 

参システム登録の「140 LAN 中継指示 」 [142 LAN 中継機能」、および「143 LAN 中継結果返送」 
を設定しておいてください。 （—114 ページ） 


1 原稿をセットずる 2 中継局を選ぶ 

-原稿に合わせて、画質を設定でさまず。 ファン A ションな)巧) I セット I を押ォ 

(■■•取扱説日月書ファクス編を参照してください） 。 - ' 


3 中継局のメールアドレスを入れる 4 I 七ット I を押ず 

• /直巧ダイヤル7たンタッ于ダイヤル^お,植ダイヤル } I 電話帳ダイヤル/ 

. ワンタッチダイヤル（日]〜曰0)、短縮ダイヤル 
(□00〜目99)、直接ダイヤル、電話帳ダイヤルで 
1宛先を指定します。 

例： r 短縮日11」 


LAN 中継局の指定 
松下インターネット 
短縮： 011 (3 巧) 


LAN 中継宛先の指を宛先数： 0000 
宛先を指定してください 


7月1日（金）17:15 00% 
通信とコピーができます 
原稿がセットされています 


LAN 中継同郁指示 
中継局を指定してください 


5 宛先を指定ずる 

• f 度巧ダイヤル / /ワンタッチダイヤル/ / 庶縮ダイヤル 7 r 電話帳ダイヤル / 

. ワンタッチダイヤル （01 〜已0)、短縮ダイヤル（000〜日日日)、 
直接ダイヤル、電話帳ダイヤルを組み合わせて、最大1020宛先ま 
で （ UF - A 700 は最大220宛先まで）指定できまず。 

例： r 短縮001」 

LAN 中繼宛先の指を宛先致: 0001 

Panasonic 

短縮： 0 01は巧） 



メールアドレスを直接入力し 
た場合は、メールアドレスの 
巧入力を促すメッセージび表 
示されます。 

巧先指定び直接入力外の 
場合は手順 S へ進みます。 


再度入力してください 

インタ-ネット 


7もう一度メールアドレスを入 
力して、^を押す 



宛先確認のメッセー 
ジび表示されまず。 


メモリー送信 宛先数: 0001 
V 、八で宛先を確認して 
スタートを巧してください 


8 运)またはので宛巧を 


確認し、 



を押ず 


宛先確認をした場合 
だけ送信でをまず。 
原稿読み取0び開始 
されまず。 

読み取りび終了した 
原稿か日送信び開始 
されまず。 


'： r;—zrr • 手順3で指定ずる中継局は、中継局に登録されている中継用パスワードを含んだ、 
る'を^メールアドレスを指定しまず。 

一 ^参中継同報の結果は送達通知メールで返送されてさまず。 （ l •*64 ページ） 

参 LAN に接続されたインターネットファクスや PC を宛先として、 LAN 経由で中継 
同報を指示することはでをません。 

• 中継局を直接ダイヤ j レで指定ずるときは r こ,， I ボタンを巧してからメールアドレ 
スを入力して < ださい。 

♦システム登録の「136直接ダイヤル制限」び"あり"に設定されている場合、 
メールアドレスを直接ダイヤル（手動で入力）で指定ずることはでをません。 







































ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに「電話番号」と、中継局を登録しておくと、 I ワンタッチダイヤル I 一 

または I 短縮 J (短縮番号000〜999) - & を巧ずだけで中継同報指示の指定びでさまず。 

• ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに「中継局」を登録しておいてください （ lelO 日ページまたは 
10已ぺージ)。 


1 原稿をセツトずる 

-原稿に合わせて、画質を設定でをまず。 

( Mr 取扱説明書フアクス編を参照して < ださい) 

7月 1日（金）17:15 00% 

通信とコピーができます 
原稿がセツトされていまず 


2 宛先を指定ずる 

-ちンタッチダイヤルムを縮ダイヤル/ 1 電語巧ダイヤル7 

. ワンタッチダイヤル （01 〜已0)、短縮ダイヤル（000〜 
日日日）、電話帳ダイヤルを組み合わせて、最大1000宛先 
まで （ UF - A 700 は最大200宛先まで）指定できまず。 


メモリー送信 巧先数： 0001 

Panasonic 

短縮： 0 01 (3 巧） 


3 

贷对，ず 


4 ® または®で宛先を確認し、^を押ず 

スター ト y 

-宛先確認の六ッ t ージが表示され 
ます。 

-宛先確認をした場合だけ送信でをまず。 

-原稿読み取 0 び開始されまず。 

-読み取りび終了した原稿から送信び開始さ 
れまず。 


メモリー送信 宛先数: 0001 

V 、 八で宛先を確認して 
スタートを押してください 



巧紀らだ 


• 中継同報の結果は送達通知メールで返送されてをまず。 （ Mr 日4ページ） 

• LAN に接続されたインターネットファクスや PC を宛先として、 LAN 経由で中継 


同報を指示することはでをません。 


参中継同報の宛先を直接指定ずるとさは、63ページの【中継指示の例】に従ってく 
ださい。 
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中継機能の設定- 

参システム登録の [142 LAN 中継機能」、「143 LAN 中継結果返送」を登録しまず。 
[142 LAN 中継機能」 ： LAN 経由で中継通信を行う機能を設定しまず。 

「143 LAN 中継結果返送」：中継通信の結果レポート返送の設定をしまず。 


フ7るション0曲 

を押す 


セ': 


管理者パスワード 
パスワードを指定:してください 


ム 管理をパスワードを入 3 LAN 中継機能を選ぶ 


力し、^を押ず 


システムの登録 

(001-176) 

No . =— 

(3 惭 


の ®©I 


セツ 


：) を押す 


142 LAN 中継機能 

設ま:：1 

1.なし 

2. 

あり 


4 "あり"を選ぶ 
( D を押ず 


142 LAN 中搬機能設定： 2 
1.なし 2.あり 


0返送ま件を選ぶ 

(0 または@または ( D を押ず 


143 LAN 中継結果返送設定： 2 

1. なし 

2. 全通信 3. 異常時 


5 


セツ 


] を巧ず 


LAN 結果返送の登録表示に移ります。 


143 LAN 中継結果返送設定： 2 

1. なし 

2. 全通信 3. 異常時 


中継結果の返送び不要の時は©を巧しまず。 

全ての中継通信の結果を返送ずる時は g ) を巧しまず。 
未通信の中継結果だけを返送ずる時はな)を巧しまず。 


7 


セツ 


] を押ず 


145 F R 0 M 選が機能設を： 
1.なし 2 .あり 



巧からだ 


参設定を途中でやめるとをは、©を巧して < ださい。 

• 設定項目の一覧は、114ページを参照してください。 

• SMTP サーバーの転送機能を使わないと、中継機能をご利用になることはでをませ 


ん〇 






















中継送信指おの設定- 

参システム登録の「140 LAN 中継指示」を"あり"に設定しまず。 

"1 :なし"：中継送信指示ずることはできません。 

"2: あ 0" : LAN 経由の中継送信指おのみ巧能になりまず（一般回線に接続されている中継局に、 
中継指示することはでさません)。 


1 77 ' る…の这1 A 

を押ず 

2 管理をパスワードを入 
力し、^^を押ず 

3 LAN 中継指示を選ぶ 
の©⑩产を押ず 

管王ま者バスワード 
パスワードを指をしてください 

システムの登録 (001-176) 

No . = _ (3 做 

140 LAN 中継指示設定!：1 

1.なし 2.あり 





"あり"を選ぶ 

I 5 

E ット I を押ず 

6 

@を押ず 




140 LAN 中継指示設定： 2 


141 LAN 縮小送信設を：1 


1.なし 2.あり 


1.なし 2.あり 



巧巧らだ 


• 設定を途中でやめるときは、©を巧してください。 

参設定項目の一覧は、114ページを参照してください。 
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PC か 6 の中継同報指示- 

ネットワーク上の PC から送信した電モメールを、中継同報機能を持ったインターネットファクスを経 
由して、一般回線に接続された複数のファクスへ同報送信ずることびでさまず。 

あらかじめ、中継機能を持ったインターネットファクスに、「中継機能の設定」（—巨1ぺージ）と伸 
継局の自局情報登録」 （ Ifioi ページ）を登録しておいてください。 



電モメールの宛先に、「中継用パスワード#電話番号@ホスト名+中継局のドメイン名」のお式 
でファクスの電話番号を含めて指定しまず。中継局は、あらかじめ登録されている「中継許巧用ドメイ 
ン名」と、中継を指示したインターネットファクスや PC のメールアドレスを比較して一致した場合だ 
け、中継同報を行いまず。（指示欄のメールアドレスのちから順に、中継許可用ドメイン名の文字数分の 
比較を行います。） 

【中継指示の例】 

[宛先情報] RELAY # OWO 334919191 @ ipfaxOl . panasonic.com 
[指お機アドレス] Jinjibu @ panasonic.com 
中継用パスワード： RELAY 

宛先の電話番号： 0 W 0334 日1日1日1(最大已2析で、〇〜日、*、#、 W 、 T び使用できまず。） 

-# * 中継巧先（晓縮ダイヤル番号) :# *000-# *999 

- # * 中継巧先（ワンタッチ番号) :已〇 

- # * 中継巧先（ファンクションキーまち) :#*2001-#*2010 

中継許巧用ホスト名： ipfaxOl 
中継許巧用ドメイン名： panasonic.com 

-中継用パスワードと電話番号の間には#を入れてください。 

-電話番号と中継局のドメイン名の間には@を入れてください。 

-電話番号中の W はポーズを表しまず。 

構内交換機等での発呼などで、必要な場合に挿入してください。 

-電話番号中に T を入れるとプッシュボタン信号に切り替えることびでをまず。回転ダイヤ 

ル式回線で、プッシュホン信号に切り替える必要びあるときに挿入してください。 


複数の宛先を指定するとさは、カンマし）で区切って、1宛先ずつ「中継用パスワード#電話番号 
@ホスト名+中継局のドメイン名」を複数回入力してください。（最大20宛先） 

【複数宛先の例】 

RELAY # OWO 334919191 風が axOl .Panasonic.com,RELAY # OWl 2345678 ©ipfaxOl .panasonic.com 


謙ろ e 


• 誤送信を防ぐために、宛先の電話番号を指定ずる時は、必ず市外局番か日指定して 
<ださい。 


• 中継の宛先にはファクスへの電話番号だけを指定してください。 LAN に接続された 
宛先を一緒に指定ずると、その宛先へち中継指示の宛先情報び送られてしまいまず。 




























中継同おの通信結果- 

■送達通知 メール 

中継同報通信の結果は、中継機か日送達通知メールで返送されてさまず。 



中継同報の宛先 
順に001 から 


ます 


■管理者巧 メール 

中継機は、中継同報の指示を受け付けると、登録されている管理ち（—101ぺージ）へ、電モメール 
で通知します。 
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PC か 6 インターネツトフアクス経由でファクスへ送信ずる 


Outlook 等の電モメールアプ U ケーシヨンを使って、 TIFF - FX お式のファイルを添付ずれば、複数の宛 
先のファクスへ中継送信ずることびできまず。 

この機能をご和用になるには、事前に本機のパラメーター （ 自局情報の中継パスワード）を正しく設定 
してお < 必要びありまず。 

同時に DNS サーバーへホスト名登録と、適切な SMTP セキュ U ティ設置をしていただく必要びありま 
す。 

DNS サーバーへの登録と、セキュ U ティー設定については、お客様のネットワークを管理しているシス 
テム管理者へお問い合わせください。 

PC から中継送信ずる場合、電モメールアプ U ケーシヨンの宛先订 0) にホ目当ずるフィールドには次の 
よラに入力しまず。 

(例） 

sg - rly #81 33111 234@ singapore . Panasonic . co.sg 
をし <は 

s 邑 -「 ly #*00 1 ©Singapore.Panasonic.co.sg 

sg - rly : 中継用ノ（スワード （ 本機の自局情報登録の内容と合致させる） 

#8133111234: ファクスの番号 

#と@の間は直接番号の他、ワンタッチボタン、短縮ボタン等の情報を入力ずることもできまず。 

PBX などを利用して内線から外線へ発信ずる際にポーズび必要な場合は、八イフン’’-"をファクス番号 
の部分に入力して < ださい。 

#*000-#*999: 短縮ボタン 

#*1001〜#*10已0:ワンタッチボタン 

#*2001-#*2010:フアンクシヨン F 1〜 F 10 

@のあとには DNS サーバーへ登録されたホスト名とドメイン名び入りまず。 

中継送信び完了ずると、中継結果を通信ジャーナルとして PC へ返送しまず。 

これにより、中継結果を確認ずることびでをまず。 


TIFF コンバーターは、インターネットファクスび受信可能な TIFF ファイルお式へ変換ずるアプリケー 
シヨンでず。 

MS - Word . Excel などで作成されたファイルを、中継機能を使ってファクスへ送信される場合には、あ 
らかじめ TIFF コンバーターを使って TIFF あ式のファイルへ変換した後に送信してください。 

そのまま* . doc 、*. xls お式のファイルを添付して送信ずることはできません。 

変換する時の解像度は、通常200 dpi を選択してください。 

400 dpi は、あ日かじめ受信ホ目手側び400 dpi 処理能力を保ちしていることびわかっている時に使用 
します。 


MA 円アプ U ケーシヨンは、 TIFF ファイルへ変換後、 MA 円を使って電モメールアプ U ケーシヨンを自 
動的に起動ずるアドインプ□グラムでず。 

MA 円に対応した電モメールアプ U ケーシヨンと連動ずることにより、 MS - Word . Excel 等のアプ U 
ケーシヨンか日印刷を行ラ感覚で、インターネットファクスへ送信ずることびできまず。 

TIFF コンバータ並びに MAPI アプリケーションは、じ(下の URL か日ダウン□ー ドずることびできま 
す。 


http://panason に' biz / doc / fax / download / index'html 





インターネット通信に必要な、 LAN システムの IP アドレス情報などの各種設定を登録しまず。 


1 77 る…のの 

2 管理をパスワードを入 3 

@または@を押して、「自 

1 E ノト1を押ず 

力し、^^ を押ず 

局 IP アドレス」を表示させる 

管理者パスワード 


自局 1 ドアドレス 


パスワードを指をしてください 





4 

自局 IP アドレスを入れる 

5 1セツト 1 を押ず 

0 サブネットマスクを入 
れる 


自局 1 ドアドレス 

172.21 .22 .日 _ 

サブネツトマスク 


サブネットマスク 

255.255 .255.1 28 







7 1七ント1を押ず 

-システム登録の「16] DNS 設定」の設定び 
"なし"の場合、手順12に進みまず。 1 

/ 8 メールサーバー名（最大日0文字）を入れる 

~名 / 

メールサーバー名 

ifax . co.jp / 

1 

/ 


9 户^を巧ず 

yOsMTP ポート番号を 
入れる 

11 \ セット 1 を押ず 


-システム登録の「1日1 

DNS 設定」の設定び 
"あり"の場合、手順 

16 に進みまず。 

メールサーバー名 
ポート番号 
_2 5 

メールサーバー名 
ポート番号 

2 5_ 

メ ールサーバ ー 1 ドアドレス 





メールヴーパー IP アドレ 
スを入れる 

13 1 ント1 を押ず 

14 SMTP ポート番号を入 

れる 

メ ールサーバ ー 1 ドアドレス 

172.21.22.9_ 

メールサーバ ー 1 ドアドレス 
ポート番号 

2 5 

メールサーバ ー 1 ドアドレス 
ポート番号 

2 5 — 





15 1 ソト 1 を押ず 

1〇 デフォルト ルーター IP 

アドレスを入れる 

17 1セット 1 を押ず 



デフオルトルータ ー 1 P アドレス 

デフオルトルータ ー 1 P アドレス 

172.21 .22.10- 

自局メールアドレス 
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登録のしかた 


18 自局 メール アドレスを 
入れる 

19 を押ず 

-システム登録の「1巨1 

DNS 設定」の設定び"な 
し"の場合、手順21に進 
みます。 


DNS サーバ ー 1 P アドレス 

自局メールアドレス 

abc@mgcs.mei.co.jp_ 





20 DNS ヴーバ ー IP アドレ 

スを入れる 

21 1 セツト 1を押ず 

-システム登録の「170 SMTP 認証」の設定び 
"なし"の場合、手順2已に進みまず。 

DNS サーバ ー 1ドアドレス 

172.21 .22.1 _ 

SMTP 認証名 




ZZ SMTP 詔罰名を入れる 

23 1 セ'ント1を押ず 

^4 smtp パスワードを入 
れる 

SMTP 認証名 

fax — 

SMTP パスワード 

SMTP パスヮ-ド 

12 3 4 5 — 





25 1 セツ ト1を押ず 

-システム登録の「161 DNS 設定」の設定び 
"なし"の場合、手順30に進みまず。 

— r 

2〇 POP ヴーバ ー IP アドレスを 
入れる 

P 0 P サーバ ー 1 P アドレス 

P 0 P サーバ ー 1 P アドレス 

172.21 .22.9- 




21 

1 セット1を押ず 

28 

POP ポート番号を入れる 


POP サーバ ー 1ドアドレス 


P 0 P サーバ ー 1ドアドレス 



ポート番号 


ポート番号 



丄10 


110_ 



29 を押ず 

-システム登録の「1巳1 DNS 設定」の設定 
び"なし"の場合、手順33に進みます。 

ぅ〇 POP ヴーバー名を入れる 

POP サーバー名 

P 0 P サーバー名 

f a X.C 0. j p _ 


31 


セット 


] を押ず 


1 32 


POP ポート番号を入れる 


POP サーバー名 
ポート番号 
丄10 


POP サ ー/ く一名 
ポート番号 
11〇_ 
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33 ット ■を押ず 34 POP ユーザー名を入れる 


POP ユーザー名 


POP ューザー名 
n a 呂 a n 0 12 3_ 


が I 七ツト I を押ず 36 POP パスワードを入 づ7 L セツト ■! を押ず 

_れる_ 

P 0 P / 《スワード 
1 2 3 4 5 — 


P 0 P パスワード 


ホスト名 


38 ホスト名を入れる 39 I 七ット」 を押ず 


ホスト名 デフオルトサブジェクト 

f a X 00_ _ 


40 デフォルトサブジェクトを入れる 

-サブジェクト名を入れまず （ MT 取扱説明書ファクス編 
を参照してください） 

-サブジェクト入力は r 文字シート」を使ってください。 

41 を押ず 

デフオルトドメイン 

東京本お： 

入カモード：かな漢 

■ 




42 デフオルトドメインを入れる 

43 を押ず 

デフオルトドメイン 

Rdnn . mgcs . mei . co . jp _ 

リモートパスワード 

1 



44 リモートパスワードを入れる 

45 1 ント 1 を押ず 

- LAN 中継項目の登録項目に移りまず。 

- LAN 中継項目については 101 ページを参 
照して < ださい。 

リモートパスワード 

12 3 4 己 6 7 — 

中継用パスワード （0 1) 


( 


が (©を押ず 

-待機状態に戻りまず。 
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登録のしかた 


メモ 
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ダイヤル營録操作フ □— 


メールアドレスやダイヤル番号をワンタッチダイヤル （01 〜已0、 F 1 〜 F 10) や短縮ダイヤル 
(000〜 999) に登録して、簡単な操作で相手にダイヤルずることびでをまず。 

メールア K レスを登録ずるとを 



ワンタッチダイヤルを登録するとき 短縮ダイヤルを登録するとき 

(!«• 72ページ） （!《• 74ページ） 
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ダイヤル番写立登録ずるとき 



































































































ワンタツチダイヤルの營録- 

よく使う宛先のメールアドレスをワンタッチダイヤル （01 〜已0、 F 1 〜 F 10) に登録しておくこと 
びでさまず。 


フ 7 るシ 3 ン 0@ を押ず 

2 

©を押ず 

ダイヤルの登録 

1. ワンタッチダイヤルの登録 

2. 短縮ダイヤルの登録 



ワンタッチダイヤルの登録 
ボタン （1 〜日0、 F 1〜 F 1 0) 

を押してくださし、 


3 ワンタッチボタン （01 〜已0、 F 1~ F 10) を押ず 

-すでに登録されている内容びある場合、その番号び表示され 
ます。 

-まちがえたとさや登録済みのボタンを巧した場合は、 

0 (； 勺を巧し、ほかのワンタッチボタンを選べます。 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
ダイヤルを登録してください 
_ 外線 


4 に，-ネ，卜 1 を押し、巧巧のメールァドレス（最大巨〇衍）を 

例 


入れる 


-まちびえた場合は、を巧してカーソルを移動させ 

て1ク U 7- 1 で消してか5、入れ直しまず。 

ワンタッチダイヤル登録： 01 
アドレスを登録してください 
abc @ mgcs . mei . co . jp _ インターネット 

// 



5 を押ず 

-^ールアドレスが登録され 
ます。 

6 宛先名（最大20文字）を入れる 

-宛先の名前を入れまず。 

(■■•取扱説明書ファクス編を参照して < ださい） 

• 宛先入力は宛先シートを取り外して、宛先シート 
の下にある「文字シート」を使ってください。 

ワンタッチダイヤル登録： 01 
巧み名を登録してください 

東京本社_ 

入カモード：かな漢 

■ 




7 を押す 

-宛先名び登録されまず。 (■ワンタッチ ダイヤル 登録： 01 

•宛先名に登録した先頭の文字び、電話帳検索を 22ミ宝を^力して〈ださぃ 

ずるときの検索文字として表示されまず。 げ - 



8 検索文字を確認して^^を押ず 9 サブアドレスを登録して^^を押ず 


• 検索文字び登録されまず。 -ルーティングをサブアドレスで行ラ場合の 

サブアドレスび登録されまず。 

-システム登録の「1已 2 SU 巨ルーティン 
グ」ページ）の設定び"あり" 

の場合、登録でをます。 


ワンタッチダイヤル登録： 01 


ワンタッチダイヤル登録： 01 

サブアドレスを登録してくださし、 


数字 I D を登録してください 
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登録のしかた 


10 数字 ID を登録して^^を押ず 

-ルーティングを数字 ID で行ラ場合 
の数字 ID び登録されまず。 

-システム登録の n 已3数字 ID ルー 
ティ ング」 （—114 ぺージ）の設定 
び"あり"の場合、登録できまず。 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
発番号を登録してください 


11 発番号を登録して^^を押ず 

-ルーティングを発信者番号通知で行ラ場合の発 
番号び登録されまず。 

-システム登録の「17已発番号ルーティング」 
( M -1 1已ページ）の設定び"あり"の場合、 
登録でさまず。 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
モデムダイヤルイン番号 
V 、八を入力してください 


12 ダイヤルイン番号を選択して^^を押ず 

-ルーティングを数字モデムダイヤルインで 
行ラ場合のダイヤルイン番号び登録されま 
す。 

-システム登録の「176ダイヤルインルー 
ティ ング」 (—11 已ぺージ）の設定び"あ 
り"の場合、登録でをまず。 


ワンタッチダイヤル登まま： 01 

送信時 A 3一 

>B 4縮/ J 、 をしますか 

丄.しなし、 

2. する 


13 送信時の A3 原稿を B4 に縮小ずるか 
を設定ずる 

-り)または@を巧しまず。 

( — 30 ページ） 

-相手機の能力に合わせて設定しまず。 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
相手能力 （400 dpi ) の登録 
丄.しない 2. する 


14 送信時の画質を設定ずる 

- (3) または@を巧しまず。 

-ホ目手機の能力に合わせて設定しまず。 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
ダイレクト SMTP 登録しますか 
丄.しない 2.する 


15 ダイレクト SMTP 送信を設定ずる 

-り}または@を巧しまず。 

-システム登録の「172ダイレクト SMTP 」 
(—11 日ぺージ）の設定び"あり"の場 
合、登録でをまず。 


ワンタッチダイヤルの登録 
ボタン （1 〜己0、 F 1〜 F 1 0) 
を押してください 


16 続けてワンタッチダイヤルの登録 
びでさまず。手順 3 か 5 の操作を 
しまず。 


^7 (©を 押ず 


巧を)らだ 


• 登録を途中でやめるとさは0を巧してください。 

• 宛先名の先頭に50音 LU 外の文字を登録した時は、電話帳検索ずるとをの検索文字び 
登録されません。手順8で^^を巧ず前に、ワンタッチダイヤル F 1(あ）〜 

F 10(こ)、01(¢)〜38(ん）を使って検索文字を登録してください。 

参ワンタッチの41〜4日に登録したメールアドレスは、ワンタッチチェーン機能を 
使用できまず。（1«*34ページ） 


参他機種に 400 dpi で送信した場合、正常に通信でさないことびありまず。 

また、複数宛先を行った場合、 400 dpi の登録び「しない」で設定されている宛先 
び含まれていると、同報ずるずべての送信は 400 dpi で送信されません。 
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短縮ダイヤルの営録- 

よく使ラ宛先のメールアドレスを3巧の短縮番号（000〜日日日）に登録しておくことびでさまず。 


ファンろション と^を押ず 


ダイヤルの登録 

1 . ワンタッチダイヤルの登録 

2. 短縮ダイヤルの登録 


2 ( D を押ず 


短縮ダイヤルの登録設定数： 0000 
短縮番号を指定してください 
短縮：_ (3 怖） 


3 短縮番号（000〜999)を押ず 

-ずでに登録されている内容びある場合、その番号び表 
示されます。 

-まちびえた場合は、 （5) @を巧し、ほかの短縮番号を選 
ベまず。 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

ダイヤルを登録してください 
_ 外線 


4 にたと J を押し、宛先のメールアドレス（最大60柄) 
を入れる 

-まちびえたとさや登録済みのボタンを巧した場合は、 
@ @を巧して力ーソルを移動させて I ク IJ ァ — I 
で消してから、入れ直しまず。 


例 

短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
アドレスを登録してくださし、 
def @ mgcs . mei . co . jp _ インターネット 


5 を押ず 

-六ールアドレスが登録され 
ます。 

6 宛先名 (最大20文字）を入れる 

-宛先の名前を入れる。 

(■••取扱説明書ファクス編を参照して < ださい） 

• 宛先入力は宛先シートを取り外して、宛先シート 
の下にある「文字シート」を使ってください。 

短縮ダイヤルの登録 短縮 :001 

宛先名を登録してください 

ま京本社_ 

入カモード：かな漢 

■ 





を押ず 

• 宛先名び登録されまず。 

• 宛先名に登録した先頭の文字び、電話帳検索をず 
るとさの検索文字として表示されまず。 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

檢索文字を入力してください 
檢索文字：と 



8 検索文字を確認して^^を押ず 9 サブアドレスを登録して^^を押ず 


• 検索文字び登録されまず。 -ルーティングをサブアドレスで行ラ場合の 

サブアドレスび登録されまず。 

-システム登録の「1已 2 SU 巨ルーティン 
グ」 （■••114 ページ）の設定び"あり" 

の場合、登録でをます。 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
サブアドレスを登きましてくださし、 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

数字のを登録してください 
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登録のしかた 


10 数字 ID を登録して^^を押ず 

-ルーティングを数字 ID で行ラ場合 
の数字 ID び登録されまず。 

-システム登録の n 已3数字 ID ルー 
ティ ング」（■■114ページ）の設定 
び"あり"の場合、登録できまず。 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
発番号を登録してください 


11 発番号を登録して^^を押ず 

-ルーティングを発信者番号通知で行ラ場合の発 
番号び登録されまず。 

-システム登録の「17已発番号ルーティング」 
( M -1 1已ページ）の設定び"あり"の場合、 
登録でさまず。 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
モデムダイヤルイン番号 
V 、八を入力してください 


12 ダイヤルイン番号を選択して^^を押ず 

-ルーティングを数字モデムダイヤルインで 
行ラ場合のダイヤルイン番号び登録されま 
す。 

-システム登録の「176ダイヤルインルー 
ティ ング」 (—11 已ぺージ）の設定び"あ 
り"の場合、登録でをまず。 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
送信時 A 3 -B 4縮小をしますか 
丄.しない 2.する 


13 送信時の A3 原稿を B4 に縮小ずるか 
を設定ずる 

-り)または@を巧しまず。 

( — 30 ページ） 

-相手機の能力に合わせて設定しまず。 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
相手能力 （400 dpi ) の登録 
丄.しない 2. する 


14 送信時の画質を設定ずる 

- (3) または@を巧しまず。 

-ホ目手機の能力に合わせて設定しまず。 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

ダイレクト SMTP 登録しますか 
丄.しない 2.する 


15 ダイレクト SMTP 送信を設定ずる 

-り}または@を巧しまず。 

-システム登録の「172ダイレクト SMTP 
送信」 （ I **!! 已ぺージ）の設定び"あり" 
の場合、登録でをます。 


短縮ダイヤルの登まま設定数： 0001 
短縮番号を指をしてください 
短縮：_ (3 做 


16 続けて短縮ダイヤルの登録びでを 
まず。手順 3 か 5 の操作をしまず。 


17 



を押ず 


巧を)らだ 


• 登録を途中でやめるとさは0を巧してください。 

• 宛先名の先頭に50音 LU 外の文字を登録した時は、電話帳検索ずるとをの検索文字び 
登録されません。手順8で^^を巧ず前に、ワンタッチダイヤル F 1(あ）〜 

F 10(こ)、01(¢) ~38(ん）を使って検索文字を登録してください。 

参他機種に 400 dpi で送信した場合、正常に通信でさないことびありまず。 

また、複数宛先を行った場合、 400 dpi の登録び「しない」で設定されている宛先 
び含まれていると、同報ずるずべての送信は 400 dpi で送信されません。 
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營録済みメ_ルアドレスの変更- 

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに登録されている内容を変更しまず。 


ファンろ-ン0@ 


七乂 I 


を押ず 


ダイヤルの登损 

1. ワンタッチダイヤルの登思 

2. 短縮ダイヤルの登録 


2 り)または这)を押ず 

- CD : ワンタッチダイヤルを変更ずる場合 
-短縮ダイヤルを変更ずる場合 


例：川 


ワンタッチダイヤルの登録 
ボタン （1 〜50、 F 1〜 F 10) 

を押してください 



3 変更ずるワンタッチダイヤル （01 〜已0、 F 1 
〜 F 10) または短縮ダイヤルの番号（000〜 
999) を巧ず 

-登録されている内容び表示されまず。 


例：「ワンタッチ： 01」 

ワンタッチダイヤル登録： 01 
アドレスを登まましてく ださし、 
abc @ mgcs.mei .C0 jp インターネット 


4 


ごリア- ,を押ず 

-表示されている内容び消去 
されます。 


これか日先は、「ワンタッチダイヤルの登録」 

ページ）または r 短縮ダイヤルの登録」 
(|«*74 ページ）の手順 4 からの操作をしまず。 
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登録のしかた 


營録済みメールアドレスの消去- 

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに登録されている内容を消去しまず。 


77ンろ^3^0 を押ず 


ダイヤルの登録 

1 . ワンタッチダイヤルの登録 

2. 短縮ダイヤルの登録 


2 または@を押ず 

-0：ワンタッチダイヤルを消去ずる場合 
-短縮ダイヤルを消去ずる場合 


例：… 

ワンタッチダイヤルの登録 
ボタン （1 〜50、 F 1〜 F 10) 

を押してください 



3 消去ずるワンタッチダイヤル （01 〜已0、 F 1 〜 
F 10) または短縮ダイヤルの番号（000〜 999) を 
押す 

-登録されている内容び表示されまず。 

例：「ワンタッチ： 01」 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
アドレスを登録してください 
abc @ mgcs . mei . co.jp インター,ット 


4 ごリァ- 1を押ず 

-表示されている内容び消 
去されます。 


5 を押ず -を巧したあとに、手順3からの操作を 

繰り返せば、続けてメールアドレスの消去び 
-指定したワンタッチダイヤルび消去 でをまず。 

されまず。 


巧を)ごだ 


参ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルの変更および消去を途中でやめるとさは、©を 
巧しまず。 
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ssssssssssssssssssss s かか y 

もんが 


メールリモー 


卜登録 


この機能は簡単に自局情報のインターネットパラメーター、ワンタッチ、短縮ダイヤル、通信管理レ 
ポート等を、 PC から本機へ電モメールを送信ずることにより登録ちしくは内容の取り出しをずることび 
でをます。 

件名 "Subject" をコマンドラインフイールドとして利用ずることにより、本機は次の表のコマンドを処 
理することび出来まず。 



" Subject " コマンドライン 

機 能 

1 

#set pa 「 amete 「 s(pass\A/o 「 d)# 

インターネットパラメーターの登録 

2 

#get pa 「 amete 「 s(passw 曰 「 d)# 

インターネットパラメーターの取り出し 

3 

#set abbr(password)# 

ワンタッチ、短縮ダイヤ j レの登録 

4 

#get abb 「 (passw 日 「 d)# 

ワンタッチ、短縮ダイヤルの取り出し 

己 

#get jnl(passworcl)# 

現在の通信管理レポートの取り出し 


•"password" は本機の自局情報の登録設定項目に登録された U モートパスワード 
(例：1234567 89) のことでず。パスワードの両端はカッコ"〇"で囲まなければなりません。 
コマンドの両端は#で囲まなければな0ません。 

-コマンドラインは半ち文字で入力しなければな0ません。 

インターネット/《ラメーター® メールリモー- 

この機能は、 PC から電モメールを本機へ送信ずることにより便利にしかち簡単にインターネットパラ 
メーターを設定ずることびでさまず。 

次のパラメーターび、 PC か日 U モートで登録でさまず。その他のパラメーターは、本体側で自局情報の 
登録をしなければなりません。 

- FROM 選択（ユーヴー名：最大20文字まで） 

-ドメイン名 （ 中継許可ドメイン名：最大30文字まで） 

-デフオルトドメイン 
一管理ちメールアドレス 
-U モートパスワード 
一中継用パスワード 

本機は、 PC による電モメールの件名" Subject” に入力されたコマンドを解析し、インターネットパラ 
メーターの登録または取り出しを実行しまず。 

参データの登録をずるには ：#set parameters(passworcl)# と入力ずる。 

パスワードは、本機のユープーパラメーターで設定した U モートパスワードでず。 

(何 j :1234已巨 7879) 

このコマンドラインは、初めてご利用になる場合を想定していまずので、ずでにデータび設定されて 
いる場合は使用しないでください。現在の設定値は削除され上書をされてしまいまず。その場合は、 
次のページ81〜83に説明ずる取り出しを最初に実行してください。 

参データの取り出しをずるには:# get parameters(passworcl)# と入力しまず。 


るかろだ 


参この機能を利用ずるには、システム登録の n 已8メールI」モート登録」を"2:あり’’に 
変更する必要びありまず。 （!《• 100ページ） 

♦本機は、 PC からの電モメールを受信しまずび、受信したデータの内、英数字、ひ 
b びな、かたかなと第し2水準の漢字び記録可能でず。 
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登録のしかた 


インターネツトパラメーターを初めて営録する- 

電モメール本文にテキストで記述し本機の電モメールアドレスへ送信しまず。件名 "Subject" コマンド 
ラインは次のとおりでず。 


#set parameters (password)#: 

ここでいラ password は本機の自局情報にある U モートパスワードのことでず。セキユ U テイー確保の 
ために、 U モートパスワードは常に設定して<ださい。 


巧からだ 

ずでに登録済みデータびある場合は、現在の設定値び上書をされてしまいまずので、上記のコマンド 
を実行しないでください。まず最初に、自局情報 （ — 81 〜8日ぺージ）の取り出しと編集を行つ 
て、バックアップした後に実行してください。 


自局情報の記述サンプル例 
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(1) 宛先 （ To ) :本機のメールアドレス 

差出人 （ From ) :新規電子メールメッセージを作成する時、通常このフィールドは表示されませんび、デ 
フオルトの電子メールアドレスび入っています。このフィールドは、インターネットパ 
ラメーターの受信とエラーメッセージの通巧に使用されます。 

件名 （ Subject ) :データを登録するには# set parametersbassword ) #と記述してください。 

(2) @ sender end 

；発信ち ( FROM ) 情報を （2) の@ sender 〜@ end の間に記述します。 

24個しツ内で発信者選択用ユーヴー名称、メールアドレスを登録します。 

各データの区切りにセ5コロン （；） を記入します。しツ降のフィールドび空白の場合は、 
各区切りごとにセミコロン （；） を挿入します。 

各発信ち選択用の記述データは、単一行で完結する必要びあります。 

構文は <発信者選択番号>；<ユーヴー名称>:<メールアドレス> 

(3)01 〜24 :発信者選択番号の表示 
( b ) ユーヴー名称（かな漢字英数字20文字） 

(C) メールアドレス（最大已〇巧） 

(3) @ domain end 

:ドメイン名を （3) の@ domain 〜@ end の部分へ記述します。 

インターネット FAX から一般 FAX へ中継送信を許可するドメイン名を最大10個 
まで登録します。 

(4) @ system 〜@ end 

:インターネットパラメーターを （4) の@ system 〜@ end の部分へ設定します。 

登録するインターネットパラメーターはなのとおりです。 

( a ) デフオルトドメイン（最大30巧） 

構文は domain : <デフオルトドメイン> 

( b ) 管理ちメールアドレス（最大60析） 

構文は manager : <管理者のメールアドレス> 

(C) U モートパスワード撮大10析） 

構文は remote : < U モートパスワード> 

例にならって"’’で U モートパスワードを囲む必要びあります。 

(己）@ relay 〜@ end 

:中継用パスワードを（己）の@ relay 〜@ end の部分へ記述します。已個の中継用パス 
ワードび登録でさます。 

各データの区切りにセ5コ□ン （；） を記入します。 

構文は < 中継用パスワード番号> ; " <中継用パスワード> ": < 中継通信モード> : 

( a ) 01〜〇已：中継用パスワードま号の表示 

( b ) 中継用パスワード（最大10析） 

例にならって" " で中継用パスワードを囲む必要びあ D ます。 

(C) 中継時の通信モード 

指定する通信モードに巧して、下記指定文字を使用する必要びあります。 


中継通信モード 

指定文字 

外線 

G 3 

内線 

PBX 

G 4 ホ 

G 4 

G 3 ( 1 ) ホ 

G 3 I 


* G4/G 3 通信 ユニッ ト通信オプションを増設したとをのみ有効となります。 

: -r" • 「ユーヴー名称」 LU 外は半ち文字で入力してください。 

参 LU 下の場合、電モメール経由での登録はでさません。 

^ ^ ■ 通信予約びある場合 

- LAN ボードび動作中の場合 

参ご利用のメールアプ U ケーションによってはある一定の巧数に達ずると、本文途中 
で自動的に改行を行ラちのびありまず。その場合は、自動改行送りを無効にずる、 
一行あたりの巧数を増やず等の対応をして<ださい。 
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登録のしかた 


インター ネット パラメーターの 取り出し- 

現在のインターネットパラメーターをの取り出しをずるには、本機の電モメールアドレスへ、じ(下にお 
すコマンドラインを件名 "Subject" に記述してテキストメールを送信しまず。 


#get pa「amete「s(passw 日 「d)#: 

パスワードは、本機の自局情報へ登録された U モートパスワードのことでず。セキユ U ティー確保のた 
めに、 U モートパスワードは常に設定してください。 CCi 目 CC などの欄は空欄で送信してください。 

インターネットパラメーターの電子メール例 



(1) 宛先 ( To ) 
差出人 ( From ) 


件名 （ Subject ) 


本機の電子メールアドレス 

新規の電子ールメッセージを作成するとさ、このフィールドは通常は表示されませんが、 
デフオルト電子メールアドレスが入つています。このフィールドは、インターネットパラ 
メーターの受信とエラーメッセージの通知に使巧されます。 

データの取り出しをするには #get parameters ( password )# と記述してください。 


m 







































インターネットパラメーターの取り出し要ホを受信した後、本機は "From" の内容を参照して電モメール 
にてインターネットパラメーターをテキストメッセージとして返信しまず。 

インターネットパラメーター電子メール例 （ UF - A 800の場合） 



(1) 宛先 ( To ) 
差出人 ( From ) 
件名 （ Subject ) 


PC の電子メールアドレス 
本機の電子メールアドレス 
自局情報 U スト 


(2) ©sender — @end 

:発信者情報をに）の © sender - @ end の部分へ表示します。 

登録された24個(内の発信者選択用ユーヴー名、電子メールァドレスを表示します。 
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登録のしかた 


(3) @domain〜@end 

:設定されているドメイン名を （3) の ©domain- ©end の部分へ表示します。 

最大10個までのインターネットファクスからファクスへ中継送信を許可するドメイン 
名を表术します。 

(4) ©system — @end 

:設定されているインターネットパラメーターを （4) の @system 〜 @end の部分へ表 
ノ J 、します。 

表示されるインターネットパラメーターはなのとおりです。 

(a) デフォルトドメイン（最大60析まで） 

(b) 管理者用電子メールアドレス 
(幻 U モートパスワード 

U モートパスワードは、「*」で表示されます。 

(己） ©relay — @end 

；設定されている中継用ノ f スワードを （5) の ©relay- ©end の部分へ表示します。 
中禮用パスワードは、「*」で表示されます。 
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バックアップまたは取り出しをしたインタ-ネットパラメ-夕-の編集—— 

インターネットパラメーターを取り出した後、バックアップのために、その電モメールをテキストファ 
イル （.txt) として PC 上に保をしてください。 

インターネットパラメーターの変更を行ラにはじ(下の手順に従いまず。 

1. 新規メッセージの作成を行い、 To, From, Subject の各欄へ （1) のように記入しまず。 

宛先 （To) :本機の電モメールアドレス 

差出人 （From) :新規メッセージを作成ずる時に表示されません。通常このフィールドには、あ 
らかじめ設定されているデフォルトの電モメールアドレスび入りまず。 

件名 （Subject ) :データ登録のためには #set parameters(passworcl)# と記述してください。 

2. バックアップされたインターネットパラメーターのテキストファイルを開いて、新規メッセージの本 
文へ貼り付けまず。 

3. エラーとならないよラに、電モメール本文にヘッダー情報びある場合は削除してください。"ザ’に続 
く情報は削除してち、そのまま残しておいてもかまいません。 

4. 設定内容の編集を行いまず。 

已.ずべて完了したら、ファイルを別名で保をを還おして、拡張モ .txt でバックアップ用として保をして 
<ださい。 

6. 編集されたインターネットパラメーターを本機へ電モメールにて送信しまず。 
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登録のしかた 


本機のインターネットパラメーター電子メール例 （ UF - A 800の場合) 
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前ページの例では、管理者のメールアドレス、中継用パスワード、および1」モートパスワードを変更しました。 

(1) 〜（已） :「インターネットパラメーターを初めて登録する」 （leso ページ）を参照してくださ 

い。 

(己） :本機に電子メールを送信してインターネットパラメーターを再設定する前に、このへッ 

ダを削除する必要びあります。記号に続く情報は無視されます。したびって、 

し U 降は削除してち、そのまま残しておいてちかまいません。 
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登録のしかた 


ワンタッチ/短縮ダイヤルのメールリモート營録- 

この機能を使巧して、ご使用の PC から本機へ電モメールを送信ずることにより、ワンタッチと短縮ダ 
イヤルの変更、バックアップ、または再設定を簡単に行ラことびでさまず。 

本機は、 PC による電モメールの件名" Subject ” の行に入力されたコマンドを解析し、ワンタッチまた 
は短縮ダイヤルの登録または取り出しを実行しまず。 

電モメールの件名 " Subject " の行には、次の2種類のコマンドを入力できまず。 

1 ) データを設定ずるには 、 #set abbr ( passworcl )# と入力しまず。 

この pasword は、本機の自局情報に登録された U モートパスワードでず（例：1234已678日)。こ 
のコマンドを初めて使用ずるとをは、未使用のワンタッチ/短縮ダイヤルを自由に設定できまず（そ 
の前にワンタッチ/短縮ダイヤルのデータ U ストを受信ずる必要はありません）。希望のワンタッチ 
/短縮ダイヤルにずでにデータび登録されている場合は、このコマンドを送信ずると、既をの設定値 
び上書さされまず。したびって、既をのワンタッチ/短縮ダイヤルを編集ずる場合は、このコマンド 
ではなく、じ(下に説明ずる受信コマンドを使用ずることをお勧めしまず（■••日2〜日8ページ)。 

2) データを受信ずるには 、 #get abbr ( passworcl )# と入力しまず。 

"' r — 参この機能をち効にずるには、システム登録の「1已8 メール U モート登録」を"2: 
イ - 、 あり"に変更ずる必要びありまず （<100 ページ)。 
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ワンタッチ/短縮ダイヤルを体の削除- 

ワンタッチ/短縮ダイヤルのデータ全体を削除ずるには、電モメールの件名 " Subject " の行にじ(下のコ 
マンドを入力しまず。 

#set abbr ( password )#: 

この password は、本機の自局情報に登録された U モートパスワードでず。このコマンドを送信ずる前 
に、92〜98ページで説明ずるデータの取り出しと編集の手順に従って、 PC への既をデータの受信と 
バックアップを実行して < ださい。 

本機のワンタツチ/短縮ダイヤルのデータ全体を削除ずる場合は、電モメールの本文に LU 下のコマンド 
を入力します。 


©command 

delete 

©end 

このコマンドを © begin -© end ブ□ックの前に挿入して、ワンタッチ/短縮ダイヤルのデータ全体を 
削除し、新しいデータでワンタッチ/短縮ダイヤルを再設定ずることちできまず。 

この方法を使用ずれば、本機か b 返信される電モメールに「上書さ警告メッセージ」は表示されません。 



巧紀ろだ 


♦ " delete " を行った場合、ワンタッチボタンの内容は削除され、お買い上げ時の状 
態となりまず。 
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登録のしかた 


ワンタッチ/短縮ダイヤルを初めて登録する- 

電モメールの本文にテキストで記述し、本機の電モメールアドレスに送信しまず。電モメールの件名 
’’ Subject ” の行に、次のように入力しまず。 

#set abbr ( password )#: 

この password は、本機の自局情報に登録された U モートパスワードでず。 

ワンタッチ/短縮ダイヤルを初めて登録ずる場合の記述例をじ(下におしまず。 

ワンタッチ/短縮ダイヤルを初めてリモート登録ずる場合の記述例 
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通信モード 

指定文字 

外線 

G 3 

内線 

PBX 

G 4 ホ 

G 4 

G 3 I ( 1 ) * 

G 3 I 

LAN 

LAN 


* G 4/ G 3 通信ユニット通信オプションを増設したとをのみ有効となります。 
ルーティングヴフアドレス：ルーティングに使用されるヴフアドレス。（最大20巧） 
ルーティング！ □ま号：ルーティングに使用される数字 I □ま号。（最大20巧） 

ルーティング発信者ま号：ルーティングに使用される発信ちま号。（最大20巧） 
ルーティングモデムダイヤルインま号：ルーティングに使用されるダイヤルインま 

号。（最大20巧） 

(システム登録の「17己ダイヤルインルー 
ティ ング」 で登録した内容と一致しない場合 
は、無効になります。） 

電話番号の場合、シャープ記号讲）の後に入力します。 


(4) ©program — @end 

: Oprogram と @end の間にグループダイヤルまたは POP 手動受信キーとして登録され 
るワンタッチのデータを記述します。 

(a) ワンタッチ ： P01 〜 P 已〇、 F1 〜 F10 (GROUP のみ登録可能） 

(b) グループダイヤル名称：登録されるグループダイヤル名称（かな漢字英数字 20 文 

字）例にならって’’"で囲む必要びあります。 

(C) GROUP :ワンタッチをグループダイヤルとして設定するための構文。 


(1) 宛先 (To) 
差出人 (From) 


件名 （ Subject) 
(2) 励 ist 〜 @end 


(3) @be 呂 in 〜 @end 


本機のメールアドレス 

新規電子メールメッセージを作成する時、通常このフィールドは表示されませんび、デ 
フォルトの電子メールアドレスび入つています。このフイールドは、ワンタッチ/短縮 
ダイヤルデータの受信とエラーメッセージの通知に使用されます。 

データを登録するには、 #set abb 「 (|3assword)# と記述してください。 


倒 ist と @end の間に ©begin — @end の中に記述する内容を指定します。 

(a) entry - number :登録番号（必ず記述してください） 

(b) station — name :宛先名称（必要なとき入れます） 

(c) station - address :電子メールアドレスまたは電話ま号地■、ず記述してください) 
け Communication — mode :通信モード祕、要なとき入れます） 

(e)routin 目一 subaddress :ルーテイングサブアドレス（必要なとき入れます） 

(f )rautin 有 一 id - number :ルーテイング 数字 ID ま号（必要なとき入れます） 

(吕） 「 outin 呂一 hatuid :ルーテイング発番号（必要なとき入れます） 

(h)routin 有一 dialin :ルーテイングモデムダイヤルイン（必要なとき入れます） 


◎ begin 〜 @ end の間にワンタッチ/短縮ダイヤルのデータを記述します。 

各データフィールドの区切 D にセ5コロン （；） を記入します。しツ降のフィールドび空白 
の場合は、さ区切りごとにセ5コロン （；） を挿入します。 

各記述データは、単一巧で完結する必要びあ0ます。 

倒 ist 〜 @ end で記述した内容で構文を指定します。 © begin の前に @ list 〜 @ end を 
使って構文を指定していない場合は、デフォルトの構文はなのとおりになります。 

<登録番号>:<宛先名称>:<宛先のアドレス>:<通信モード>:<ルーティングヴ 
プアドレス> : <ルーテイング数字 !□> : <ルーテイング発番号> : <モデムダイヤル 
イン番号> 


(a) 


登録番号 
000〜999 


1001 

2001 


10已〇 
2010 


(b) 

( 巳） 


巧先名称 
宛先のアドレス 


け）通信モード 


:登録されるワンタッチ、短縮ダイヤルま号 
: 000 ~ 999の短縮ダイヤルま号を示します。 （ UF - A 700 は 
最大200個） 

: 01〜已〇のワンタッチま号を示します。 

:ワンタッチダイヤルとして登録される、フアンクシヨンキ ー F 1 
〜 F 10を示します。 

:登録される宛先名称（かな漢字英数字20文字） 

:電子メールアドレス（最大60析）または電話番号（最大已2 
巧） 

:通信モードを下記指定文字で登録します。 


e f 呂 h 










登録番号 
000〜999 

1001 ~10已〇 
2001〜2010 


POP 

POP ユーヴー名 
POP パスワード 
電子メールの受信後に POP ヴ 
ます。 

( off :削除しません on :削除します) 


登録されるワンタッチ、短縮タイヤルま号 

000 ~ 999の短縮ダイヤル番号を示します。 （UF-A 700 は 

最大200個） 

01〜已〇のワンタッチ番号を示します。 

ワンタッチダイヤルとして登録されている、フアンクシヨンキー 
F 1〜 F 10を示します。 

ワンタッチを POP 手動受信キーとして登録するための構文。 
登録される POP ユーヴー名（最大40巧の英数字） 

登録される POP パスワード（最大10巧の英数字） 

ノ（一上の電子メー J レを削除するかど5かを設定し 


: rr —- r " 参「宛先名称」し U 外は半ち文字で入力してください。 
cRs > nc !: 参 LU 下の場合、電モメール経由での登録はでさません。 

一〜 -通信予約びある場合 

- LAN ボードび動作中の場合 

♦電モメー j レで登録を行った後、登録結果の電モメー j しび返信されまず。 

参ご利用のメールアプ U ケーシヨンによってはある一定の巧数に達ずると、本文途中 
で自動的に改行を行ラちのびありまず。その場合は、自動改行送りを無効にずる、 
一行あたりの巧数を増やず等の対応をして < ださい。 


宣錄のしかた 


e f 呂 h 


ED 





ワンタッチ/短縮ダイヤルデータの取り出し- 

現在のワンタッチ/短縮ダイヤルの取り出しをずるには、件名 " Subject " にじ(下のコマンドを入力した 
電モメールを、本機の電モメールアドレスに送信しまず。 

#脚 abbr ( password )#: 

この password は、本機の自局情報に登録された U モートパスワードでず（例：1234已日78日)。 

CC 、 巨 CC と電モメールの本文は空欄にしてください。 

ワンタッチ/短縮ダイヤルデータの取り出しをずる場合の電子メールの例 



( 1 ) 


宛先 （ To ) :本機の電子メールアドレス。 

差出人 （ From ) :新規の電子メールメッセージを作成するとを、このフィールドは通常は表示されません 
び、デフオルトの電子メールアドレスび入つています。このフイールドは、ワンタッチ 
/短縮ダイヤルデータの受信とエラーメッセージの通巧に使用されます。 

件名 （ Subject ) :データの取り出しをするには 、 #get abbKpassword )# と入力します。 


Eg 













































登録のしかた 


本機は、現在のワンタッチ/短縮ダイヤルデータの取り出しを要巧ずる電モメールの受信後、本文にワ 
ンタッチ/短縮ダイヤルの情報び記述された電モメールを、 " From :" の行で指定されたアドレスに返信し 
ます。 

本機のワンタッチ/短縮ダイヤルの電子メール例 ( UF - A 800 の場合） 
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(1) 宛先 ( To ) : PC のメールアドレス。 

差出人 （ From ) ;本機の電子メールアドレス。 

件名 （ Subject ) :ワンタッチ/短縮ダイヤルリスト。 

(2) 倒 ist 〜趣 end ブ□ック 

: (2) の部分の剧 ist と趣 end の間に、趣 be 呂 in 〜 © end で使用している構文を表示しま 
す。 

(3) 趣 be 邑 in 〜 @ end ブ□ック 

: (3) の部分の趣 be 呂 in と趣 end の間に、本機に登録されている、ワンタッチ、短縮ダイ 
ヤルを表おします。 

(4) 趣 pro 邑 ram 〜趣 end ブ〇ック 

: (4) の部分の趣 pro 呂 ram と趣 end の間に、本機にグループダイヤルまたは P 日 P 手動受 
信として登録されているワンタッチを表示します。 
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登録のしかた 


バックアップまたは取り出しをしたワンタッチ/短縮ダイヤルの編集 


ワンタッチ/短縮ダイヤ J レのデータを記録した電モメー J しを本機から受信した後、バックアッ y のため 
に、その電モメールをテキストファイル （. txt ) として PC 上に保をしてください。 

ワンタッチ/短縮ダイヤルのデータを変更ずるには、じ(下の手順に従いまず。 

1. 新規メッセージの作成を行い、 To 、 From 、 Subject の各欄へ （1) のように記入しまず。 

宛先 ( To ) :本機の電モメールアドレス。 

差出人 （ From ): 新規メッセージを作成ずる時は表示されません。通常このフィールドには、あら 
かじめ設定されているデフォルトの電モメールアドレスび入りまず。 

件名 （ Subject ): データの登録のためには 、 #set abbr ( password )# と記述してください。 

2. バックアップされたワンタッチ/短縮ダイヤルのテキストファイルを開いて、新規メッセージの 
本文へ貼り付けまず。 

3. エラーとならないように、電モメール本文にヘッダー情報びある場合は削除してください。"ザ’に 
続く情報は削除してち、そのまま残しておいてちかまいません。 

4. ワンタッチ/短縮ダイヤルの編集を行いまず。 

已.ずべて完了したら、ファイルを別名で保をして、拡張モ . txt でバックアップ用として保をしてく 
ださい。 

6. 編集されたワンタッチ/短縮ダイヤルを本機へ電モメールにて送信しまず。 
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本機のワンタツチ/短縮ダイヤルの電子メール例 



(3) 
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登録のしかた 


(1) 宛先 （ To ) :本機のメールアドレス 

差出人 （ From ) :新規電モメールメッセージを作成する時、通常このフィールドは表示されませんび、デ 
フォルトの電子メールアドレスび入つています。このフイールドは、ワンタッチ/短縮 
ダイヤルデータの受信とエラーメッセージの通巧に使用されます。 

件名 （ Subject ) :データを登録するには 、 #set abbr (|3 assword )# と記述してください。 

に）倒 ist 〜 @end 

: @ list と @ end の間に ©begin — @ end の中に記述する内容を指定します。 

( a ) entry - number :登録ま号（必ず記述してください） 

( b ) station — name :巧先名称（必要なとき入れます） 

( c ) station - address :電子メールアドレスまたは電話番号祕、ず記述してください) 

( d ) communication — mode :通信モード祕、要なとき入れます） 

( e ) routing - subaddress :ルーテイングサブアドレス祕、要なとき入れます） 

(f )「 outin 有 一 id — number ：ルーティング I D 番号（必要なとき入れます） 

(吕 ） routing - hatuid :ルーティング発ま号（必要なとき入れます） 

( h)routing - dialin :ルーテイングモデムダイヤルイン（必要なとき入れます） 


(3) 盾) be 固 n 〜 @end 

: @ begin 〜@ end の間にワンタッチ/短縮ダイヤルのデータを記述します。 

各データフィールドの区切りにセ5コ□ン （；） を記入します。しツ降のフィールドび空白 
の場合は、各区切りごとにセ5コロン （；） を挿入します。 

各記述データは、単一行で完結する必要びあります。 

◎ list 〜 @ end で記述した内容で構文を指定します。 © begin の前に励 ist 〜 @ end を 
使って構文を指定していない場合は、デフォルトの構文はなのとおりにな D ます。 

<登録番号>:<宛先名称>:<宛先のアドレス>:<通信モード>:<ルーティング 
サブアドレス> : <ルーテイング数字 !□> ; <ルーテイング発番号> : <モデムダイヤ 
ルイン番号> 


( a ) 登録ま号 
000〜999 

1001 ~10已〇 
2001〜2010 

( b ) 宛先名称 

(C) 宛先のアドレス 

け）通信モード 


登録されるワンタッチ、短縮ダイヤルま号 

000 ~ 999の短縮ダイヤル番号を示します。 （ UF - A 700 は 

最大200個） 

01〜已〇のワンタッチま号を示します。 

ワンタッチダイヤルとして登録される、フアンクシヨンキ ー F 1 
〜 F 10を示します。 

登録される宛先名称（かな漢字英数字20文字） 

電子メールアドレス（最大巨0巧）または電話番号爆大已2 
巧） 

通信モードを下記指定文字で登録します。 


通信モード 

指定文字 

外線 

G 3 

内線 

PBX 

G 4 ホ 

G 4 

G 3 ( 1 ) ホ 

G 3 I 

LAN 

LAN 


* G 4/ G 3 通信 ユニッ ト通信オプションを増設したとをのみ有効となります。 

( e ) ルーティングサブアドレス：ルーティングに使用されるサブアドレス。（最大20 

お） 

(f ) ルーティング数字 I □:ルーティングに使用される数字 I □ま号。（最大20析） 

( g ) ルーティング発信者番号：ルーティングに使巧される発信者番号。（最大20析） 

( h ) ルーティングモデムダイヤルインま号：ルーティングに使用されるダイヤルインま 

号。（最大20巧） 

(i ) 電話番号の場合、シャープ記号が）の後に入力します。 


(4) @ pro 有 ram 〜 @end 


◎ pro 巨 ram と @ end の間にグループダイヤルまたは POP 手動受信キーとして登録され 
るワンタッチのデータを記述します。 

( a ) ワンタッチ ： P 01 〜 P 已〇、 F 1〜 F 10 ( GROUP のみ登録可能） 

( b ) グ j レープダイヤ j レ名称：登録されるグ j レープダイヤ j レ名称（かな漢字英数字20文 

字）例にならって""で囲む必要びあります。 

(C) GROUP :ワンタッチをグループダイヤルとして設定するための構文。 

( d ) 登録番号 ：登録されるワンタッチ、短縮ダイヤル番号 

000- 999 : 000- 999の短縮ダイヤルま号を示します。 （ UF - A 700 は 

最大200個） 

1001〜10已〇 : 01〜已〇のワンタッチ番号を示します。 

2001〜2010 :ワンタッチダイヤルとして登録されている、フアンクシヨンキー 
F 1 〜 F 10を示します。 

( e ) POP :ワンタッチを POP 手動受信キーとして登録するための構文。 
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(f ) POP ユーヴー名：登録される POP ユーヴー名（最大40析の英数字） 

( g ) POP パスワード：登録される POP パスワード（最大10析の英数字） 

( h ) 電子メールの受信後に POP サーバー上の電子メールを削除するかどラかを設定し 
ます。 

( off :削除しません on :削除します） 

(己） :これらの2つのワンタッチダイヤルび U ストに追加されました。 

(己） :本機に電子メールを送信してワンタッチ/短縮ダイヤルを再設定する前に、このヘッダ 

を削除する必要びあります。"ザ’記号に続く情報は無視されます。したびって、"がしツ降 
は削除しても、そのまま残しておいてもかまいません。 
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登録のしかた 


通信管理レポートの取り出し- 

通信管理レポートの取り出しをずるには、件名 " Subject " にじ(下のコマンドを入力した電モメールを、 

本機の電モメールアドレスに送信しまず。 

#get jnl ( password )#: 

この password は、本機の自局情報に登録された U モートパスワードでず（例：1234已678日)。 

通信管理レポートは、この電モメールを送信した PC に風言されまず。 

通信管理レポートの取り出しをした後、固定幅のフォント（例えば、ターミナルやクー U エ）に変換し 
て、取り出した通信管理レポートの内容を PC 上で位置合わせしてください。 

本機の自局情報に登録された管理者の電モメールアドレスに、通信管理レポートを送信したことを知ら 
せる別の電モメール ("Internet Fax Return Receipt ;") び送信されまず。 

参この機能をち効にするには、システム登録の「1已8 メール U モート登録」を "2: あり’’に 

ィ -^- 変更する必要びあります（■••100ぺージ)。 

参システム登録の「013通信管理レポート」と「1已7管理レポート送信」の設定び 
共に "2: あり’’の場合、通信管理レポートは自動で「1已7管理レポート送信」にて登録 
した宛先に送信されます。 
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ssssssssssssssssssss s かか y 


メー ルリ モー 


卜登録の設定 


1 77 る 

を押ず 

2 管理ちパスワードを入力 
し、 1 セット 1 を押ず 

3 メールリモート登録を選ぶ 

の思)®^"^を巧ず 

管理者パスワード 
パスワードを指をしてください 

システムの登録 (001-176) 

No . = _ (3 お） 

158 メールリモート登録設を：1 

1.なし 2 .あり 





4 "あり"を選ぶ 5 を押ず 6 ^を押ず 

@を巧ず \ bJ 


1己8 メールリモート登録設定：： 2 


160ドメイン名設定 設定：： 2 

1.なし 2.あり 


1.なし 2 .あり 


巧からだ 


参設定を途中でやめるとさは、©を巧して<ださい。 

• 設定項目の一覧は、114ページを参照してください。 
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ssssssssssssssssssss s かか y 

化んぶ 


登録のしかた 


中継同報の登録 


中継局の自局情報の営録- 

LAN 経由で受け付けた電モメールを、一般回線へ中継通信ずるのに必要な中継局の情報を登録しまず。 
あらかじめ、システム登録の「142 LAN 中継機能」を"あり"に設定しておいてください。 

(••日1ぺージ） 

• 中継用パスワード（受信した電モメールび中継同報指示であることを判定ずるために使用しまず。 
(—巨3ぺージ )） 

• 管理ち用メールアドレス（中継同報の指示を受け付けたことを電モメールで管理者に通知ずるために 
■(ま用し声す （f ぺ一ごり） 

参中継許巧用ドメイン名（中継同報の受け付けを許巧ずるインターネットフアクスや P 巳のドメイン名 
を登録します。（1«*63ページ)） 


1 パる W のの A 

を押ず 

Z 管理ちパスワードを入力 
し、^^^を押ず 

3 (2) または (2) を押して、阳 
継用パスワード J を表示させる 

' 中継用パスワードはのり〜の哥 
の巳件まで登録び巧能です。 

管理者パスワード 
パスワードを指をしてください 

中継用パスワード （0 1) 




4 中継用パスワード（最大 10 夕字）を入れる 

5 1 セント 1 を押ず 

-片ンタッチダイヤル/と 广 テン キー/で最大 10 文き 
の英数字を入力でさまず。 

-通信ポートの登録をしまず。 

例 

中搬用バスワード （0 1) 

RELAY— 

中継通信モード/回線設定：1 

1. 外線 2. 内線 


1 


6 通信ポートを選択してを押ず 7中継用パスワードの已）まで 

.手順3〜已を繰りおして中継用パスワード 登録して^^を押ず 

(01) - (05) を登録してください。 


中継用パスワード （0 2) 



管理者メールアドレス（最大巨 0 柄）を入れる 

9 1セツ ト 1 を押ず 

-次の登録項目に移りまず。 


- /ワンタッチダイヤル/ と/~ テンキー /で最大日0わの英 
数字を入力でをまず。 


管王ま者メールアドレス 

1 

/ 


70中継許可用ドメイン名（最大 30 文字）を入れる 

- /ワンタッチタィヤ ル/ と / テンキ-/ で最大30文字の英数字を入 
力でさます。 

•手順9〜10を繰0返してドメイン名 （01) 〜 （10) を 
登録して < ださい。 

-必要なドメイン名の入力び終了したら、手順10へ進んで 
<ださい。 


Bin 














































IL 七ット」 を押ず 12 

-©を巧ず前に@(2)を巧ずと、登録 
内容の確認びでさまず。 



を押ず 


-待機状態に戻りまず。 


る'からだ 
• 


• メールアドレスなどの入力をまちびえたとをは、（ろ0や I ^ U 7- I を巧して入れ直 
して < ださい。 


• 自局情報の登録を途中でやめるとさは、@を巧してください。 

♦中継用パスワードは、外部からの不正利用を防ぐため、慎重な管理を行ってくださ 


し、。 
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登録のしかた 


ワンタッチダイヤルの營録- 

ワンタッチダイヤルに、 r 宛先の電話番号」と共に、中継局を登録しておくと、原稿をセットして 
I ワンタッチグイサル I 、( 。^を巧すだけで中継同報の指定びでをまず。（I••已日ページ） 

参中継情報を登録したい時は、あらかじめシステム登録の「104短縮ダイヤル情報」を"あり"に設 
定しておいて < ださい。 

♦あらかじめシステム登録の「140 LAN 中継指示」を"あり"に設定しておいてください。 


1 77 るショで）这)^^ を押ず 

2 任) を押ず 


ダイヤルの登録 

1. ワンタッチダイヤルの登録 

2. 短縮ダイヤルの登録 


ワンタッチダイヤルの登録 
ボタン （ 1〜5 0、 F 1 〜 F 10) 

を押してください 






3 /ヮン タッチダィャル/ (01 〜已0、 F 1~ F 10) を押す 

-すでに登録されている内容びある場合、その番号び表おさ 
れまず。 

-まちびえたときや登録済みのボタンを巧した場合は、@ま 
たは 0) を巧し、ほかのワンタッチボタンを還べまず。 

-「アドレスを登録してください」と表おされた場合は、 

ご U_ ゎ J を巧して切り替えてください。 


例：「ワンタッチ： 01」 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
ダイヤルを登録してください 
_ 外線 


4 巧巧のダイヤルま号（最大 52 巧）を入れる 

例 

-まちびえた場合は、©または@を巧して力ーソルを - 

一 ^ ワンタッチダイヤル登録： 01 

移動させてI クリァ~ Iで消してから、入れ直します。 ダィャルを登録してくださぃ 

I -1 1 0334952973. 外線 


5 1 セント 1 を押ず 

-ダイヤル番号び登録されまず。 

J 

0 宛先名（最大 20 文字）を入れる 

-宛先の名前を入れまず。 

(■••取扱説日月書ファクス編を参照してください） 

-宛先入力は r 文字シート」を使ってください。 

例 

ワンタッチダイヤル登録： 01 
宛先名を登録してください 

まを本社 

入カモード：かな漢 

■ 





セット 


J を押ず 


8 


検索文字を確認して I セント」 を押ず 


宛先名び登録されまず。 

宛先名に登録した先頭の文字び、電話 
帳検索をずるとをの検索文字として表 
示されまず。 


• 検索文字び登録されまず。 

• システム登録の「107代行宛先通信」 
(wr 取扱説明書フアクス編を参照して 
ください）の設定び"あり"の場合、 
登録でをまず。 


ワンタッチダイヤル登损：01 
検索文字を入力してください 
検索で字：と 


代行巧先を登録してください 
短縮：_ (3 惭 
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9 代行巧巧を入れて I セツト I を押ず 10 ©を押ず 


特殊通信磯能を登録しますか 

1 . はい 2. いいえ 


中継情報を登録しますか 
1 . 中継機 2. 中継權政外 

3. LAN 中継 4. いいえ 



11 な) を押ず 

12 メールアドレスが登録されている短縮、 
ワンタッチを指定し、 1 セット 1 を押す 

-まちびえたときは 1 ク U 7一 1 を巧して、指 
定し直します。 

LAN 中継局の登録 
宛先を指をしてください 

ワンタッチダイヤル登録： 01 
送信時 A 3 -^B 4縮小をしますか 
丄.しない 2.する 




13 送信時の A 3 原稿を B 4 に縮ルずる 
か、しないかを設定ずる 

-り)または (D を巧しまず。 

-ホ目手機の能力に合わせて設定しまず。 
(が〇 ページ） 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
相手能力 {400 dpi ) の登録 
丄.しない 2. する 


14 送信時の画質設定を設定ずる 

-り)または@を巧しまず。 

-ホ目手機の能力に合わせて設定しまず。 


ワンタッチダイヤル登録 
ボタン （ 1〜己0、 F 1 〜 F 10) 

を押してください 


15 16 

-システム登録の「172ダイレクト SMTP」 

( lell 已ページ）の設定び"あり"の場合、 

ダイレクト SMTP 送信び登録でさまず。 

-続けてワンタッチダイヤルの登録びでさまず。 

手順3からの操作をしてください。 



を押ず 


• 待機状態に戻りまず。 


• ワンタッチダイヤルの登録を途中でやめるとさは、©を巧しまず。 

♦手順已でダイヤル番号として登録でさるのは、数字、*、#、ポーズ（一）、I''一 
ン（/)、モニター(スペース）の最大已2巧でず。 

• 手順12で指定ずるワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルには中継局に登録されてい 
る中継用パスワードび登録されているメールアドレスに含まれていなければなりま 
せん。（—*107ぺージ） 

参他機種に 400dpi で送信した場合、正常に通信できないことびありまず。 

また、複数宛先を行った場合、 400dpi の登録び「しない」で設定されている宛先 
び含まれていると、同報ずるずべての送信は 400dpi で送信されません。 
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登録のしかた 


短縮ダイヤルの営録- 

短縮ダイヤルに、 r 宛先の電話番号」と共に、中継局を登録しておくと、原稿をセツトして I @ ^ ■短縮 
番号（000〜999)、^を巧ずだけで中継同報の指定びできまず。 

参中継情報を登録したい時は、あらかじめシステム登録の「104短縮ダイヤル情報」を"あり"に設 
定しておいて < ださい。 

参あらかじめシステム登録の「140 LAN 中継指示」を"あり"に設定しておいてください。 



ダイヤルの登録 

1. ワンタッチダイヤルの登録 

2. 短縮ダイヤルの登録 


短縮ダイヤルの登録設定数： 0000 
短縮香号を指をしてください 
短縮：_ (3 做 


3 短縮番号（000〜999)を押ず 

-ずでに登録されている内容びある場合、その番号び表おさ 
れます。 

-まちびえたとさや登録済みのボタンを巧した場合は 、@ま 
たは (2) を巧し、ほかの短縮ボタンを選べまず。 

-「アドレスを登録してください」と表おされた場合は、 

ご I を巧して切り替えてください。 


例：「短縮： 001」 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

ダイヤルを登録してください 
_ 外線 


4 巧巧のダイヤル番号（最大已2衍）を入れる 

-まちびえた場合は、または@を巧してカーソルを移 
動させて, クリア - J で消してか日、入れ直しまず。 


例 


短縮ダイヤルの登録 

短縮:001 

ダイヤルを登録してください 

0334919191_ 

外線 


5 1 セツト 1を押ず 

-ダイヤル番号び登録されまず。 

6 宛先名（最大20文字）を入れる 

-宛先の名前を入れます。（■••取扱説明書ファク 
ス編を参照して < ださい） 

-宛先入力は r 文字シート」を使ってください。 

例 

短縮ダイヤルの登録 短縮:0日1 

宛先名を登録してください 

東京本社 

入カモード：かな漢 

■ 




7 I セツト 1 を押す 

-宛先名び登録されまず。 

-宛先名に登録した先頭の文字び、電 
話帳検索をずるとさの検索文字とし 
て表示されます。 


短縮ダイヤルの登録短縮： 001 
検索文字を入力してください 
検索文字：と 


8 検索文字を確認して I セツト I を押ず 

-検索文字び登録されまず。 

-システム登録の「107代行宛先通信」 
( I ••取扱説明書フアクス編を参照して 
ください）の設定び"あり"の場合、 
登録でをまず。 


代行宛をを登録してください 
短縮：_ (3 做 


10己 































9 代行巧巧を入れてを押ず 

10 ©を押ず 

特殊通信機能を登録しますか 

1 . はい 2. いいえ 1 

中継情報を登録しますか 

1. 中継機 2. 中継磯ムソ外 

3. L A N 中継 4. いいえ / 

1 

/ 


11 な) を押ず 

12 メールアドレスが登録されている短縮、 
ワンタッチを指定し 1 ^ッ^' 1 を押ず 
-まちびえたとをは1ク IJ ァ - 1を巧して、 

指定しなおしまず。 

L AN 中継局の登録 
宛先を指をしてください 

短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
送信時 A 3 -B 4縮小をしますか 
丄.しない 2. する 



13 送信時の A 3 原稿を B 4 に縮ルずるか 
を設定ずる 

-り)または@を巧しまず。 

-ホ目手機の能力に合わせて設定しまず。 
( — 30 ページ） 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
相手能力 （400 dpi ) の登録 
丄.しない 2.する 


14 送信時の画質設定を設定ずる 

-または ( D を巧しまず。 

-相手機の能力に合わせて設定しまず。 


短縮ダイヤルの登録設定数:0001 
短縮番号を指をしてください 
短縮：_ (3 巧） 


15 


システム登録の「172ダイレクト SMTP 」 
( MTll 已ページ）の設定び"あり"の場合、 
ダイレクト SMTP 送信び登録できまず。 
続けて短縮ダイヤルの登録びでさまず。 

手順3か日の操作をしてください。 



$紀らだ 


• 短縮ダイヤルの登録を途中でやめるとさは、0を巧しまず。 

♦手順已でダイヤル番号として登録でをるのは、数字、*、#、ポーズ（一）、トー 
ン（/)、モニター(スペース）の最大已2巧でず。 

参手順12で指定ずるワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルには、中継局に登録されて 
いる中継用パスワードび登録されているメールアドレスに含まれていなければなり 
ません。 （■•■ lO ? ぺージ） 

参他機種に 400 dpi で送信した場合、正常に通信でさないことびありまず。 

また、複数宛先を行った場合、 400 dpi の登録び「しない」で設定されている宛先 
び含まれていると、同報ずるずべての送信は 400 dpi で送信されません。 
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ご^を巧ず 

宛先名が登録されます。 

宛先名に登録した先頭の文字が、電話 
帳検索をするとをの検索文字として表 
示されます。 


4 巧巧のメールアドレス（最大60衍）を入れる 

5 1 セ' ント 1を押す 

-中継局に登録されている中継用パスワードを含 

-メールアドレスび登録され 

むメールアドレスを登録しまず。 

か9 〇 

-まちびえた場合は、0または〇を巧してカー 


ソルを移動させて 1 クリァ — 1 で消してから、入れ 



直します。 


例 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

アドレスを登録してください 
RELAYG 3@ FAX.com インタ-ネット 


短縮ダイヤルの登まま 短縮:001 

宛先名を登録してください 


名古屋ち店 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

入カモード：かな漢 


検索で字を入力してください 

■ 


検索で字：な 


登録のしかた 


中継局の營録- 

ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに、中継局を登録しておくと、ワンタッチダイヤル（または短 

縮ダイヤル）で宛先を指定した後、 f 。^を巧ずだけで中継同報の指おびでさまず。 

• 同報機能を持った中継局を、ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録しまず。 

• 中継局はメールアドレスび登録された宛先のみでず。 


フアンクシ三 
〇 


の ©I 


七、. 


；] を巧ず 


Z @を押ず 


ダイヤルの登録 

1. ワンタッチダイヤルの登録 

2. 短縮ダイヤルの登録 


短縮ダイヤルの登録設定数： 0000 
短縮番号を指をしてください 
短縮：_ (3 お） 


J 短縮番号（000〜999)を押す 

-ずでに登録されている内容びある場合、その番号び表 
示されます。 

-まちびえたとさや登録済みのボタンを巧した場合は、 
@または (2) を巧し、ほかの短縮ボタンを選べまず。 

-「ダイヤルを登録してください」と表おされた場合は、 
を巧して切り替えて<ださい。 


例： r 短縮001」に中継局を登録 
する 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

アドレスを登録してください 

インタ-ネット 


る 

れ 

入 

を 


巧だ巧 
f くを 
- 5 て J 
〇し卜 
ず照 I 
ま参シ 
れを字 
入編文 
をス r 

ホ前クは 
最名ァカ；： 
のフ入が 
巧先書先ド 
洗宛明宛 / 
宛- 

6 


巧 

文 

〇 

吕 
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8 検索文字を確認して 1 セット 1 を押ず 

-検索文字び登録されまず。 

9 サブアドレスを登録して 1 セツト1 を押ず 

-サブアドレスび登録されまず。 

-システム登録の「1已2 SU 巨ルーティ 
ング」（■■•114ぺージ）の設定び"あ 
り"の場合、登録でをまず。 

短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
サブアドレスを登録してください 

短縮ダイヤルの登録 短縮:0日1 

数字1 D を登録して〈ださい 




11 送信時の A 3 原稿を B 4 に縮小ずるかを設定ずる 


10 数字 ID を登録して I セント I を押ず 

-数字 ID び登録されまず。 

-システム登録の「1已3数字 ID ルー 
テイング」ぺージ）の設定 
び"あり"の場合、登録できまず。 

短縮ダイヤルの登録 短縮: 001 
送信時 A 3 - ►B 4縮小をしますか 
丄.しない 2.する 


-り)または@を巧しまず。 

• 相手機の能力に合わせて設定しまず。 
(•30ページ） 

短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
相手能力 （4 0 0 dpi ) の登损 
丄.しない 2.する 


1 


12 送信時の画質を設定ずる 

-り)または@を巧しまず。 

-ホ目手機の能力に合わせて設定し 
ます。 

1 

13 ダイレクト SMTP 送信を設定ずる 

-©または@を巧しまず。 

-システム登録の「172ダイレクト SMTP 送 
信」 （ la ' ll 已ページ）の設定び"あり"の場 
合、登録でをまず。 

短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

ダイレクト SMTP 登録しますか 
丄.しない 2.する 

短縮ダイヤルの登録設を数： 0001 
短縮番号を指をしてください 
短縮：_ (3 巧） 




14 続けて短縮ダイヤルの登録 
がでさまず。手順 3 か 5 の 
操作をしまず。 



• 登録を途中でやめるとさは@を巧してください。 

• 宛先名の先頭に已〇音じ(外の文字を登録した時は、電話帳検索ずるとさの検索文字に 
登録されません。手順8で I セット」 を巧ず前に、ワンタッチダイヤル F 1 (あ）〜 F 1 0( 
こ)、01 ( さ）〜38(ん）を使って検索文字を登録してください。 

参他機種に 400 dpi で送信した場合、正常に通信できないことびありまず。 

また、複数宛先を行った場合、 400 dpi の登録び「しない」で設定されている宛先 
び含まれていると、同報ずるずべての送信は 400 dpi で送信されません。 
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ssssssssssssssssssssssssssssyv 

化んぶ 

—テイングの登録 


登録のしかた 


ルーティング通信で転送ずる宛先をワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録ずる際に、ルーティング 
するための条件 （ G 3 送信機からの数字 ID やサブアドレス等）を登録しまず。 

ファクス通信時の送信側から送られてさたサブアドレス、数字の、発番号、モデムダイヤルインのいず 
れかび本機のワンタッチダイヤル等に登録されているルーティングの条件と一致した場合に、そのワン 
タッチダイヤルまたは短縮ダイヤルの宛先に転送しまず。あらかじめシステム登録の「1已2 SUB ルー 
ティ ング」、 「1已3数字 ID ルーティング」、「17已発番号ルーティング」、「176ダイヤルインルーティ 
ング」のいずれかで、利用できる項目を"あり"に設定しておいてください。 （■••4 日ページ、 

114ページ、11已ページ） 


ワンタッチダイヤルの登録 


1 「ダイヤルの登録」の「ワンタッチダイヤルの登録」の手順8までの操作を行ラ（■••フ吕ペー 
ジ） 

•あらかじめシステム登録の「1已2 SU 目ルーティング」、「1已3数宇 ID ルーティング」、 
「17已発番号ルーティング」、「176ダイヤルインルーティング」のいずれか、利用でき 
る項目を"あ 0" に設定してお<と次の表示びされまず。 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
サブアドレスを登録してください 


2 サブアドレス（最大吕〇柄）を登録ずる 

例：「1234已日7」 

3 I セッ ト I を押ず 

ワンタッチダイヤル登録：01 

サブアドレスを登録してくださし、 / 

1234567 / 

ワンタッチダイヤル登録： 01 
数字1 D を登録してください 

I 

/ 


4 

数字 ID (最大 20 柄）を登録ずる 5 

例：……11」 

セツトた: tm 寸 

I を J 中す 


ワンタッチダイヤル登録： 01 


ワンタッチダイヤル登録： 01 


数字 1 D を登録して〈ださい 


発番号を登録してください 


1111111_ 


こ _ _ 


6 発番号（最大20巧）を入力ずる 


セット 


] を巧ず 


例：「111111」 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
発番号を登録してください 

111111 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
モデムダイヤルイン番号 
V 、八を入力してください 


8 モデムダイヤルイン番号を入力ずる 9 ット ■を押ず 

- (5) または@を巧して、モデムダイヤルイン •なの設定を続けて行いまず。 

番号を選びまず。 • 已〇ページ） 


ワンタッチダイヤル登録： 01 
モデムダイヤルイン番号 
02 0387654321 


109 


























参ワンタッチダイヤルの登録を途中でやめるときは、 @ を巧してください。 

-参数字 ID によるルーティングを行ラときは、送信側のファクスに登録されている数字 

ID と同一内容の数字を、ワンタッチダイヤルの転送用相手数字 ID に登録してくださ 
し、ただし、スペース、" + " など数宇じ(外は削除して比較しまず。 

参システム登録の「1已2 SU 巨ルーティング」び"なし"に設定されている場合、手 
順3の画面から始まりまず。 

参システム登録の「1已3数字 ID ルーティング」び"なし"に設定されている場合、 
手順3で ^ ント J を巧ずと手順已の画面に進みまず。 

• システム登録の「17已発番号ルーティング」び"なし"に設定されている場合、手 
順已で， セント I を巧ずと手順7の画面に進みまず。 

♦システム登録の「17日ダイヤルインルーティング」び"なし"に設定されている場 
合、手順7で， セツト J を巧ずと手順日に進みまず。 


11151 











登録のしかた 


短縮ダイヤルの営録 


1 「ダイヤルの登録」の「短縮ダイヤルの登録」の手順8までの操作を行ラ （ l «■74 ぺージ） 

-あらかじめシステム登録の「1已2 SU 巨ルーティング」、「1已3数字 ID ルーティング」、 
「17已発番号ルーティング」、「176ダイヤルインルーティング」を"あり"に設定して 
お < と次の表示びされまず。 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
サプアドレスを登まましてください 


Z サブアドレス（最大吕〇巧）を登録ずる 

例：「7654321」 


セ、. 


] を巧ず 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 
サブアドレスを登録してください 
7654321 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

数字 I D を登録してください 


4数字 ID (最大 20 巧）を登録ずる 

例：「2222222」 


5 


セ、- 


] を}甲ず 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

数字 I D を登録してください 
2222222 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

発番号を登録してください 


6 発番号（最大吕〇衍）を入力ずる 7 I セット」 を押ず 


例：「2222222」 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

発番号を登録してください 
2222222 


短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

モデムダイヤルイン番号 
V 、八を入力してください 


8 モデムダイヤルイン番号を入力ずる 9 I セット J を押ず 

-@または 0) を巧して、モデムダイヤ -次の設定を続けて行いまず。 

ルイン番号を選びまず。 

例 

短縮ダイヤルの登録 短縮:001 

モデムダイヤルイン番号 
010312345678 


Em 




















参短縮ダイヤルの登録を途中でやめるときは、©を巧してください。 

- . ♦数字 ID によるルーティングを行ラときは、送信側のファクスに登録されている数字 

ID と同一内容の数字を、短縮ダイヤルの転送用相手数字 ID に登録して<ださい。た 
だし、スペース、" + " など数字じ(外は削除して比較しまず。 

参システム登録の「1已2 SU 巨ルーティング」び"なし"に設定されている場合、手 
順3の画面から始まりまず。 

参システム登録の「1已3数字 ID ルーティング」び"なし"に設定されている場合、手 
順3で ント I を巧ずと手順已の画面に進みまず。 

参システム登録の「17已発番号ルーティング」び"なし"に設定されている場合、手 
順已で， セ'ソト I を巧ずと手順7の画面に進みまず。 

参システム登録の「17己ダイヤルインルーティング」び"なし"に設定されている 
場合、手順7で， セント ，を巧ずと手順日に進みまず。 


nig 
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登録のしかた 


システムの登録 


システム営録のしかた 


77ンろションのを押ず 2 な)产^を押ず 5 管理をパスワードを入力し、 

を押ず 


登録モード （1-7) 

番号入力または V 、八 
を入力してください 


管巧者/《スワード 

バスワードを指をしてください 


システムの登録 

(001-176) 

No . = _ 

(3 惭 


4 設定ずるま号 （3 巧）を入 
れ、を押ず 

例：「003」 


r システム登録一覧表」（■••取扱説明書ファクス編およ 
び114ページ）を参照して、設定番号を還おしまず。 

設定番号をまちびえたとさは、 7- j を巧して、指定 
し直します。 


003ハーフトーン 設定：：1 

1. なし 

2. きれい 3. はやい 


5 設定値を選ぶ 

-「システム登録一覧表」 （ Mr 取扱説明 
書ファクス編および114ページ）を 
参照して、設定値を還がします。 


003ハーフトーン 

設を：1 

1.なし 


2. きれい 3. 

はやい 


6 を押ず 

-続けて、表示されている項目の設定び 
でをまず。手順4からの操作を繰0返 
します。 


004済みスタンプ 設定:： 2 
1.なし 2 .あり 



7 (0 对，す 

-待機状態に戻りまず。 


— zrrr " 参システム登録を途中でやめるとをは、©を巧しまず。 

み'巧 

■ ♦手順4の画面を表示しているとき、@ (2) を巧ずと、ほかの設定項目び選べまず。 



























システム營録一覧表 


本インターネット FAX ユニットを設置したときに「システム登録」へ次の項目び追加されまず。 
お買い上げ時は、下線の位置に設定されていまず。 


設定番号 

設定項目 

設定値 

説明 

140 

LAN 中継指示 

1 

なし 

"あり"にずると、 LAN 経由の中継送信の指示を 



2 

あ0 

行いまず。 

141 

LAN 縮ル送信 

1 

なし 

"あり"にずると、 LAN 経由にて送信ずるときに 



2 

あ0 

A4 サイズに縮ルされて送信しまず。 

142 

LAN 中継機能 

1 

なし 

"なし"にずると、 LAN 中継動作を行いません。 



2 

あ0 


143 

LAN 中継結果お 

1 

なし 

LAN 中継の結果を指示元に返送ずるとさの条件 


送 

? 

を捕信 

を還びます。 



3 

異常時 


14己 

FROM 選択機能 

1 

なし 

発信元やメールの From 欄の内容を選べるよラに 



2 

あ0 

ずるとさに、"あり"にしまず。24個のユープー 





名称（最大20文宇）とメールアドレス爆大 





己0巧）を登録でさまず。 

146 

POP 取得間隔 

03か 

POP サーノ（一へメールの到着の確認をずる間隔 



の 

〜己〇[分]) 

を設定しまず。 

147 

POP 自動受信 

1 

なし 

"なし"にずると、 POP 取得時、自動受信しませ 



2 

お 0 

ん。 

148 

POP 受信後削除 

1 

なし 

"なし"にずると、 POP 受信後メール削除しませ 



2 

あ0 

ん。 

149 

POP エラー 時削 

1 

なし 

"あ 0" にずると、 POP サーバーに受信でをない 


除 

2 

あ0 

メールび来たとさにこのメールを削除しまず。 

150 

送達確認 

1 

なし 

LAN 受信時の結果を送信元に返送ずるとさ設定 



2 

あ0 

し占^ 〇 

151 

メールヘッダー表 

1 

なし 

メールを受信したとさにプ U ントずるヘッダーの 


示 

2 

全て 

内容を設定しまず。 



3 

編集 


152 

SU 巨ルーティン 

1 

なし 

サブアドレスによるルーティングを行ラときに 


グ 

2 

あ0 

"あり"にしまず。 

1已3 

数字 ID ルーティン 

1 

なし 

数字 ID によるルーティングを行ラときに"あり" 


グ 

2 

あ0 

にしまず。 

1已4 

ルーティング時 

1 

中継局 

ルーティングにより、 LAN へメールを送るとき 


FROM 

2 

お示居 

の From 欄の内容を選びまず。 

1已己 

ルーティング時出 

1 

單苗院 

ルーティング時に、受信した原稿を自局でプリン 


力 

2 

全通信 

卜ずる設定を選びまず。 

1已7 

管理レポート送信 

1 

なし 

"あり"にずると、管理レポートを登録された宛 



2 

あ0 

先へ送信しまず。 

1已8 

メール U モート登 

1 

なし 

メールによる PC か日短縮登録を行ラとき"あ 


録 

2 

あ0 

り"にしまず。 

160 

ドメイン名設定 

1 

なし 

直接ダイヤルで送るとさ、ドメイン名を入れて送 



2 

あ0 

信ずるとき"あり"にしまず。 

161 

DNS 設定 

1 

なし 

インターネット通信を行ラとをに DNS サーバー 



2 

あ0 

を使うときは"あり"にしまず。 

163 

ルーティングへッ 

1 

なし 

ルーティング時に、ルート局のヘッダー情報を付 


ダ 

2 

あ D 

けるとさに"あり"にしまず。 

16己 

スキャナ解像度 

1 

細密 

ネットワークスキャナーとしての解像度を設定し 



2 

ノ 1かい 

ます。 

168 

巳巳 /B 巳巳 宛先 

1 

なし 

CC/BCC 宛先指定の設定をしまず。 



2 

あ0 


170 

SMTP 認証 

1 

なし 

SMTP 認証の設定をしまず。 



2 

あ0 

"あり"に設定した場合は、自局情報で SMTP 認 





証名、 SMTP 認証ノ（スワードび登録でをまず。 


114 

























































登録のしかた 


設定番号 

設定項目 

設定値 

説明 

172 

ダイレクト 

SMTP 送信 

1:なし 

ダイレクト SMTP の設定をち効にしまず。 

2 :あ0 

17己 

発番号ルーティン 
グ 

1:なし 

発信者番号によるルーティングをずる場合に"あ 
り"に設定しまず。送信側ファクスから送日れて 
くる発信ち番号で、本機に登録されている宛先に 
ルーティングずることび可能でず。 

本項目を利用ずる場合は、システム登録の「090 
発番号契約」を"あ 0" に設定ずる必要びあ0ま 
す。 

2 :あ0 

176 

ダイヤルインルー 
ティング 

1:なし 

2 :あ0 

モデムダイヤルインサービスをご利用されている 
場合に"あり"に設定しまず。モデムダイヤルイ 
ンサービスで登録されている電話番号で、本機に 
登録されている宛先にルーティングずることび巧 
能でず。 


-参本インターネット FAX ユニッ トを設置したときは、システム登録の「034省エネ 

夕をづ^ モード」の「省エネ」を設定しても「省エネ」に移行せず「節電」になりまず。 

参システム登録の「176ダイヤルインルーティング」は、オプションの増設通信ユ 
ニットを装着している場合、初めに各チャンネルの還お画面び表示されまず。必要 
なチャンネルを選択して設定してください。 


BE 
















インターネット通信の際に、通信でさなかったとさなどに、通信管理レポートにエラーコードび表おさ 
れまず。エラーコードび表示されたとをは、次の表に従って処置してください。 

他の エラーコー ドは、取扱説明書ファクス編を参照してください。 


エラーコード 

原因 

処置 

参照 

ぺージ 

0712 

電子メールアドレスの誤り 

登録された電子メールアドレスを確認 
してください。 SMTP サーバーの IP 
アドレスをネットワーク管理ちにお問 
い合わせください。 


0713 

LAN インタフェースのメモ U — 
オーバフ□一 

ページあたりの文書データび 3.2M 巨 
を超えているため、送れません。 

— 

0714 

LAN に□グオンでさない 

10巨 ASE-T/1 00巨 ASE-TX クーブ J レ 
の接続を確認してください。予期でを 
ない問題び発生していまずので、ネッ 
トワーク管理ちにお問い合わせくださ 
い。 


071己 

TCP/IP 接続のタイムアウト 

インターネットフアクスのパラメー 
ター設定値を確認してください。 IP ア 
ドレス、ルーター IP アドレスの初期 
値、 SMTP サーバー IP アドレスを確 
認してください。 


0716 

指定した SMTP サーバーに□グ 
インでさない 

SMTP サーバー IP アドレス設定値を 
確認してください。ネットワーク管理 
ちにお問い合わせください。 


0717 

SMTP プ〇トコル伝送び不完全。 
SMTP サーノ（一の八ードディス 
クびいっぱいの可能性 

SMTP サーノ（一に障害びあ0まず。 

ネットワーク管理ちにお問い合わせく 
ださい。 


0718 

プ U ントデータ受信時のプ U ント 
メモ U —才ーバフ□一。給紙力 
セットの用紙サイズよ〇ち大をい 
サイズをアプ U ケーシヨンで選択 
した 

原稿サイズと解像度を確認してくださ 
い。受信側で対応しているサイズと解 
像度で再送信してちらラよラに送信側 
に連絡してください。 


0719 

LAN で受信したデータお式び受 
信側に対応していない 

巧応ずるフアイ J レ添付形式で再送して 
をらラよラに送信側に連絡してくださ 
い。 TIFF-F 形式を確認してください。 


072己 

- DNS サーバー接続のタイムア 
クト 

- DNS サーバーのダウン 

DNS サーバー IP アドレスを確認して 
ください。ネットワーク管理ちにご連 
絡ください。 


0726 

DNS サーバーか b エラー応答を 
受信 

POP サーバー名を確認してください。 
SMTP サーノ（一名を確認してくださ 
い。 


0728 

ダイレクト SMTP を使用した送 
信でエラーび発生した 

ホ目手先の設定を確認願いまず。 

— 

0730 

PC による U モート設定がでさな 
い 

システム登録「1已8 メール U モート登 
録」び「2 :あり」に設定されているこ 
とを確認してください。 

自局情報の登録 「U モートノ（スワード」 
のパスワードび正し<登録されている 
ことを確認してください。 

114ページ 

66ページ 

0731 

LAN 中継受信時に管理領域び 
いっぱい 

現在の通信び終了後、 LAN 中継指示を 
再送ずるよラに送信元に連絡してくだ 
さい。 



す敏らだ 


• 上記じ(外のエラーコードび表おされた場合は、ちラー度通信してみてください。 
♦処置をしてちエラーコードび表おされる場合は、お買い上げの販売店または、サー 


ビス実施会社にお問い合わせください。 


ilEI 























必要なとまにお読み < ださい 


V J よな1フ■タッセ■シ 

通信エラーになったとさは、ディスプレーにエラー内容を表ずメッセージび表おされまず。 
(他のエラーメッセージは、取扱説明書ファクス編を参照してください） 


エラーメッセージ 

内容 

処置 

参照ページ 

LAN ボードを確認して 
<ださい 

LAN との接続びでさない 

LAN ユニットを確認してくださ 
い。 

— 

通信 エラーが あ0まし 
た 

-メールアドレスびを在しな 
い 

-メモ U —びいっぱいになっ 
た 

- LAN との接続びでさない 
-端末サポートの TIFF 添付 
ファイルを受信した 

-メールアドレスの登録内容を 
再確認してください。 

• 1ページあたりの情報量び多 
すざて送信でをません。 

. ネットワーク管理者にご相談 
<ださい。 

-相手に確認してください。 

72ページ 
74ページ 

POP サーバーに接続で 
さません 

POP サーバーと接続でさな 
い 

- POP サーバー IP アドレスま 
たは POP ユーザー名とパス 
ワードを確認してください。 

. ネットワーク管理ちにご相談 
<ださい。 

66ページ 

DNS サーバーに接続で 
さません 

DNS サーバーと接続でさな 
い 

- DNS サーバー IP アドレスを 
確認してください。 

- POP サーバー名を確認してく 
ださい。 

. ネットワーク管理ちにご相談 
<ださい。 

66ページ 


巧からだ 


参上記処置をしてちエラーメッセージび表示される場合は、 LINK ランプ 

(<18 ページ）び点灯しているか確認してください。消なしている場合は LAN 


ケーブルを点検してください。それでちわか b ない場合は、お買い上げの販売店ま 


たは、サービス実施会社にお問い合わせください。 


















リモート登録時のエラーメッセージ 


■エラーメッセージを送付先へ送る 

ワンタッチ/短縮ダイヤルの U モート登録時にエラーとなった場合に、本機より電モメールで PC へエ 
ラーメッセージび送付されまず。 



エラーメッセージ 

内容と処置 

1 

已己4 Data transfer error (broken 
header) 

ヘッダーまたはサブヘッダーの解析中にエラーに 
なって処理できませんでした。再送してくださ 
い。 

2 

已己 4 Data transfer error (broken 
data) 

データ解析中にエラーになって処理できませんで 
した。再送してください。 

3 

曰己 4 Data transfer error (FAX 
module) 

データ処理中に内部エラーび発生して処理できま 
せんでした。再送してください。 

4 

己己 4 MIME attachment not 
supported (message/file) 

サポートしていない MIME の添付ファイルび送 
b れました。テキストデータだけの添付ファイル 
で再送してください。 

5 

己己 4 MIME format not supported 

サポートしていない MIME タイプび送日れまし 
た。テキストデータだけで再送してください。 

6 

己己 4 FAX relay permission denied 

中継要ホのあったドメイン名は登録されていませ 
ん。確認して再送してください。 

7 

已己 4 Relay address unknown 

中継要ホのあった電話番号は宛先不明でず。確認 
して再送して < ださい。 

8 

曰己 4 Memory fully (FAX module) 

FAX メモ U —びいっぱいでず。あとで再送して 
<ださい。 

9 

已己 4 Data transfer error 

U スト上にないエラーでず。あとで再送してくだ 
さい。 


■リモート登録失敗時のエラーメッセージ 

ワンタッチ/短縮ダイヤルの U モート登録び失敗したときに、エラーメッセージびプ U ントされまず。 



エラーメッセージ 

内容と処置 

1 

◎list ブ□ックにエラーびありまず 

ブ□ック終了コマンド r@encl」 び r 剧 ist」 

ブ□ックで記述されていません。 r@endj □ 
マンドを加えて再送して<ださい。 

2 

©command ブ□ックにエラーがあります 

ブ□ック終了コマンド roendj t ? 
「©command」 ブ□ックで記述されていませ 
ん。 r@endj コマンドを加えて、再送してく 
ださい。 

3 

©begin コマンドびありません 

ブ□ック開始コマンド r@begin」 び 
「◎begin」 ブ□ックで記述されていません。 
「◎begin」 コマンドを加えて再送してくださ 
い。 

4 

©begin ブ□ックにエラーびありまず 

ブ□ック終了コマンド 「@end」 び 
「◎begin」 ブ□ックで記述されていません。 
r@endj コマンドを加えて再送してくださ 
い。 

己 

©system ブ□ックにエラーびありまず 

ブ□ック終了コマンド 「@end」 び 
r@systemj ブ□ックで記述されていませ 
ん。 r@endj コマンドを加えて再送してくだ 
さい。 

6 

◎sender ブ□ックにエラーびありまず 

ブ□ック終了コマンド 「@end」 び 
「◎sender」 ブ□ックで記述されていません。 
r@endj コマンドを加えて再送してくださ 
い。 


rm 



























必要なとまにお読み < ださい 


7 

©domain ブ□ックにエラーびありまず 

ブ□ック終了コマンド roendj t ? 

「©domain」 ブ□ックで記述されていませ 
ん。 r@endj コマンドを加えて再送してくだ 
さい。 

8 

©relay ブ□ックにエラーびありまず 

ブ□ック終了コマンド r@end」 び 
r@「elay」 ブ□ックで記述されていません。 
r@endj コマンドを加えて再送してくださ 
い。 

9 

©program ブ□ックにエラーがあります 

ブ□ック終了コマンド r@encl」 び 
「©program」 ブ□ックで記述されていませ 
ん。 r@endj コマンドを加えて再送してくだ 
さい。 

10 

©system コマンドびありません 

システム開始コマンド r@system」 び 
r@systemj ブ□ックで記述されていませ 
ん。 「©system」 コマンドを加えて再送して 
<ださい。 

11 

FAX メモ U —転送び設定されているため U 

システム登録の「〇已4 メモ U-$5 送」の設 


モート登録でさません 

定を"なし"に変えて再送してください。 

12 

FAX 動作中のため U モート登録でさません 

ファクス動作終了後、再送してください。 

13 

じ(下のデータに上書をされました 

登録済のデータに上書をされました。 

14 

U モート登録ノ（スワードチェックエラー 

パスワードを修正して再送してください。 

15 

U モート登録び許可されていません 

メール U モート登録び許可されていません。 
システム登録の「1已8 メール U モート登録」 

の設定を"あり"に変えて再送してください。 

16 

Format Error: 

各発信者選択用の記述データび一行で完結し 
ていないため、フォーマットび不完全となつ 
ています。一行で記述してください。 

17 

Warning: 

入力されたフォーマットび正し<ない、また 
は文字数び最大巧数を超えていまず。修正し 
て再送して < ださい。 

18 

データび長ずざまず 

宛先名の文字数び最大巧数を越えていまず。 
修正して再送してください。 


nisi 
















主な仕様 

外観-仕様などは改良のため予告なしに変更ずることびありまず。 


品番 

U E - 40409已 （UF - A 700 / A 800) 

インターネット FAX 

適合回線 

1 DBASE - T / 1 00 BASE - TX port : RJ - 4已 

通信プロトコル 

TCP / IP 、 SMTP 、 POP 3 、 MIME 

データ形式 

TIFF - FX プ□ファイル S、MMR (400 dpi のみ） 

送信原稿サイズ 

A 3 〜 A 6 

ち効読取0幅 

最大292 mm ( A 3) 

記録紙サイズ 

A 3、巨4、 A 4、 巨己、 A 己 

出力可能文字 

JIS 第1•第2水準 

適合規格 

IETFRFC 3949 、ITU - T T . 37 

ネットワークスキャナー 

送信原稿サイズ 

A 3 〜 A 6 

有効読取0幅 

最大292 mm ( A 3) 

読み込み速度 

1秒 （ A 4、 文きサイズ：ふつラ） ： UF - A 800 

1.日秒 （ A 4、 文字サイズ：ふつう）： UF - A 700 

解像度 

400 dpi : UF - A 800 

400 dpi 相当 ： UF - A 700 

ネットワークプ U ンター 

記録紙サイズ 

A 3、巨4、 A 4、 巨已、 A 已、八ガキ（手差し） 

記録速度 

16 PPM : UF - A 700/ A 800 

解像度 

己00 dpi ( A 4、 巨已、 A 已、ノ、ガキ ）/300 dpi 

対応 0 S 

Windows ® 2000 (Service Pack 4 LU 降） 

Windows ® XP (Service Pack 2 LU 降） （32 bit /64 bit ) 

Windows Server ® 2003/2003 R 2 (32 bit /64 bit ) 

Windows Vista ® (32 bit /64 bit ) 

Windows Server ® 2008/2008 R 2 (32 bit /64 bit ) 

Windows ® 7 (32 bit /64 bit ) 


その他の仕様については取扱説明書ファクス編をご覧ください。 




























用語の説明 


必要なとまにお読み<ださい 


用 語 

解 説 

10 BASE - T /100 BASE-TX 

イーサーネット LAN システムの一種で、10/ 

1 00 Mbps での通信び巧能でず。" T " はツイスト 
ケーブルの意味で2本のケーブルをよ0巧線として 
いまず。 

DNS (Domain Name Server ) 

WWW や E - メールなど、アプ U ケー シヨ ン間の通 
信時に、 IP アドレス（例「123.4已日. 7.8 日1」）と 
ドメイン名（例 「 WWW . m 邑 cs . nyc . com 」） との間 
の変換（読み替え）を自動的に行ラプ□グラムで 
す。コンピューターび実際に扱ラ数字列である IP 
アドレスと、ユープー（人間）び認識しやずい名前 
などの文字列とを変換ずるためのシステムでず。多 
<の場合、 DNS サーバーと呼ばれる専用のコン 
ピューター上で実行されまず。 

IP アドレス 

インターネット上の装置やホストを特定ずるために 
割り当て日れるアドレス番号で、32ビットのアド 
レスフィールドを使用しまず。 

ISP (Internet Service Provider ) 

インターネットへの接続をユーヴーに提供ずる組織 
です。ほとんどの ISP は営利団体です。 

LAN (Local Area Network ) 

オフィス、工場、大学構内等の、限定された地域 
で、複数のコンピュータやプ U ンターなどを接続 
し、情報の共ち化や、情報交換を行ラネットワーク 
でず。 

MAC アドレス 

ハードウエアアドレスで 、 MAC (Media Access 
Control ) アドレスとして装置に割り当て日れてい 
まず。 MAC アドレスは設定不可能となっていまず。 
MA 巳アドレスはコ□ンで分割された6つの16進 
数で構成されています。 

巧 IJ : r 00：00： c 0:34: fl :已0」 

MIME (Multipurpose Internet Mail 

Extention ) 

インターネット上で、テキストデータじ(外のマルチ 
メディア情報を扱えるよラに拡張した、電子メール 
の通信手順でず。 

POP (Post Office Protocol ) 

メールサーバーにアクセスして自分宛のメールを取 

0出ずための通信手順でず。 

SMTP (Simple Mail Transfer Protocol ) 

電モメールを送受信ずるための TCP / IP による通信 
手順でず。 

TCP/IP (Transmission Control Protocol / 
Internet Protocol ) 

インターネットで使用されているプ〇トコルの最ち 
基本的な集合体（プ□トコルスイート）であり、あ 
るインターネット端末と別の端末との間のデータ転 
送を可能にしまず。 

TIFF (Tagged Image File Format ) 

異機種間でのグラフィックデータの交換びでをるよ 
ラデータの前のタグと呼ばれる部分を設け、データ 
の記述お式を記載したデータファイルでず。 

本製品の TIFF ファイルは、 MH 方式によりデータ 
を圧縮していまず。 

TIFF ビューアー 

TIFF ファイルの中身を閲覧ずるための機能を持った 
プ□グラムでず。市販の TIFF ビューアーでは、本 
製品から送られた TIFF ファイルを表示でをない場 
合びありまず。 （<43 ページ） 

イーサーネット 

LAN に利用されているコンピューターネットワーク 
の一般的な方式でず。 

インターネット 

全世界の政府系組織、教育組織、商業用組織、非営 
利組織、民間組織に設置された何百万台のちのコン 
ピュータを T 巳 P / IP プ□トコルで接続した、相互ア 
クセス巧能なネットワークでず。利用巧能なアプ U 
ケーシヨンには WWW , E - メール、 FTP 、 ニュース 
グループなどびあ0まず。 


n=n 

























用 語 

解 説 

クライアント 

クライアント（端末）コンピューターの意味で、 

LAN 上でデータベース共用、グループ作業や通信を 
行ラときに使用しまず。 

サーバー 

クライアント（端末）コンピューターに巧してデー 
夕資源、通信接続、データ保を空間その他のサービ 
スを提供ずる、ネットワークに接続されたコン 
ピューターまたは装置を指しまず。メールサーバー 
ソフトウエアはネットワーククライアントびメール 
アカウントを保ちしてメールの送受信を行ラことを 
巧能にしていまず。 

サブネットマスク 

サブネットを認識ずるためのマスクビッ h でず。通 
信時にルーターを介ずか、介さないかの判定に使用 
しまず。 

デフオルトルーター IP アドレス 

他のネットワークと通信ずる際に経由ずるルーター 
のアドレスでず。 

ドメイン名 

インターネットに接続された個々のコンピュータを 
一意に識別ずる名称でず。ドメイン名は DNS サー 
バーによって IP アドレスから翻訳されまず。これ 
は、 IP アドレスび変更された場合でち、ユーヴーに 
親しみやすい（記憶されやずい）名称を保持ずるこ 
とび目的でず。 

ネットワーク 

2台あるいはちっと多くのコンピュータを結び、い 
つでを U ソースを共ちずることびでさるよラにずる 
ことび、コンピューター•ネットワークでず。 

プロトコル 

装置間通信のための標準または言語。業界には多く 
の種類のプロトコルびを在し、にやコンピューター 
を内蔵している製品はどれちある種のプロトコルを 
利用していまず。インターネットでは、100を越 
える標準び共同して TCP/IP プ〇トコルを構成し、 
インターネット通信を滑らかで信頼でをるちのにし 
ています。 

ホームページ 

WWW サーバー上にアクセスした際、最初に表おさ 
れるページでず。または WWW サーノ（一上に設け 
日れたページそのちのを指しまず。 

メーリングリスト 

あるアドレスに巧して電モメールを送り、自動的に 
複数の人に電子メールのコピーを送るための、メー 
ルアドレスの U ストでず。 

メールアドレス 

電モメールを送受信ずるための宛先でず。ユーヴー 
名、サブドメイン名、ドメイン名で構成されまず。 

メールサーバー IP アドレス 

メールサーバーのアドレスでず。本製品は、あ日か 
じめ設定されたメールサーバーとだけ通信を行いま 
す。 

ルーター 

複数の LAN 間の通信を巧能にずるネットワーク装 
置でず。インターネットでは、それぞれの LAN の 
ルーターび、インターネットを経由して転送ずベさ 
データの経路を管理していまず。 

管理ち用メールアドレス（管理ち宛メール） 

中継局を管理ずる担当者のメールアドレスでず。イ 
ンターネットファクス（または PC ) から、中継同 
報び指おされるごとに、管理ち宛に、電モメールで 
通知します。 

送達通知メール 

中継同報通信び終了したら、通信の結果を、中継同 
報を指示したインターネットファクス（または PC ) 
へ電モメールで通知します。 （1 ••日4ページ） 
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必要なとまにお読み < ださい 


用 語 

解 説 

中継許可用ドメイン名 

中継通信を指定でさる端末であることの確認に用い 
るドメイン名でず。中継通信を指定したインター 
ネットファクス（または PC ) を表ずメールアドレ 
スのドメイン名（@のち側）の部分と比較して、一 
致した場合に中継通信を行いまず。 

中継局 

受信した原稿を複数のファクスへ同報送信ずる機能 
を持った端末を表します。 

中継用パスワード 

中継通信を行ラ際に、パスワードとして用いるメー 
ルアドレスでず。中継通信の宛先を表ずメールアド 
レスの、ユーヴー名（@の左側）の部分と比較し 
て、一致した場合に中継通信を行いまず。 
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巧 I 
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管理者のメールアドレス 


已8 


♦た 

ダイヤルインの登録... 
ダイヤル登録操作フ□一 

ダイヤルの登録 . 

ダイレクト SMTP .... 
短縮ダイヤルで送る... 
短縮ダイヤルの登録... 


♦ち 

中継機能の設定 . 61 

中継局の自局情報の登録 . 101 

中継局の登録 . 107 

中継送信指示の設定 . 62 

中継同報 . 13, 55 

中継同報指示 . 已日 

中継同報について . 已已 

中継同報の通信結果 . 64 

直接ダイヤルで送る . 20 

♦つ 

通信管理レポート送信の設定 . 已1 

通信管理レポート送信 . 已1 

♦て 

電話帳ダイヤルで送る . 28 

♦と 

登録済みメールアドレスの消去 . 77 

登録済みメールアドレスの変更 . 76 

ドメイン名 . 已8 

♦ね 

ネットワークスキヤナー . 12, 53 

ネットワークプ I 」ンター . 12,已4 


♦は 



自局情報の登録 . 66 

システム登録一覧表 . 114 

システム登録のしかた . 113 

システムの登録 . 113 

受信のしかた . 43 

受信ルーティング . 49 

♦そ 

送達確認 . 已2 

送達確認の設定 . 已2 


♦ F 

FROM 選択機能の登録 . 42 

♦ L 

LAN 中継指示をずるとさのパスワード ... 已8 

LAN 中継同報の登録 . 101 

LAN を使って送信ずる . 20 

♦ P 

PC からの中継同報指示 . 63 

通信管理レポートの取り出し . 99 

POP 受信 . 44 

POP 手動受信の登録 . 47 

POP による自動受信 . 46 

POP による受信の設定 . 44 

POP による手動受信 . 46 

♦ S 

SMTP 認証 . 13 

♦あ 

宛先確認のしかた . 36 


♦い 

インターネット中継送信ネットワーク .... 已已 
インターネット通信と一般回線通信との機能の 

違い . 1已 

インターネット通信における注意点 . 16 

インターネット通信について . 10 

インターネット通信の基本機能 . 10 

インターネットに接続ずるための事前準備..已 
インターネットパラメーターの取り出し ..81 
インターネットパラメーターのメールリモート 

且録 . / c 3 

インターネットパフーターを初めて登録する 
79 

インターネットファクス通信 . 10 

インターネットール受信 . 10 

♦え 

エラーメッセージを送付先へ送る . 118 

♦お 

主なエラーコード . 116 

主なエラーメッセージ . 117 

主な仕様 . 120 

♦か 

さ種ポタン . 19 

各部の名前と働き . 17 


0 0 0 4 2 1 
5 7 7 12 1 
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♦る 

ルーテイング . 

ルー了インクの登録 . 

ルーテイングパラメーターの設定 

♦ね 


ワンタッチタイヤルで送る . 24 

ワンタッチダイヤルによる POP 受信 .... 48 
ワンタッチダイヤルの登録 ...72, 103,109 
ワンタッチ/短縮ダイヤル全体の削除 .... 88 
ワンタッチ/短縮ダイヤルデータの取り出し日2 
ワンタッチ/短縮ダイヤルのメール U モート登 

録 . 87 

ワンタッチ/短縮ダイヤルを初めて登録ずる89 


バックアップまたは取り出しをしたインター 

ネットパラメーターの編集 . 84 

バックアップまたは取り出しをしたワンタッチ 
/短縮ダイヤルの編集 . 日已 

♦め 

メールアドレスを組み合わせて送る（ワンタッチ 

チェーン） . 34 

メールアドレスを自動検索して送る . 26 

木 ール U モート登録 . 78 

六モリー転送 . 11 

♦よ 

用語の説明 . 121 

♦り 

U モート登録失敗時のエラーメッセージ .118 
U モート登録時のエラーメッセージ .... 118 
U レーアドレス . 已8 
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■使いかた•お手入れ•修理などは、まず、お買いホめ先へご相談ください。 

■その他ご不明な点は下記へごホ目談< ださい。 

パナソニックシステムお客様ごホ目談センター 

電話茹ル函眉1 20-878-41 0受付：9時〜17時30分は.日.祝祭日は受付のみ) 

ホームぺージか5のお問い合わせは https :// sec . panasonic . biz / solution / info / 

ご使用の回線 （ IP 電話やひかり電話など)によつロホ、回線の混雑時に数分で切れる場合びあります。 


【ご巧談窓□におけるお客様の個人情報のお取り巧いについて】 

'ノけソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人 I 青報をご相談対応や修理対応などに利用 
ごせていたださ、ご相談内容は録音させていたださます。また、折り返し電話をさせていただくとさのた 
めに発信番号を通知いただいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や 
正当な理由びある場合を除さ、第=ちに開を-提供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご 
相談いたださました窓□にご連絡<ださい。 


便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です) 


お買い上げ曰 

年月 曰 

品番 UE - 40409已 

販売店名 

電話 ( ) - 

サービス 
実施会社名 

電話 ( ) - 


パナソニックシステムネットワークス株式会社 

干 812-8531 福岡巿博を区美野島四 T 目 1 番 62 号 X0811-1023(01) 

PNQX5063ZB 

February 2013 
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